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1

段
昌
武
毛
詩
集
解
所
引
朱
熹
詩
說
考

種
村
和
史

1　

問
題
設
定

本
稿
は
、
前
稿
「
嚴
粲
詩
緝
所
引
朱
熹
詩
說
考（

（
（

」
と
對
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
南
宋
詩
經
學
を
代
表
す
る
『
詩
集
傳（

（
（

』（
以
下
、『
集

傳
』
と
略
稱
す
る
）
以
前
の
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇（

（
（

）
の
詩
經
學
の
學
說
を
ま
と
め
た
も
の
に
『
詩
集
解
』
が
あ
る（

（
（

。
こ
の
著

作
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
佚
文
が
、
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
一
一
八
一
）『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記（

（
（

』（
以
下
、『
呂
記
』
と
略

稱
す
る
）
の
他
、
嚴
粲
（
生
卒
年
不
詳
）『
詩
緝
』
と
段
昌
武
（
生
卒
年
不
詳
）『
毛
詩
集
解（

（
（

』（
以
下
、『
段
解
』
と
略
稱
す
る
）
に
引

用
さ
れ
、
そ
の
一
斑
を
今
に
傳
え
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
三
者
の
内
、
嚴
粲
と
段
昌
武
は
と
も
に
朱
熹
の
後
の
世
代
に
屬
し
、『
集
傳
』
が

刊
行
さ
れ
て
以
後
に
詩
經
研
究
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
兩
者
が
引
用
し
た
朱
熹
の
詩
經
の
學
說
に
は
、『
詩
集
解
』
以
外
に
『
集

傳
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
現
に
そ
れ
と
考
え
ら
れ
る
說
が
散
見
さ
れ
る
（
以
下
『
詩
集
解
』
に
代
表

さ
れ
る
時
期
の
學
說
を
「
舊
說
」、『
集
傳
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
學
說
を
「
新
說
」
と
稱
す
る
）。
こ
の
よ
う
な
狀
況
に
鑑
み
、
前
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稿
で
は
嚴
粲
『
詩
緝
』
に
引
用
さ
れ
る
朱
說
の
一
つ
一
つ
を
、『
呂
記
』
所
引
朱
說
お
よ
び
『
集
傳
』
の
詩
說
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、『
詩
集
解
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
確
か
に
言
え
る
經
說
を
判
定
し
よ
う
と
試
み
た
。
本
稿
は
、
前
稿
と
同
じ
方
法
を
用
い
て

『
段
解
』
が
引
用
す
る
朱
說
の
所
屬
を
判
定
し
た
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

段
昌
武
の
事
績
に
つ
い
て
は
、『
宋
元
學
案
補
遺
』
卷
五
一
「
東
萊
學
案
補
遺
」
の
「
段
先
生
昌
武
」
に
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て

い
る
。

段
昌
武
、
字
は
子
武
。
廬
陵
（
江
西
）
の
人
。『
詩
經
』
に
よ
っ
て
二
度
、
解
試
で
首
席
と
な
り
、
重
ね
て
推
擧
さ
れ
省
試
に

合
格
し
た
。
朝
奉
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
印
山
羅
使
君
瀛
〔
傳
記
不
詳
〕
は
、
か
つ
て
そ
の
子
と
甥
と
を
段
昌
武
先
生
の
元
で
學
ば

せ
た
こ
と
が
あ
り
、
先
生
は
『
毛
詩
』
に
よ
っ
て
講
義
し
、
そ
れ
を
筆
寫
し
て
編
を
な
し
た
。
呂
祖
謙
の
學
說
に
基
づ
き
、
朱
熹

の
詩
說
を
參
考
に
し
、
近
時
の
諸
々
の
學
者
の
說
で
一
言
一
句
で
も
新
た
な
發
見
が
あ
る
も
の
は
す
べ
て
記
録
し
、『
叢
桂
毛
詩

集
解
』
と
名
付
け
た
。
そ
の
甥
の
段
維
清
〔
傳
記
不
詳
〕
に
よ
る
請
給
授
狀
が
あ
る
（
段
昌
武
字
子
武
。
廬
陵
人
。
以
詩
經
而
兩

魁
秋
貢
。
以
累
舉
而
擢
第
春
官
。
官
朝
奉
。
印
山
羅
使
君
瀛
嘗
遣
其
子
姪
從
學
、
先
生
以
毛
詩
口
講
指
畫
、
筆
以
成
編
。
本
之
東

萊
詩
說
、
參
以
晦
庵
詩
傳
、
以
至
近
時
諸
儒
、
一
語
一
言
、
茍
足
發
明
、
率
以
錄
焉
。
名
曰
叢
桂
毛
詩
集
解
。
其
從
子
維
淸
請
給

授
狀
）

段
昌
武
の
從
子
維
淸
の
請
給
授
狀
は
、『
段
解
』
の
巻
首
に
載
り
、『
段
解
』
の
出
版
獨
占
權
の
確
認
を
求
め
た
書
狀
と
思
し
い
が
、

そ
の
末
尾
に
「
右
出
給
公
據
付
羅
貢
士
樾
收
執
照
應
淳
祐
八
年
七
月
」
と
あ
る
。
淳
祐
八
年
、
一
二
四
八
、
は
あ
た
か
も
嚴
粲
『
詩

緝
』
自
序
記
年
の
年
で
も
あ
る
。
段
昌
武
の
遺
著
の
出
版
權
を
甥
が
申
請
し
た
年
と
嚴
粲
が
そ
の
著
書
を
書
き
上
げ
た
年
が
同
じ
と
い
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う
こ
と
は
、
段
昌
武
は
嚴
粲
の
や
や
先
輩
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
小
傳
も
、
そ
の
情
報
は
基
本
的
に
維
淸
の
書
狀
の

記
載
に
據
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
彼
の
生
平
を
傳
え
る
史
料
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
目
覺
ま
し
い
官
歷
も
注
目
す
べ
き
事
績
も

殘
す
こ
と
の
な
か
っ
た
段
昌
武
と
い
う
人
物
が
、「
我
が
叔
父
は
經
典
の
追
究
に
專
心
し
、
平
生
の
精
力
は
す
べ
て
こ
の
書
に
捧
げ
盡

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
先
叔
刻
志
窮
經
、
平
生
精
力
、
畢
於
此
書（

（
（

）」
と
い
う
甥
の
言
葉
ど
お
り
、
在
野
で
營
々
と
詩
經
研
究
を
行
っ

た
成
果
が
こ
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2　

比
較
の
方
法
・
判
別
の
基
準
お
よ
び
調
査
結
果

調
査
の
方
法
は
、
基
本
的
に
嚴
粲
『
詩
緝
』
所
引
の
朱
熹
說
に
對
し
て
行
っ
た
の
と
同
樣
で
あ
る
の
で
簡
略
に
說
明
す
る
。
詳
し
く

は
前
稿
を
參
照
さ
れ
た
い
。『
段
解
』
所
引
の
朱
說
（「
朱
曰
」
で
標
示
さ
れ
る
）
合
計
一
一
二
三
例
に
つ
い
て
『
呂
記
』『
集
傳
』
と

比
較
し
、
二
書
に
同
じ
說
が
存
在
す
る
か
、
字
句
に
異
同
は
な
い
か
を
確
認
し
、
次
の
よ
う
な
類
型
に
分
類
し
た
。

①　
『
呂
記
』『
集
傳
』
兩
書
に
對
應
す
る
文
章
あ
り

　
　
　

…
…
朱
熹
の
經
說
に
前
期
後
期
に
お
い
て
變
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。

②　
『
呂
記
』
に
引
用
あ
り
、『
集
傳
』
に
な
し

　
　
　

…
…
段
昌
武
が
朱
熹
の
經
說
に
據
っ
た
こ
と
を
表
す
。
た
だ
し
さ
ら
に
二
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

ア　
『
呂
記
』
の
引
用
と
目
立
っ
た
差
異
が
な
く
、『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の

イ　
『
呂
記
』
に
同
趣
旨
の
引
用
が
あ
る
が
、
相
互
に
明
白
な
異
同
が
あ
り
、『
呂
記
』
か
ら
の
單
純
な
引
用
で
は
な
い
と
考
え
ら
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れ
る
も
の

…
…
段
昌
武
が
『
呂
記
』
と
は
別
の
來
源
を
用
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、『
集
傳
』
か
『
詩
集
解
』
原
本
と

對
校
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

③　
『
呂
記
』
に
引
用
な
し
、『
集
傳
』
に
あ
り

ア　
『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
「
朱
氏
曰
」
の
引
用
が
な
い
。
あ
る
い
は
『
段
解
』
所
引
と
異
な
る
引
用
は
あ
る
が
、
互
い
に
對

立
し
な
い
。

…
…
問
題
の
詩
說
は
、
單
に
呂
祖
謙
が
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
の
可
能
性
が
あ
り
、『
詩
集
解
』
に
な
か
っ
た
と
斷
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
判
斷
保
留
と
す
べ
き
で
あ
る
。

イ　
『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
「
朱
氏
曰
」
と
し
て
、『
段
解
』
所
引
と
は
兩
立
不
可
能
な
異
說
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

…
…
朱
熹
舊
說
か
ら
新
說
の
間
に
認
識
の
變
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
段
昌
武
は
『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
判
斷
し

て
よ
い
。

④　
『
呂
記
』『
集
傳
』
兩
書
と
も
對
應
す
る
文
章
な
し

　
　
　

…
…
段
昌
武
が
『
詩
集
解
』
そ
の
も
の
に
據
っ
た
こ
と
を
表
す
。
す
な
わ
ち
、『
詩
集
解
』
佚
文
で
あ
る
。

⑤　
『
呂
記
』『
集
傳
』
そ
れ
ぞ
れ
に
對
應
す
る
部
分
が
混
在
し
て
い
る

　
　
　

…
…
二
書
を
參
考
に
し
て
段
昌
武
が
組
み
合
わ
せ
た
。
あ
る
い
は
、『
詩
集
解
』
原
本
に
據
っ
た
。

⑤
は
、
分
類
項
目
と
し
て
本
稿
よ
り
新
た
に
增
や
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
比
較
作
業
を
行
っ
た
印
象
で
は
、『
詩
緝
』
に
比
べ

異
同
の
狀
況
が
複
雜
か
つ
微
妙
で
、
右
の
い
ず
れ
に
分
類
す
べ
き
か
迷
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
分
類
の
判
定
に
は
筆
者
の
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主
觀
が
か
な
り
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
境
界
例
の
分
類
は
多
分
に
便
宜
的
な
性
格
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
お
斷
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
方
法
と
判
別
の
基
準
に
よ
っ
て
、『
段
解
』
所
引
詩
說
を
『
呂
記
』
所
引
詩
說
・『
集
傳
』
と
比
較
し
た
結
果
は
、
本

稿
の
末
尾
に
附
し
た
「『
毛
詩
集
解
』
所
引
朱
熹
詩
說
一
覧
」
に
示
し
た
。『
毛
詩
集
解
』
所
引
の
朱
熹
詩
說
、
筆
者
の
計
算
に
據
れ
ば

合
計
一
一
二
三
例
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

表
1　

毛
詩
集
解
所
引
朱
熹
詩
說
と
呂
記
所
引
朱
說
、
詩
集
傳
と
の
關
係
の
パ
タ
ー
ン

呂
記
・
詩
集
傳
と
の
關
係

數

朱
熹
の
詩
經
解
釋
の
變
化
の
有
無

段
昌
武
引
用
の
出
處

①　

呂
記
あ
り
・
集
傳
あ
り

428

解
釋
に
變
化
な
し

い
ず
れ
に
據
っ
た
の
か
不
明

②　

呂
記
あ
り
・
集
傳
な
し

204

解
釋
に
變
化
あ
り

　

ア　

呂
記
と
顯
著
な
異
同
な
し

（
200
）

呂
記
に
據
っ
た

　

イ　

趣
旨
は
呂
記
と
同
じ
だ
が
語
句
に

明
白
な
異
同
あ
り

（
4
）

詩
集
解
原
本
に
據
っ
た

③　

呂
記
な
し
・
集
傳
あ
り

375

　

ア　

呂
記
に
引
用
な
し

（
371
）
不
明

單
に
呂
記
が
引
用
し
な
か
っ
た
だ
け
の
可
能
性
あ
り

　

イ　

呂
記
所
引
朱
說
と
明
確
に
異
說

（
4
）
解
釋
に
變
化
あ
り

集
傳
に
據
っ
た

④　

呂
記
な
し
・
集
傳
な
し

113

詩
集
解
原
本
に
據
っ
た
＝
詩
集
解
佚
文

⑤　

呂
記
・
集
傳
そ
れ
ぞ
れ
に
對
應
す
る

部
分
が
混
在
し
て
い
る

3

呂
記
・
集
傳
兩
書
を
參
考
に
し
て
文
章
を
組
み
合
わ

せ
た
。
あ
る
い
は
詩
集
解
原
本
に
據
っ
た
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次
節
以
下
で
は
、
こ
の
表
に
基
づ
き
、『
段
解
』
と
い
う
詩
經
注
釋
書
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
あ
る
い
は
朱
熹
の
詩
經
學
の
發
展

過
程
、『
詩
集
解
』
お
よ
び
『
集
傳
』
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
上
で
有
用
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
分
析
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
②
―
イ
・
③
―
イ
・
④
・
⑤
が
對
象
と
な
る
。

3　
『
段
解
』
と
同
じ
注
釋
が
『
呂
記
』
に
は
あ
る
が
、『
集
傳
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
・	

　
　
『
段
解
』
の
注
釋
の
中
に
『
呂
記
』『
集
傳
』
そ
れ
ぞ
れ
に
對
應
す
る
部
分
が
混
在
す
る
も
の

表
1
の
②
の
う
ち
で
②
―
イ
に
分
類
し
た
も
の
は
、
段
昌
武
が
『
詩
集
解
』
原
本
か
ら
引
用
し
た
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
『
集
傳
』

を
用
い
て
對
校
し
訂
正
を
加
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

小
雅
「
常
棣
」

本
詩
四
章
の
『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る（

（
（

。

朱
曰
、
此
章
正
爲
管
蔡
啓
商
之
事
而
發
、
以
明
兄
弟
恩
情
之
篤
也
。
呂
與
叔◆

◆

解
鬩
爲
窺
伺
、
謂
㓂
至
而
兄
弟
同
力
以
相
死
也
、

此
意
亦
甚
美
矣
。
然
以
文
義
及
一
篇
之
全
旨◆

◆

觀
之
、
則
未
安
也
。
蓋
此
詩
首
章
略
言
至
親
莫
如
兄
弟
之
意
、
次
章
乃
以
意
外
不
測

之
事
言
之
、
以
明
兄
弟
之
情
其
切
如
此
。
三
章
但
言
急
難
則
淺
于
死
喪
矣
。
至
于
此
章
則
又
以
其
情
義
之
甚
薄
而
猶
有
所
不
能
已

者
言
之
。
其
序
若
曰
、
不
待
死
喪
然
後
相
救
、
但
有
急
難
便
當
相
助◆

◆
、
又
不
幸
而
至
於
或
有
小
忿
、
猶
當
共
禦
外
侮
、
其
所
以
責
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之
者
、
可
謂
益
輕
以
約
、
而
所
以
著
夫
兄
弟
之
義
者
益
深
且
切
矣
。
至
於
又
不
能
然
乃
或
無
事
而
相
忘
、
則
兄
弟
眞
爲
路
人
矣
。

故
下
章
始
深
責
之
。
然
其
辭
氣◆

◆

和
平
、
怨
而
不
怒
、
讀
者
猶
或
以
是
爲
當
然
而
未
之
悟
也
。
其
後
兩
章
乃
始
極
道
兄
弟
至
親
、
雖

有
籩
豆
家
室◆

◆

之
樂
、
然
非
兄
弟
則
無
與
同
之
。
以
備
見
兄
弟
之
恩
、
異
形
同
氣
、
死
生
苦
樂
、
無
適
而
不
相
須
之
意
。
卒
章
又
申

告
之
、
使
之
反
覆
窮
極
驗
其
信
然
。
可
謂
委
曲
漸
次
、
說
盡
人
情
矣
。
然
其
詞
意
高
深
、
初
若
簡
質
闊
疎◆

◆

而
不
切
於
事
者
。
故
說

者
有
所
不
察
、
又
以
小
忿
爲
嫌
而
曲
其
說
以
避
之
。
於
是
一
篇
之
意
無
復
統
紀
而
失
聖
人
之
意
遠
矣

（
◆
1
呂
與
叔　

呂
大
臨
、
生
卒
年
不
詳
、
の
字
。
藍
田
の
人
。
北
宋
・
元
祐
年
間
に
太
學
博
士
・
秘
書
省
正
字
を
歷
任
。
は
じ

め
張
載
に
學
び
、
後
に
二
程
に
就
き
、
程
門
四
先
生
の
一
に
擧
げ
ら
れ
る
。
◆
2
旨　
『
呂
記
』「
指
」
に
作
る
。
◆
3
不
待
死
喪

然
後
相
救
、
但
有
急
難
便
當
相
助　
『
呂
記
』「
死
喪
不
能
相
收
、
急
難
猶
相
助
」
に
作
る
。
◆
4
辭　
『
呂
記
』「
詞
」
に
作
る
。

◆
5
家
室　
『
呂
記
』「
室
家
」
に
作
る
。
◆
6
疎　
『
呂
記
』「
疏
」
に
作
る
）

『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
も
同
樣
の
文
章
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
本
詩
本
章
の
『
段
解
』
は
『
呂
記
』
へ

の
依
據
度
が
高
い
。
本
章
の
『
呂
記
』
の
注
は
、

毛
氏
・〔
爾
雅
〕・
鄭
氏
・
朱
氏
・〔
毛
氏
・
鄭
氏
・
釋
文
〕・
毛
氏
・〔
朱
氏
〕・
范
氏
・〔
孔
氏
・
左
傳
・
國
語
〕・
王
氏
・
朱
氏

（〔　

〕
は
雙
行
注
を
表
す
）

と
い
う
引
用
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、『
段
解
』
で
は
『
釋
文
』（『
經
典
釋
文
』）・
孔
氏
（
孔
穎
達
『
毛
詩
正
義
』

―
以
下
、『
正

義
』
と
略
稱
す
る
）・『
左
傳
』
を
除
い
て
す
べ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
補
注
で
示
し
た
異
同
の
内
、『
呂
記
』
で
「
死
喪
不
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能
相
收
、
急
難
猶
相
助
」
に
作
る（

（1
（

の
を
、『
段
解
』
で
は
「
不
待
死
喪
然
後
相
救
、
但
有
急
難
便
當
相
助
」
に
作
っ
て
い
る
の
が
注
目

さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
詩
詩
題
の
下
の
『
集
傳
』
に
右
の
朱
說
の
一
部
が
踏
襲
さ
れ
る
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

此
詩
首
章
略
言
至
親
莫
如
兄
弟
之
意
、
次
章
乃
以
意
外
不
測
之
事
言
之
、
以
明
兄
弟
之
情
其
切
如
此
。
三
章
但
言
急
難
則
淺
於◇
Ａ

死
喪
矣
。
至
于
四
章◇
Ｂ

則
又
以
其
情
義
之
甚
薄
而
猶
有
所
不
能
已
者
言
之
。
其
序
若
曰
、
不
待
死
喪
然
後
相
收

0

0

0

0

0

0

0

0

、
但
有
急
難
便
當
相

0

0

0

0

0

0

0

助0

、
言
又◇
Ｃ

不
幸
而
至
於
或
有
小
忿
、
猶
必◇
Ｄ

共
禦
外
侮
、
其
所
以
言◇
Ｅ

之
者
、
雖
若◇
Ｆ

益
輕
以
約
而
所
以
著
夫
兄
弟
之
義
者
益
深
且
切
矣
。

至
於
五
章
遂
言
安
寧
之
後
、
乃
謂
兄
弟
不
如
友
生
、
則
是
至
親
反
爲
路
人
而
人
道
或
幾
乎
息
矣◇
Ｇ

。
故
下
兩
章
乃
復
極
言◇
Ｈ

兄
弟
之
恩
、

異
形
同
氣
、
死
生
苦
樂
、
無
適
而
不
相
須
之
意
。
卒
章
又
申
告
之
、
使
之
反
覆
窮
極
驗
其
信
然
。
可
謂
委
曲
漸
次
、
說
盡
人
情
矣
。

讀
者
宜
深
味
之◇
Ｉ

。

（
◇
Ａ
於　
『
段
解
』「
于
」
に
作
る
。
◇
Ｂ
四
章　
『
段
解
』「
此
章
」
に
作
る
。
◇
Ｃ
言
又　
『
段
解
』「
言
」
字
無
し
。
◇
Ｄ
必　

『
段
解
』「
當
」
に
作
る
。
◇
Ｅ
言　
『
段
解
』「
責
」
に
作
る
。
◇
Ｆ
雖
若　
『
段
解
』「
可
謂
』
に
作
る
。
◇
Ｇ
五
章
～
息
矣　
『
段

解
』「
又
不
能
然
乃
或
無
事
而
相
忘
、
則
兄
弟
眞
爲
路
人
矣
。
故
下
章
始
深
責
之
。
然
其
辭
氣
和
平
、
怨
而
不
怒
、
讀
者
猶
或
以

爲
當
然
而
未
之
悟
也
。
其
後
兩
章
乃
始
極
道
兄
弟
至
親
、
雖
有
籩
豆
家
室
之
樂
、
然
非
兄
弟
則
無
與
同
之
」
に
作
る
。
◇
Ｈ
故
下

～
極
言　
『
段
解
』「
以
備
見
」
に
作
る
。
◇
Ｉ
讀
者
宜
深
味
之　
『
段
解
』「
然
其
詞
意
…
…
」
に
作
る
。）

補
注
で
示
し
た
よ
う
に
『
集
傳
』
と
『
段
解
』
と
の
異
同
は
大
き
く
、
段
昌
武
が
『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
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た
だ
し
、
傍
點
で
示
し
た
よ
う
に
『
呂
記
』
が
「
死
喪
不
能
相
收
、
急
難
猶
相
助
」
に
作
っ
て
い
る
所
は
、『
集
傳
』
で
は
『
段
解
』

と
同
樣
「
不
待
死
喪
然
後
相
收
、
但
有
急
難
便
當
相
助
」
に
作
っ
て
い
る
（『
段
解
』
が
「
相
救
」
に
し
て
い
る
の
が
、『
集
傳
』
で
は

「
相
收
」
に
な
っ
て
い
る
）。『
呂
記
』
の
引
用
で
は
、「
兄
弟
が
死
の
危
險
に
瀕
し
て
い
る
時
に
は
相
手
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
思
い
が
け
な
い
困
難
に
直
面
し
た
時
に
は
な
お
互
い
に
助
け
合
う
」
と
、
文
意
が
摑
み
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
、

『
段
解
』
お
よ
び
『
集
傳
』
で
は
「
兄
弟
が
死
の
危
險
に
瀕
し
て
よ
う
や
く
受
け
入
れ
合
う
の
で
は
な
く
、
思
い
が
け
な
い
困
難
に
見

舞
わ
れ
た
ら
す
ぐ
さ
ま
互
い
に
助
け
合
う
べ
き
で
あ
る
」
と
理
解
し
や
す
い
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、『
呂
記
』
の

引
用
に
は
誤
脱
が
あ
り
、
段
昌
武
は
そ
れ
を
訂
正
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
彼
は
注
を
書
く
時
全
體
的
に
は
『
呂
記
』
に
據

っ
た
が
、
疑
問
の
箇
所
に
つ
い
て
は
『
詩
集
解
』
原
本
を
確
認
し
て
文
字
を
改
め
た
か
、
あ
る
い
は
『
集
傳
』
に
よ
っ
て
改
め
た
か
の

い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

齊
風
「
載
驅
」
小
序

「
載
驅
」
は
、
齊
人
が
襄
公
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
。
禮
義
を
辨
え
な
い
故
に
、
そ
の
乘
る
車
、
着
る
服
を
豪
華
に
し
て
、
大
通

り
や
廣
い
都
を
疾
驅
し
、
文
姜
と
淫
ら
な
行
い
を
し
て
、
害
惡
を
萬
民
に
撒
き
散
ら
し
た
（
載
驅
、
齊
人
刺
襄
公
也
。
無
禮
義
故
、

盛
其
車
服
、
疾
驅
於
通
道
大
都
、
與
文
姜
淫
、
播
其
惡
於
萬
民
焉
）

『
段
解
』
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
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朱
曰
く
、『
春
秋
』
に
據
れ
ば
、
魯
の
莊
公
の
二
年
冬
十
二
月
、
莊
公
の
夫
人
の
文
姜
が
齊
侯
襄
公
と
禚
し
や
く

に
て
會
し
た
。
四
年

春
、
齊
侯
と
祝し
ゆ
く

丘き
ゆ
う

に
お
い
て
宴
を
開
い
た
。
五
年
、
齊
の
軍
に
赴
い
た
。
七
年
、
齊
侯
と
防ぼ
う

に
會
し
た
。
冬
、
齊
侯
と
穀こ
く

に
會

し
た
、
と
い
う
（
朱
曰
、
按
春
秋
魯
莊
公
之
二
年
冬
十
有
二
月
、
夫
人
姜
氏
會
齊
侯
于
禚0

、
四
年
春
享
齊
侯
于

0

0

0

0

0

0

0

祝
丘
。
五
年
如
齊

師
。
七
年
會
齊
侯
于
防
。
冬
會
齊
侯
于
穀
）

こ
の
注
は
『
呂
記
』
に
も
見
え
る
が
、『
呂
記
』
で
は
傍
點
を
附
し
た
「
禚
、
四
年
春
享
齊
侯
于
」
の
八
字
が
少
な
く
、
魯
莊
公
の

二
年
に
夫
人
姜
氏
が
齊
侯
と
祝
丘
に
お
い
て
會
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
左
傳
』「
莊
公
二
年
」
に
は
「
冬
十
有
二
月
、

夫
人
姜
氏
會
齊
侯
于
禚
」
と
あ
り
、「
莊
公
四
年
」
に
「
春
、
王
二
月
、
夫
人
姜
氏
享
齊
侯
于
祝
丘
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
『
呂

記
』
の
誤
脱
で
あ
る
。
一
方
、『
集
傳
』
で
は
本
詩
の
一
つ
前
の
詩
で
あ
る
「
敝
笱
」
の
詩
題
下
注
に
、

按
春
秋
魯
莊
公
二
年◇
Ａ

夫
人
姜
氏
會
齊
侯
于
禚
。
四
年◇
Ｂ

夫
人
姜
氏◇
Ｃ

享
齊
侯
于
祝
丘
。
五
年
夫
人
姜
氏◇
Ｄ

如
齊
師
。
七
年
夫
人
姜
氏◇
Ｅ

會

齊
侯
于
防
。
又◇
Ｆ

會
齊
侯
于
穀

（
◇
Ａ
二
年　
『
段
解
』
は
下
に
「
冬
十
有
二
月
」
五
字
有
り
。
◇
Ｂ
四
年　
『
段
解
』
は
下
に
「
春
」
字
有
り
。
◇
Ｃ
夫
人
姜
氏　

『
段
解
』
無
し
。
◇
Ｄ
夫
人
姜
氏　
『
段
解
』
無
し
。
◇
Ｅ
夫
人
姜
氏　
『
段
解
』
無
し
。
◇
Ｆ
又　
『
段
解
』「
冬
」
に
作
る
）

と
言
い
、
莊
公
二
年
に
夫
人
姜
氏
が
齊
侯
と
禚
に
お
い
て
會
見
し
た
こ
と
は
漏
ら
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
段
解
』
の
文
と
は
繁
簡
の

別
が
あ
る
の
で
、
段
昌
武
が
こ
れ
を
直
接
の
引
用
元
と
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。『
段
解
』
は
『
呂
記
』
の
引
用
を
『
左
傳
』
か
『
集

傳
』
に
據
っ
て
訂
正
し
た
か
、
あ
る
い
は
恐
ら
く
『
左
傳
』
か
ら
正
し
く
引
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
詩
集
解
』
原
本
に
基
づ
い
た
と
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考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
段
解
』
の
引
用
と
『
呂
記
』
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
例
の
中
に
は
、
段
昌
武
が
全
體
的
に
は
『
呂
記
』
所
引
の
朱

說
に
據
り
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
は
『
詩
集
解
』
原
本
あ
る
い
は
『
集
傳
』
と
對
校
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
に
關
連
し
て
、
⑤
に
分
類
し
た
も
の
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
こ
れ
は
、『
段
解
』
の
注
釋
の
中
に
、『
呂
記
』『
集
傳
』
そ
れ
ぞ

れ
に
對
應
す
る
部
分
が
混
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

鄘
風
「
干
旄
」
首
章

素
絲
紕
之　
　

素
絲
も
て
紕く

み
す
る
ご
と
く

良
馬
四
之　
　

良
馬　

四
つ
を
せ
ん

彼
姝
者
子　
　

彼
の
姝
た
る
子

何
以
畀
之　
　

何
を
以
っ
て
か
之
に
畀あ
た

へ
ん（

（1
（

に
つ
い
て
、『
段
解
』
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、「
四
之
」
と
は
、
馬
車
を
引
く
馬
二
頭
と
、
そ
え
う
ま
二
頭
の
こ
と
で
あ
る
。「
姝
」
と
は
美
し
い
と
い
う
意
味
で
あ

る
。「
子
」
と
は
衛
國
の
臣
下
を
指
す
。「
畀
」
と
は
與
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
曰
、
四
之
兩
服
兩
驂
。
姝
美
也
。
子
指
衛

之
臣
子
。
畀
與
也
）
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こ
の
注
の
う
ち
、「
四
之
兩
服
兩
驂
。
姝
美
也
」
と
「
畀
與
也
」
と
は
、『
集
傳
』
に
同
文
が
あ
る
が
、『
呂
記
』
所
引
朱
說
に
は
見

ら
れ
な
い
。
一
方
、
中
間
の
「
子
指
衛
之
臣
子
」
は
『
集
傳
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
當
た
る
部
分
は
、「『
子
』
と
は
〔
衛
國
の
家

臣
が
〕
見
た
相
手
〔
す
な
わ
ち
隱
遁
し
た
賢
者
〕
を
指
す
（
子
指
所
見
之
人
也（

（1
（

）」
と
別
の
文
に
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
呂
記
』

に
は
、「
朱
子
曰
」
と
し
て
、「『
彼
の
姝
た
る
子
』
と
は
、
そ
の
德
の
う
る
わ
し
き
を
言
う
。
衛
の
家
臣
を
指
す
（
彼
姝
者
子
、
言
其

德
之
美
、
指
衛
之
臣
子
）」
と
同
文
と
み
ら
れ
る
引
用
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
の
よ
う
な
關
係
で
、『
呂
記
』『
集
傳
』
い
ず
れ

か
を
主
た
る
引
用
元
に
し
た
と
も
言
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

新
說　
　
　
　
　
　
　

舊
說　
　
　

新
說

四
之
兩
服
兩
驂
。
姝
美
也
。
子
指
衛
之
臣
子
。
畀
與
也

こ
れ
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
舊
注
と
新
注
と
を
繼
ぎ
合
わ
せ
る
形
で
引
用
し
た
（
こ
の
場
合
「
新
注
」
と
は
も
ち
ろ

ん
『
集
傳
』
を
指
す
が
、「
舊
注
」
は
『
呂
記
』
か
ら
の
再
引
用
と
、『
詩
集
解
』
原
本
か
ら
の
引
用
と
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
）
可

能
性
と
、『
詩
集
解
』
原
本
を
見
て
そ
こ
か
ら
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
と
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
判
定
し
難
い
。

以
上
の
諸
例
は
、
そ
の
蓋
然
性
に
は
お
の
お
の
大
小
の
差
が
あ
る
が
、
段
昌
武
が
『
呂
記
』
を
參
考
に
し
つ
つ
も
、『
詩
集
解
』
原

本
と
對
校
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
『
詩
集
解
』
原
本
を
引
用
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
彼
の
注
釋
作
業
の
實
態
を
考
え

る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る（

（1
（

。
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4　
『
段
解
』
と
同
じ
注
釋
が
『
呂
記
』
に
は
な
く
『
集
傳
』
に
見
え
る
も
の

『
段
解
』
所
引
の
朱
熹
の
詩
說
の
う
ち
、『
呂
記
』
に
引
用
が
見
え
ず
、『
集
傳
』
に
同
文
が
見
え
る
も
の
は
三
七
五
條
、
全
体
の
三

分
の
一
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
卽
斷
で
き
な
い
こ
と
は
、
前
稿
で
說
明
し
た
と
お
り

で
あ
る（

（1
（

。『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
、
す
な
わ
ち
、『
詩
集
解
』
完
成
以
後
に
朱
熹
の
學
說
が
變
化
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
斷
言
で
き

る
の
は
、
當
該
箇
所
に
つ
い
て
、『
呂
記
』
に
「
朱
氏
曰
く
」
と
し
て
別
の
說
が
引
用
さ
れ
、
か
つ
兩
者
が
互
い
に
明
確
に
異
說
で
あ

り
、
兩
立
不
可
能
で
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
表
1
の
③
―
イ
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
條
件
に
該
當
す
る
の
は
三
七
五
條
の
う
ち
わ
ず

か
に
四
條
に
過
ぎ
な
い
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

周
南
「
關
雎
」
二
章

參
差
荇
菜　
　

參し
ん

差し

た
る
荇こ
う

菜さ
い

を

左
右
流
之　
　

左さ

右ゆ
う

に
流も
と

め
ん

に
つ
い
て
、『
段
解
』
は
「
朱
曰
く
、
水
の
流
れ
に
從
っ
て
荇
菜
を
取
る
の
で
あ
る
（
朱
曰
、
順
水
之
流
而
取
之
也
）」
と
言
う
が
、
こ

れ
は
『
集
傳
』
と
同
文
で
あ
る
。
一
方
、『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
は
朱
熹
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
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朱
氏
曰
く
、「
左
右
に
之
を
流も
と

む
」
と
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
こ
れ
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
る
（
朱
氏
曰
、
左
右
流
之
、
求
之

無
方
也
）

こ
れ
は
、
毛
傳
の
、「『
流
』
は
、
求
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
流
、
求
也
）」
と
い
う
訓
詁
を
承
け
た
も
の
で
あ
り
、「
流
れ
る
」

と
い
う
「
流
」
の
本
義（

（1
（

を
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
段
解
』
の
朱
說
で
は
、「
流
」
の
語
を
「
流
れ
に
從
っ
て
取
る
」

と
訓
じ
、「
流
」
の
本
義
を
生
か
し
た
解
釋
を
し
て
い
る
。
こ
の
點
で
『
呂
記
』
と
『
段
解
』
の
兩
朱
說
は
異
質
で
兩
立
不
可
能
で
あ

り
、
故
に
『
段
解
』
は
『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
雅
「
采
芑
」
首
章

方
叔
涖
止　
　

方
叔　

涖の
ぞ

め
り

其
車
三
千　
　

其
の
車　

三
千

［
箋
］　

方
叔
は
こ
の
三
千
乘
の
兵
車
を
視
察
し
た
と
こ
ろ
、
其
の
士
卒
は
み
な
軍
を
助
け
敵
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
。『
司
馬

法
』
に
、「
兵
車
一
乘
に
つ
き
、
甲
士
三
人
、
步
卒
七
十
二
人
」
と
あ
る（

（1
（

（
方
叔
臨
視
此
戎
車
三
千
乘
、
其
士
卒
皆
有

佐
師
扞
敵
之
用
爾
。
司
馬
法
兵
車
一
乘
、
甲
士
三
人
、
步
卒
七
十
二
人
）

『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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朱
曰
く
、「
其
の
車　

三
千
」
と
言
う
か
ら
に
は
規
定
に
基
づ
け
ば
、
兵
は
三
十
萬
の
多
き
に
上
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

兵
車
一
乘
に
つ
き
甲
士
三
人
、
步
卒
七
十
二
人
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
二
十
五
人
が
、
重
車
の
後
に
續
く
。
か
く
し
て
、
一
乘
ご

と
に
合
計
兵
百
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
朱
曰
、
其
車
三
千
法
當
用
三
十
萬
眾
。
蓋
兵
車
一
乘
、
甲
士
三
人
、
步
卒
七
十
二
人
、

又
二
十
伍
人
、
將
重
車
在
後
。
凡
百
人
也
）

こ
の
注
は
、『
集
傳
』
に
同
文
が
見
え
る
。
一
方
、『
呂
記
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、「
其
の
車　

三
千
」
と
は
、
孔
穎
達
『
正
義
』
は
鄉
遂（

（1
（

と
公
邑
の
兵
を
倂
せ
て
徵
發
し
た
の
だ
と
言
う（

（1
（

。
王
安
石

『
詩
經
新
義
』
は
、
諸
侯
の
軍
隊
を
集
合
さ
せ
た
の
だ
と
言
う（

（1
（

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
字
に
拘
っ
て
言
葉
の
意
味
を
見
失
い
、

言
葉
に
拘
っ
て
詩
の
意
味
を
見
失
う
と
い
う
過
ち
を
犯
し
て
い
る
。
詩
人
は
た
だ
軍
隊
の
盛
ん
な
様
を
言
葉
を
極
め
て
褒
め
稱
え

た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
の
が
兵
士
の
實
數
だ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
（
朱
氏
曰
、
其
車
三
千
、
孔
氏
以
爲
兼
起

鄉
遂
公
邑
之
兵
、
王
氏
謂
會
諸
侯
之
師
。
此
皆
以
文
害
辭
、
辭
害
意
之
過
。
詩
人
但
極
其
盛
而
稱
之
耳
。
其
必
實
有
此
數
哉
）

『
呂
記
』
で
は
、「
其
の
車
三
千
」
と
い
う
詩
句
を
文
字
通
り
受
け
取
っ
て
そ
れ
を
根
據
に
兵
士
の
人
數
を
算
出
す
る
こ
と
自
体
を
無

意
味
で
あ
る
と
退
け
て
い
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、『
段
解
』『
集
傳
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
兵
士
が
三
十
萬
と
算
出
す
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
兩
說
は
兩
立
不
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
段
解
』
は
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、『
集
傳
』
も
、
右
の
文
に
續
け
て
次
の
よ
う
に
言
い
、
こ
の
よ
う
な
算
出
法
に
留
保
條
件
を
つ
け
て
い
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
最
も
多
く
見
積
も
っ
た
數
を
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
實
際
の
兵
士
の
數
と
考
え
る

に
は
及
ば
な
い
（
然
此
極
盛
而
言
、
未
必
實
有
此
數
也
）

こ
れ
を
見
る
と
、
朱
氏
の
說
に
依
據
し
て
兵
士
の
實
數
を
三
十
萬
と
主
張
す
る
段
昌
武
の
說
は
、
實
は
朱
熹
の
說
か
ら
自
說
に
都
合

の
よ
い
部
分
の
み
を
切
り
出
し
て
恣
意
的
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
雅
「
公
劉
」
卒
章

篤
公
劉　
　
　

篤あ
つ

き
か
な　

公こ
う

劉り
ゆ
う

于
豳
斯
館　
　

豳
に
于
て
斯こ
こ

に
館
す

涉
渭
爲
亂　
　

渭
を
涉わ
た

り
て
亂わ
た

る
こ
と
を（

（2
（

爲
し

取
厲
取
鍛　
　

厲と
い
し

を
取
り
鍛
く
ろ
が
ね

を
取
る

に
つ
い
て
、『
段
解
』
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
本
章
は
ま
た
公
劉
が
豳
に
國
を
遷
し
た
經
緯
を
全
體
的
に
敍
述
す
る
。
彼
が
は
じ
め
て
豳
に
や
っ
て
來
た
ば
か
り
で

い
ま
だ
居
を
定
め
て
い
な
い
と
き
に
は
、
渭
水
を
渡
っ
て
木
材
を
取
り
舟
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
川
を
往
き
來
し
て
、
砥
石
や

鐵
を
採
取
し
て
宮
室
を
作
り
上
げ
た
と
言
う
（
朱
曰
、
此
章
又
總
敘
其
始
終
。
言
其
始
來
未
定
居
之
時
、
涉
渭
取
材
而
爲
舟
、
以
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來
往
取
厲
取
鍛
而
成
宮
室
）

こ
れ
は
、『
集
傳
』
と
同
文
で
あ
る
。
一
方
、『
呂
記
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
氏
曰
く
、
本
章
は
公
劉
が
豳
に
國
を
遷
し
た
經
緯
を
全
體
的
に
敍
述
す
る
。「
亂
」
と
は
流
れ
を
橫
切
っ
て
進
む
舟
の
こ
と

で
あ
る
。
渭
水
を
渡
っ
て
木
材
を
取
り
舟
を
作
り
、
そ
れ
を
使
っ
て
川
を
往
き
來
し
て
、
砥
石
や
鐵
を
採
取
し
て
作
り
上
げ
た
。

「
厲
」
と
は
砥
石
の
こ
と
、「
鍛
」
と
は
鐵
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
劉
が
豳
に
や
っ
て
來
て
居
住
し
た
ば
か
り
の
と
き
、
こ
の

よ
う
に
し
て
民
の
居
所
と
宮
室
を
作
り
上
げ
た
と
言
う
（
朱
子
曰
、
此
章
摠
敘
其
始
終
也
。
亂
舟
之
截
流
橫
渡
者
。
涉
渭
取
材
而

爲
舟
、
以
來
往
取
厲
取
鍛
而
成
。
厲
砥
石
也
。
鍛
鐵
也
。
此
言
其
始
來
居
時
、
以
此
成
民
居
及
宮
室
）

兩
說
を
比
較
す
る
と
、
舊
說
が
「
其
の
始
め
て
來
り
て
居
る
の
時
、
此
を
以
っ
て
民
の
居
及
び
宮
室
を
成
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
に

對
し
て
、
新
說
で
は
「
其
の
始
め
て
來
り
て
未
だ
居
を
定
め
ざ
る
の
時
…
…
宮
室
を
成
す
」
と
言
う
。
舊
說
が
宮
室
の
み
な
ら
ず
民
の

住
居
も
作
り
上
げ
た
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
卒
章
に
相
應
し
く
、
公
劉
が
成
し
遂
げ
た
大
事
業
で
あ
る
豳
移
住
の
過
程
全
體
を
振
り
返

っ
て
詠
っ
て
い
る
と
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て
、
新
注
で
は
ま
さ
に
豳
の
地
で
の
國
作
り
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
る

そ
の
時
點
に
視
点
を
据
え
て
、
情
景
を
詠
っ
て
い
る
と
捉
え
た
た
め
に
、
移
住
後
ま
っ
先
に
建
造
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
彼
が
考
え
る

「
宮
室
」
の
み
に
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
兩
說
で
は
、
詩
人
の
視
点
の
置
き
方
に
つ
い
て
の
解
釋
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
兩
立
不
可
能
で
あ
る
、
故
に
『
段

解
』
は
『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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大
雅
「
板
」
首
章

上
帝
板
板　
　

上
帝　

板
板
た
り

下
民
卒
癉　
　

下
民　

卒
こ
と
ご
と

く
癉や

め
り

［
傳
］　
「
板
板
」
と
は
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
板
板
反
也
）
…
…
『
呂
記
』『
集
傳
』
も
こ
の
訓
詁
に
從
う
。

に
つ
い
て
、『
段
解
』
は
、

朱
曰
く
、
世
が
亂
れ
る
の
は
人
間
の
仕
業
で
あ
る
の
に
、「
上
帝　

板
板
た
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
咎
を
歸
す
る
べ
き
相

手
が
い
な
い
か
ら
こ
う
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
曰
、
世
亂
乃
人
所
爲
、
而
曰
上
帝
板
板
者
、
無
所
歸
咎
之
辭
耳
）

と
言
う
。
こ
れ
は
『
集
傳
』
と
同
文
で
あ
る
。
一
方
、『
呂
記
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
子
曰
く
、
天
が
民
衆
み
な
を
病
み
疲
れ
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
常
の
道
理
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
が
こ
の
よ
う
に
禍
を

降
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
愼
ま
ず
に
は
お
ら
れ
よ
う
か
（
朱
氏
曰
、
天
使
下
民
皆
病
、
則
反
其
常
道
矣
。
天
降
禍
如
此
、
可
不
愼

哉
）

『
呂
記
』
所
引
朱
說
は
、
天
が
常
道
に
反
し
た
災
厄
を
降
し
た
と
解
釋
す
る
の
に
、『
段
解
』
で
は
、
人
間
の
犯
し
た
罪
で
あ
る
こ
と
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を
詩
人
は
心
得
な
が
ら
あ
え
て
假
に
天
に
責
任
を
被
せ
た
も
の
で
、
天
が
實
際
に
常
道
に
反
し
た
と
詠
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

兩
說
が
對
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、『
段
解
』
は
『
集
傳
』
に
據
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
數
こ
そ
少
な
い
け
れ
ど
も
、
右
に
擧
げ
た
『
段
解
』
所
引
朱
說
は
『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

た
め
、『
集
傳
』
の
說
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
段
昌
武
は
『
毛
詩
集
解
』
執
筆
に
當
た
っ
て
確
か

に
『
集
傳
』
を
參
考
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
詩
序
を
尊
重
す
る
學
的
立
場
に
立
つ
段
昌
武
が
、
詩
序
を
廢
し
て
解
釋

を
行
っ
た
時
期
の
朱
熹
の
說
を
も
、
自
身
の
詩
經
研
究
の
依
據
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
前
稿
で
考
察
し
た
嚴
粲
と
同
樣
、
段
昌
武

も
參
考
す
べ
き
先
行
研
究
を
選
擇
す
る
上
で
、
い
わ
ゆ
る
尊
序
派
か
反
序
派
か
を
特
別
な
基
準
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

附
1　

朱
熹
が
『
詩
集
解
』
か
ら
『
集
傳
』
へ
と
改
訂
し
て
い
っ
た
過
程
が
わ
か
る

『
段
解
』
所
引
朱
說
の
内
、
③
―
ア
に
分
類
し
た
も
の
の
中
に
、
朱
熹
の
『
集
傳
』
執
筆
作
業
の
實
際
を
伺
う
手
が
か
り
と
な
る
も

の
が
あ
る
。

小
雅
「
蓼
蕭
」
三
章

『
段
解
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。



20

朱
曰
く
、
諸
侯
が
天
子
に
朝
見
し
、
天
子
は
彼
の
た
め
に
宴
を
設
け
、
思
い
や
り
と
惠
み
の
心
を
示
し
、
そ
の
た
め
に
こ
の
詩

を
歌
っ
た
。「
兄
に
宜
し
く
弟
に
宜
し
（
宜
兄
宜
弟（

（2
（

）」
と
言
う
の
は
、〔
周
南
「
桃
夭
」
卒
章
に
〕「
其
の
家
人
に
宜
し
（
宜
其
家

人
）」
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
思
う
に
諸
侯
は
世
代
を
繼
い
で
位
に
就
く
が
、
自
分
の
兄
弟
を
疑
う
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
晉
の
〔
獻
公
の
寵
姫
驪り

姫き

の
策
謀
で
〕
群
公
子
を
養
わ
な
い
と
盟
約
を
交
わ
し
た
（『
左
傳
』「
宣
公
二
年
」）
事
件
や
、

秦
の
景
公
の
弟
、
鍼け
ん

が
罪
を
數
え
上
げ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
〔
て
晉
に
出
奔
し
〕
た
事
件
（『
左
傳
』「
昭
公
元
年
」）
の
類
で
あ
る
。

故
に
兄
弟
が
睦
み
合
っ
て
い
る
と
言
っ
て
諸
侯
を
褒
め
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
を
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
詩
で
「
既
に

見
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
宴
を
始
め
た
ば
か
り
の
時
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
「
湛
露
」
の
詩
で
「
醉
は
ざ
れ

ば
則
ち
歸
ら
じ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
思
う
に
夜
中
ま
で
飲
み
交
わ
し
た
そ
の
終
わ
り
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
（
朱
曰
、
諸①侯

朝
於
天
子
。
天
子
與
之
燕
、
以
示
慈
惠
、
故
歌
此
詩
。
宜②兄
宜
弟
、
猶
曰
宜
其
家
人
。
蓋
諸
侯
繼
世
而
立
、
多
疑
忌
其
兄
弟
、
如

晉
詛
無
畜
群
公
子
、
秦
鍼
懼
選
之
類
。
故
以
宜
其
兄
弟
美
之
、
亦
所
以
警
戒
之
也
。
此③詩
曰
、
既
見
蓋
於
其
初
燕
而
歌
之
。
後④詩

言
不
醉
則
不
歸
、
蓋
於
其
夜
飲
之
終
而
歌
之
也
）

右
の
文
章
は
『
呂
記
』
に
は
見
ら
れ
ず
、『
集
傳
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
收
載
狀
況
は
複
雑
で
あ
る
。
傍
線
①
は
本
詩

首
章
章
句
、
傍
線
②
は
三
章
注
、
傍
線
③
は
、「
此
詩
曰
」
を
「
其
曰
」
と
な
っ
て
首
章
章
句
、
④
は
「
後
詩
言
不
醉
則
不
歸
」
が

「
言
湛
湛
露
斯
、
非
日
則
不
晞
。
猶
厭
厭
夜
飲
、
不
醉
則
不
歸
」
と
な
っ
て
本
詩
の
次
に
配
さ
れ
る
「
湛
露
」
首
章
章
句
に
見
え
る
。

右
の
文
章
は
『
集
傳
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
、
段
昌
武
は
『
集
傳
』
の
複
數
の
箇
所

に
、
し
か
も
二
篇
の
詩
に
ま
た
が
っ
て
分
散
し
て
い
る
文
を
收
集
し
、
か
つ
必
要
に
應
じ
て
言
葉
を
變
え
て
一
續
き
の
文
に
仕
立
て
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
『
詩
集
解
』
原
本
か
ら
の
直
接
引
用
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の
可
能
性
の
内
、
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以
下
の
理
由
に
よ
り
、『
詩
集
解
』
の
佚
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
線
部
③
と
④
は
、「
蓼
蕭
」
と
「
湛
露
」
の
「
既
に
見
る
」（「
蓼
蕭
」
各
章
）
と
「
醉
は
ざ
れ
ば
則
ち
歸
ら
ず
」（「
湛
露
」
首
章
。

た
だ
し
實
際
に
は
「
則
」
の
字
は
な
い
）
と
い
う
表
現
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
詩
の
間
に
時
間
的
前
後
關
係
を
見
出
し
、
一

連
の
詩
と
し
て
關
連
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
傳
箋
正
義
・
王
安
石
『
詩
經
新
義
』・
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
で
は
二
詩
の
時
間
的
關
連
に
つ

い
て
の
言
及
は
な
く（

（2
（

、
二
詩
を
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
緊
密
な
關
係
を
持
ち
つ
つ
詠
わ
れ
た
連
作
詩
と
明
確
に
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
、

朱
說
は
早
い
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

時
間
的
な
側
面
以
外
で
も
朱
熹
が
こ
の
二
詩
を
一
體
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。「
蓼
蕭
」
の
「
既
に
君
子

を
見
る
」
の
「
君
子
」
に
つ
い
て
、『
集
傳
』
は
「『
君
子
』
と
は
諸
侯
を
指
す
（
君
子
指
諸
侯
也
）」
と
言
う
。「
湛
露
」
三
章
に
も

「
顯あ
き
ら

か
に
允ま
こ
と

あ
る
か
な
君
子
、
德
を
令よ

く
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
莫
し
（
顯
允
君
子
、
莫
不
令
德
）」
の
句
に
つ
い
て
『
集
傳
』
は

「『
君
子
』
と
は
諸
侯
で
賓
客
と
な
っ
て
い
る
者
を
指
す
（
君
子
指
諸
侯
爲
賓
者
也
）」
と
言
う（

（2
（

。
つ
ま
り
、
朱
熹
は
二
詩
は
、
同
一
の

視
点
、
す
な
わ
ち
も
て
な
す
天
子
か
ら
賓
客
と
し
て
招
か
れ
た
諸
侯
に
向
け
て
詠
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
右
の
「
諸
侯　

天
子

に
朝
し
、
天
子　

之
が
與た
め

に
燕
し
て
、
以
っ
て
慈
惠
を
示
し
、
故
に
此
の
詩
を
歌
ふ
」
と
い
う
文
は
、
こ
の
見
方
を
端
的
に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
朱
熹
以
前
の
注
釋
者
は
お
お
む
ね
「
蓼
蕭
」
の
「
君
子
」
は
「
天
子
」
を
指
す
と
と
っ
て
い
た
。『
鄭
箋
』
に
は
、

「『
既
に
君
子
に
見
ゆ
』
と
は
、
遠
國
の
君
主
が
天
子
に
朝
見
し
た
の
で
あ
る
（
既
見
君
子
者
、
遠
國
之
君
朝
見
於
天
子
也
）」
と
言
い
、

『
正
義
』
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
落
ち
着
く
場
所
を
得
た
者
は
か
の
四
方
の
異
民
族
の
主
君
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
喩
え
る
…
…
四
海
の
諸
侯
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は
國
々
の
君
主
の
中
の
賤
し
い
者
た
ち
で
あ
る
が
、
王
は
彼
ら
が
微
賤
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
惠
み
を
及
ぼ
さ
な
い
と
言
う
こ
と

は
な
か
っ
た
。
遠
つ
國
々
も
王
の
恩
澤
を
受
け
て
、
朝
見
の
た
め
や
っ
て
來
て
、
自
ら
「
私
は
君
主
の
中
の
王
者
に
朝
見
す
る
こ

と
が
叶
っ
た
」
と
言
い
…
…
（
以
興
得
所
者
、
彼
四
夷
之
君
…
…
喻
四
海
諸
侯
乃
國
君
之
賤
者
、
王
不
以
其
賤
微
而
不
及
也
。
遠

國
既
蒙
王
澤
、
乃
來
朝
見
、
自
言
己
既
得
朝
見
君
子
之
王
者
…
…
）

と
言
い
、
異
民
族
の
酋
長
ま
で
含
ん
だ
賓
客
群
が
周
の
天
子
に
謁
見
し
た
喜
び
を
詠
っ
た
も
の
と
考
え
る（

（2
（

。
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
も
、

「
だ
か
ら
諸
侯
が
天
子
に
ま
み
え
る
と
（
故
其
見
天
子
也
）」
と
言
い
、
主
體
を
諸
侯
と
考
え
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
朱
熹
以
前
の
學
者
は
、「
蓼
蕭
」
と
「
湛
露
」
で
は
「
君
子
」
の
指
す
對
象
が
異
な
る
、
言
い
換
え
れ
ば
詩
の
歌
い

手
が
異
な
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
的
關
係
に
お
い
て
も
、
歌
い
手
の
視
点
に
お
い
て
も
二
詩
を
緊
密
な
關
係
の
も
と

に
捉
え
る
の
は
、
朱
熹
の
創
見
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
朱
熹
が
自
分
の
創
見
を
世
に
問
う
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
書

い
た
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
說
が
分
散
さ
れ
た
狀
態
で
示
さ
れ
る
『
集
傳
』
で
は
論
旨
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、『
段
解
』
の
右
の
引
用
は
朱
熹
が
自
分
の
創
見
を
明
確
な
形
で
提
示
し
た
元
の
姿
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
『
詩
集
解
』
の
佚
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
集
傳
』
は
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、
注
釋
の
體
例
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
く

な
る
よ
う
に
編
集
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
本
例
は
朱
熹
が
『
詩
集
解
』
の
段
階
で
す
で
に
「
小
序
」
に
反
對
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
例
と
な

る
。「
蓼
蕭
」
序
が
「『
蓼
蕭
』
は
、
恩
澤
が
四
海
に
及
ん
だ
こ
と
を
詠
う
詩
で
あ
る
（
蓼
蕭
、
澤
及
四
海
也
）」
と
言
い
、「『
湛
露
』

は
、
天
子
が
諸
侯
を
も
て
な
す
詩
で
あ
る
（
湛
露
、
天
子
燕
諸
侯
也
）」
と
い
う
「
湛
露
」
の
小
序
と
は
相
異
な
る
規
定
を
し
て
い
る

の
を
批
判
し
た
「
詩
序
辨
說（

（2
（

」
の
、
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小
序
は
、
こ
れ
が
諸
侯
を
も
て
な
す
た
め
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
每
章
に
「
蓼
た
る
彼
の
蕭
は
、

零
露
湑し
よ

た
り
」「
零
露
瀼じ
よ
う

瀼じ
よ
う

た
り
」「
零
露
泥で
い

泥で
い

た
り
」「
零
露
濃じ
よ
う

濃じ
よ
う

た
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
目
を
付
け
て
、
そ
れ
で
本

詩
が
天
子
の
恩
澤
を
世
界
全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
誤
り
は
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」
と
同

じ
で
あ
る（

（2
（

。
獨
り
よ
が
り
の
說
が
淺
は
か
で
で
た
ら
め
で
あ
る
の
は
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る
（
序
不
知
此
爲
燕
諸
侯
之
詩
、
但
見

零
露
之
云
、
即
以
爲
澤
及
四
海
、
其
失
與
野
有
蔓
草
同
。
臆
說
淺
妄
類
如
此
云
）

に
見
え
る
解
釋
と
『
段
解
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
說
と
は
、
天
子
が
諸
侯
を
も
て
な
す
詩
と
捉
え
る
點
で
同
說
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
例
は
、

小
序
に
對
す
る
朱
熹
の
學
的
態
度
の
變
遷
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
な
る
。

附
2　

二
種
類
の
朱
熹
詩
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る

『
段
解
』
の
中
に
は
、
内
容
的
に
重
複
の
多
い
二
種
類
の
朱
熹
詩
説
を
引
用
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
來
源
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
例
と
な
っ
て
い
る
。

召
南
「
野
有
死
麕
」
卒
章

舒
而
脫
脫
兮　
　

舒お
も
む

ろ
に
し
て
脫
脫
た
れ

無
感
我
帨
兮　
　

我
が
帨
を
感う
ご

か
す
こ
と
無
か
れ
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無
使
尨
也
吠　
　

尨い
ぬ

を
し
て
吠
え
使
む
る
こ
と
無
か
れ

『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
こ
れ
は
女
子
が
男
性
の
無
禮
な
振
る
舞
い
を
憎
む
言
葉
で
あ
る
。「
あ
な
た
は
し
ば
ら
く
ゆ
っ
く
り
と
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
私
の
腰
に
下
げ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
い
た
ず
ら
に
搖
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
私
の
飼
い
犬
を
い
た
ず
ら
に
驚
か
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
言
う
の
は
、
自
分
の
心
が
動
か
ず
、
相
手
に
そ
の
身
を
許
し
な
ど
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
曰
、

此
述
女
子
惡
無
禮
之
辭
。
言
女
姑
舒
徐
、
毋
徒
動
我
之
帨
、
毋
徒
驚
我
之
犬
。
示
己
心
不
動
、
必
不
許
也
）

［
雙
行
注
］
朱
曰
く
、「
我
の
帨
を
動
か
す
こ
と
毋
か
れ
、
我
の
犬
を
驚
か
す
こ
と
毋
か
れ
」
と
言
う
の
は
、
相
手
の
男
性
が
私
に

手
出
し
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
極
端
な
例
を
擧
げ
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
の
凜
然
と
し
て
犯
す
べ

か
ら
ざ
る
心
が
、
自
ず
か
ら
詩
句
の
背
後
か
ら
現
れ
出
で
て
い
る
（
朱
曰
、
毋
動
我
之
帨
、
毋
驚
我
之
犬
、
以
甚
言
其
不
能

相
及
也
。
其
凜
然
不
可
犯
之
意
、
蓋
自
可
以
見
於
不
言
之
表
矣
）

本
例
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
單
行
注（

（2
（

と
雙
行
注
の
兩
方
に
朱
熹
の
詩
說
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
雙
方

の
注
の
解
釋
に
は
目
立
っ
た
相
異
點
も
見
ら
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
種
の
朱
說
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
つ
が
異

な
る
來
源
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

右
の
注
は
『
呂
記
』
に
は
引
か
れ
な
い
。『
集
傳
』
の
當
該
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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此
章
乃
述
女
子
拒
之
之
辭
。
言
姑
徐
徐
而
來
、
毋
動
我
之
帨
、
毋
驚
我
之
犬
、
以
甚
言
其
不
能
相
及
也
。
其
凜
然
不
可
犯
之
意
、

蓋
可
見
也
。

こ
れ
を
見
る
と
、「
蓋
し
自
か
ら
以
っ
て
言
は
ざ
る
の
表
に
見
ゆ
べ
し
」
が
「
蓋
し
見
ゆ
べ
き
な
り
」
と
簡
略
に
な
っ
て
い
る
の
を

除
け
ば
同
文
で
あ
る
の
で
、『
段
解
』
雙
行
注
は
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
こ

れ
と
兩
立
不
可
能
な
說
が
『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
基
準
に
從
い
表
の
中
で
は
③
―
ア
に
分
類
し
た
）。
と
言
う
こ

と
は
、
單
行
注
の
方
は
そ
れ
と
は
異
な
る
來
源
、
す
な
わ
ち
『
詩
集
解
』
佚
文
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
見
し
て
趣
旨
に
相
違
の
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
注
を
、
な
ぜ
段
昌
武
が
二
種
類
と
も
引
用
し
た
の
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
7
節
第
4
項
に
考
察
す
る
。

5　
『
段
解
』
所
引
『
詩
集
解
』
佚
文
か
ら
見
え
て
く
る
も
の　

そ
の
一	

　
　
　
　
　
　
　

―
朱
熹
の
詩
經
學
と
詩
說
の
形
成
過
程

―

表
1
の
④
、『
呂
記
』『
集
傳
』
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
、
い
ず
れ
と
も
異
な
る
朱
說
の
引
用
は
、
段
昌
武
が
實
見
し
抽
出
し
た

『
詩
集
解
』
佚
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
當
た
る
も
の
は
一
一
三
例
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が
朱
熹
の
詩
經
學
の
實
相
を
考
察

す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
節
な
ら
び
に
次
節
で
は
、
主
に
二
つ
の
側
面
か
ら
そ
の
價
値
を
具
體

例
に
則
し
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、『
段
解
』
所
引
『
詩
集
解
』
佚
文
の
中
に
は
、『
詩
集
解
』
と
『
集
傳
』
と
い
う
二
つ
の
里
程
標
に
代
表
さ
れ
る
朱
熹
の
長
年

に
わ
た
る
詩
經
研
究
の
歩
み
の
中
で
、
詩
經
、
お
よ
び
詩
經
學
に
對
す
る
認
識
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
な
ぜ
ど
の
よ
う
な
紆
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余
曲
折
を
辿
っ
て
說
に
變
化
が
起
こ
っ
た
か
を
考
え
る
た
め
の
よ
い
資
料
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
に
、
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
視
點

を
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
朱
熹
の
詩
說
の
變
化
を
彼
の
思
考
の
軌
跡
を
辿
り
つ
つ
知
る
こ
と
が
で
き
る

大
雅
「
桑
柔
」
首
章

鬱
彼
桑
柔　
　

鬱
た
る
彼
の
桑
柔
あ
り

其
下
侯
旬　
　

其
の
下　

侯こ
れ

れ
旬ひ
と

し

捋
采
其
劉　
　

捋と

り
采と

る
と
き
其
れ
劉
た
り

倉
兄
塡
矣　
　

倉ほ
ろ

ぶ
る
こ
と
兄し
げ

く
し
て
塡ひ
さ

し
（
倉そ
う

兄き
ょ
う

と
し
て
塡や

む（
（2
（

）

［
傳
］「
倉
」
と
は
「
喪ほ
ろ

ぶ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
兄
」
と
は
「
滋し
げ

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
塡
」
と
は
「
久
し
い
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
（
倉
、
喪
也
。
兄
、
滋
也
。
塡
、
久
也
）

『
段
解
』
に
、「
朱
曰
く
、『
塡
』
は
、
病
む
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
曰
、
塡
、
病
也
）」
と
言
う
。
一
方
、『
集
傳
』
は
次
の
よ
う

に
、「
或
い
は
疑
ふ
ら
く
は
…
…
」
と
い
う
語
を
用
い
て
二
つ
の
說
を
併
記
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
塡
』
の
意
味
は
未
詳
で
あ
る
。
舊
說
で
は
「
塵
」「
陳
」
と
同
じ
意
味（

（3
（

で
、
要
す
る
に
「
久
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
と
す
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る
。
或
い
は
「
瘨
」
の
字
と
同
義
で
は
な
い
か
と
い
う
者
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、「
病
む
」
と
い
う
意
味
に
と
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
大
雅
「
召
旻
」
の
中
で
は
、
こ
の
「
塡
」
と
「
瘨
」
と
が
兩
方
現
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
お
そ
ら
く
は
違
う
の
で
あ

ろ
う
。
今
は
未
詳
と
す
る
（
塡
未
詳
。
舊
說
與
塵
陳
同
、
蓋
言
久
也
。
或
疑
與
瘨
字
同
。
爲
病
之
義
。
但
召
旻
篇
内
二
字
並
出
、

又
恐
未
然
。
今
闕
之
。）

『
集
傳
』
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
二
說
の
内
、
後
者
は
『
段
解
』
で
朱
說
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
當
た
る
。
こ
れ
か
ら
考
え

る
と
、
朱
熹
は
『
詩
集
解
』
を
著
し
て
以
後
、
そ
こ
で
示
し
た
解
釋
を
再
檢
討
し
た
結
果
、
合
理
性
に
缺
け
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
き
取

り
下
げ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
舊
說
の
用
例
上
の
弱
點
と
し
て
擧
げ
た
の
は
、
大
雅
「
召
旻
」
の
首
章
と
三
章
で
あ
る
。

天
篤
降
喪　
　

天　

篤あ
つ

く
喪
を
降
し

瘨0

我
饑
饉　
　

我
を
饑
饉
に
瘨や

ま（
（3
（

し
め

民
卒
流
亡　
　

民　

卒
こ
と
ご
と

く
流
亡
す�

〔
首
章
〕

兢
兢
業
業　
　

兢
兢
業
業

孔
塡0

不
寧　
　

孔は
な
は

だ
塡ひ
さ

し
く
寧や
す

ら
か
な
ら
ず�

〔
三
章
〕

�

…
…
訓
讀
は
『
集
傳
』
に
據
っ
た

同
じ
詩
の
中
に
、「
瘨
」「
塡
」
の
二
字
が
現
れ
て
い
る
以
上
、「
塡
」
は
「
瘨
」
の
通
假
字
で
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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朱
熹
が
、
異
な
る
詩
の
、
し
か
も
詩
句
の
形
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
相
似
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
用
例
を
根
據
に
、
字
義
の
妥
當

性
を
測
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
『
詩
經
』
全
體
で
「
一
訓
を
貫
く
」
こ
と
を
字
義
考
証
の
方
針
と
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
、
彼
の
研

究
の
具
體
的
な
方
法
論
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
召
旻
」
は
、
さ
ら
に
興
味
深
い
例
を
提
供
し
て
い
る
。
三
章
の
「
塡
」
の
字
に
對
し
て
『
集
傳
』
は
「
塡
、
久
也
」
と
い
う
訓
詁

を
付
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
兢
兢
業
業
、
孔
塡
不
寧
」
の
二
句
の
意
味
を
解
說
し
て
は
、「〔
小
人
が
私
に
對
し
て
行
う
讒
言
を
王

が
信
じ
て
疑
わ
な
い
の
で
私
は
〕
警
戒
し
恐
懼
す
る
あ
ま
り
に
ほ
と
ほ
と
病
み
疲
れ
て
安
ら
か
に
日
を
送
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
（
至
於
戒
敬
恐
懼
甚
病
而
不
寧
者
）」
と
言
う
。
字
義
の
訓
詁
で
は
「
久
」
の
意
と
す
る
の
に
、
詩
句
の
解
釋
で
は
「
病
」
の
意
で

と
っ
て
お
り
食
い
違
っ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
の
『
段
解
』
を
見
る
と
、「
桑
柔
」
と
同
じ
く
「
朱
曰
く
、『
塡
』
は
、「
病
む
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
朱
曰
、
塡
、
病

也
）」
と
い
う
引
用
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
朱
熹
は
舊
說
に
お
い
て
も
『
詩
經
』
全
体
で
一
訓
を
貫
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
後
に
こ
の
ま
ま
で
は
同
じ
「
召
旻
」
詩
の
中
で
用
字
が
一
貫
し
な
く
な
る
こ
と
に
氣
づ
き
、
說
を
改
め
よ
う
と
し
た
が
、
結
果
的

に
は
最
終
的
な
解
決
案
に
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
來
な
ら
ば
「
召
旻
」
に
お
い
て
も
「
桑
柔
」
と
同
じ
く
「
今
闕

之
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
舊
說
が
殘
留
し
て
し
ま
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
朱
熹
は
舊
說
の
段
階
で
す
で
に
、「
塡
」
の
意
味
を
考
え
る
時
に
『
詩
經
』
全
體
で
で
き
る
限
り
一
訓

を
守
れ
る
よ
う
、
他
の
詩
の
用
例
に
注
意
し
な
が
ら
字
義
を
定
め
て
い
っ
た
。
そ
の
後
に
、
一
篇
の
詩
の
中
の
用
字
の
一
貫
性
に
配
慮

し
つ
つ
字
義
を
再
檢
討
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。『
集
傳
』
の
注
釋
に
『
段
解
』
に
引
用
さ
れ
た
舊
說
を
併
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

朱
熹
の
思
考
の
軌
跡
を
辿
り
つ
つ
そ
の
學
說
の
變
化
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
興
味
深
い（

（3
（

。
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（
2
）
王
安
石
詩
經
學
と
の
關
連

小
雅
「
蓼
蕭
」
四
章

既
見
君
子　
　

既
に
君
子
を
見
れ
ば

鞗
革
沖
沖　
　

鞗
じ
よ
う

革か
く　

沖ち
ゆ
う

沖ち
ゆ
う

た
り

和
鸞
雝
雝　
　

和わ

鸞ら
ん　

雝よ
う

雝よ
う

た
り

萬
福
攸
同　
　

萬
福　

同
じ
く
す
る
攸と
こ
ろ

な
り

［
傳
］「
鞗
」
は
た
ず
な
で
あ
る
。「
革
」
は
た
ず
な
の
端
で
あ
る
。「
沖
沖
」
と
は
飾
り
を
垂
ら
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
車
の
前

の
横
木
に
吊
さ
れ
た
鈴
を
「
和
」
と
言
う
。
く
つ
わ
か
ら
垂
ら
さ
れ
た
鈴
を
「
鸞
」
と
言
う
（
鞗
轡
也
。
革
轡
首
也
。
沖
沖

垂
飾
貌
。
在
軾
曰
和
。
在
鑣
曰
鸞
）

こ
れ
に
つ
い
て
、『
集
傳
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
和
」
も
「
鸞
」
も
…
…
い
ず
れ
も
諸
侯
の
馬
車
の
飾
り
で
あ
る
。
小
雅
「
庭
燎
」
で
も
、
天
子
が
諸
侯
を
見
て
彼
ら
の
馬
車

の
「
鸞
」
と
「
旂
」
の
美
し
さ
を
稱
え
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
本
詩
と
同
じ
類
い
で
あ
る
（
和
鸞
…
…
皆
諸
侯
車
馬
之
飾
也
。
庭

燎
亦
以
君
子
目
諸
侯
而
稱
其
鸞
旂
之
美
、
正
此
類
）
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一
方
、『
段
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
な
お
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
朱
說
は
『
呂
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

王
曰
く
、
馬
車
に
乘
〔
っ
て
諸
侯
を
迎
え
〕
る
の
は
、
天
子
が
諸
侯
に
好
意
を
表
す
手
段
で
あ
る（

（3
（

。
馬
車
に
は
鞗
・
革
・
和
・

鸞
が
付
き
も
の
で
あ
る
（
王
曰
、
乘
馬
路
車
、
天
子
所
以
好
諸
侯
也
。
有
車
馬
則
有
鞗
革
和
鸞
矣
）

［
雙
行
注
］
朱
曰
く
、
こ
れ
は
た
だ
諸
侯
の
乘
る
車
の
飾
り
を
歌
っ
た
だ
け
で
、
小
雅
「
庭
燎
」
で
、〔「
鸞
聲
將
將
」（
首
章
）・

「
鸞
聲
噦
噦
」（
二
章
）、「
言こ
こ

に
其
の
旂
を
觀
る
（
言
觀
其
旂
）」（
卒
章
）
と
、
朝
見
に
や
っ
て
き
た
諸
侯
た
ち
の
車
の
〕「
鸞
」

と
「
旂
」
と
を
稱
え
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
（
朱
曰
、
此
但
言
諸
侯
車
之
飾
、
如
庭
燎
之
稱
其
鸞
旂
）

『
段
解
』
雙
行
注
に
「
此
れ
但
だ
言
う
」
と
言
っ
て
示
さ
れ
た
朱
說
は
、
詩
が
天
子
の
乘
る
馬
車
を
歌
っ
て
い
る
と
解
釋
す
る
王
說

に
反
論
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
我
々
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
熹
の
注
釋
が
も
と
も
と
王
安
石
『
新
義
』
を
標
的
に
し

て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
こ
か
ら
、『
詩
集
解
』
は
先
行
學
說
を
俎
上
に
擧
げ
そ
れ
に
對
し
て
議
論
を
す

る
と
い
う
體
例
を
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
で
き
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
新
注
は
淡
々
と
し
た
語
釋
と
な
っ
て
い
て

語
勢
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
段
解
』
所
引
朱
說
は
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、『
詩
集
解
』
佚
文
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。

邶
風
「
柏
舟
」
四
章

憂
心
悄
悄
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慍
于
群
小

［
傳
］「
慍
」
は
、
怒
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
慍
、
怒
也
）

「
群
小
」
に
つ
い
て
『
集
傳
』
は
、「『
群
小
』
と
は
、
多
く
の
妾
達
で
あ
る
。
多
く
の
妾
達
の
怒
り
を
受
け
た
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
（
群
小
、
衆
妾
也
。
言
見
怒
於
衆
妾
也
）」
と
說
明
し
た
後
、
言
葉
を
續
け
て
、

今
、
本
詩
の
言
葉
の
雰
圍
氣
を
見
る
と
へ
り
く
だ
っ
て
素
直
で
柔
ら
か
で
弱
々
し
い
。
し
か
も
變
風
の
始
め
に
置
か
れ
て
以
下

の
詩
篇
と
口
振
り
が
相
似
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
衛
の
莊
公
の
夫
人
で
夫
に
疎
ま
れ
不
幸
な
人
生
を
送
っ
た
〕
莊
姜
の
詩
で
あ
ろ
う

か
（
今
考
其
辭
氣
、
卑
順
柔
弱
、
且
居
變
風
之
首
而
與
下
篇
相
類
、
豈
亦
莊
姜
之
詩
也
歟
）

と
言
い
、
本
詩
が
女
性
の
詩
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

一
方
、『
段
解
』
は
、「
朱
曰
く
、『
群
小
に
慍
ら
る
』
と
い
う
の
は
、
群
小
の
怒
り
を
受
け
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
朱
曰
、

慍
于
群
小
、
言
見
怒
于
群
小
也
）」
と
言
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
「
群
小
」
と
は
誰
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
の
か
判
然
と
は
し
な
い
が
、

『
段
解
』
に
は
、
王
安
石
『
詩
經
新
義
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

王
曰
く
、
國
が
亂
れ
て
君
主
が
暗
愚
で
あ
る
と
、
小
人
が
多
く
集
ま
り
君
子
は
孤
立
す
る
。
君
子
は
憂
え
小
人
は
楽
し
む
。
君

子
が
憂
え
る
の
は
國
家
を
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
國
家
を
憂
え
る
と
い
う
の
は
小
人
と
生
き
方
を
異
に
す
る
の
で
、
そ
れ
で
小

人
に
憎
ま
れ
る
の
は
、
理
の
當
然
で
あ
る
。
小
人
は
志
を
得
れ
ば
、
す
ぐ
に
君
主
に
讒
訴
を
す
る
の
で
君
子
は
病
み
疲
れ
る
。
君
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子
は
病
み
疲
れ
て
、
ま
た
そ
れ
で
悔
ら
れ
る
（
王
曰
、
國
亂
而
君
昏
則
小
人
衆
而
君
子
獨
。
君
子
憂
而
小
人
樂
、
君
子
之
憂
者
憂

其
國
而
已
。
憂
其
國
則
與
小
人
異
趨
、
其
爲
小
人
所
慍
、
固
其
理
也
。
小
人
得
志
則
爲
讒
誣
以
病
君
子
。
君
子
既
病
矣
、
則
又
從

而
侮
之
）

［
双
行
注
］
朱
曰
く
、
こ
れ
を
見
る
と
、
小
人
の
生
態
を
つ
ぶ
さ
に
描
き
盡
く
し
て
い
る
（
朱
曰
、
觀
此
可
以
曲
盡
小
人
之
情
態（

（3
（

）

王
安
石
が
本
詩
を
男
性
の
詩
と
し
て
い
る
の
は
、
本
詩
の
小
序
、

「
柏
舟
」
は
、
仁
で
あ
り
な
が
ら
不
遇
を
託
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
う
詩
で
あ
る
。
衛
の
頃
公
の
時
、
仁
な
る
臣
下
が
不
遇
を
託

ち
、
小
人
が
君
側
に
侍
っ
て
い
た
（
柏
舟
、
言
仁
而
不
遇
也
。
衛
頃
公
之
時
仁
人
不
遇
、
小
人
在
側
）

の
說
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
王
安
石
の
詩
說
の
引
用
に
續
く
雙
行
注
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
言
葉
遣
い
か
ら
考
え
る
と
、
朱
氏
の
言

葉
は
王
安
石
の
詩
說
に
對
す
る
評
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
だ
と
す
る
と
、
朱
熹
も
王
安
石
と
同
じ
く
本
詩
を
男
性
の
詩
と
と
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
本
例
は
、
朱
熹
が
『
詩
集
解
』
か
ら
『
集
傳
』
へ
の
間
で
、
本
詩
の
主
人
公
の
性
別
に
對
す
る
解
釋
を
變
化

さ
せ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。『
集
傳
』
で
「
今
其
の
辭
氣
を
考
ふ
る
に
、
卑
順
柔
弱
に
し
て
」
と
詩
句
の
與
え
る
印
象
を
根
據
に
し

て
女
性
の
詩
だ
と
し
て
い
る
た
め
に
、
と
も
す
れ
ば
朱
熹
に
と
っ
て
本
詩
が
女
性
の
詩
で
あ
る
の
は
は
じ
め
か
ら
自
明
だ
っ
た
よ
う
に

錯
覺
し
て
し
ま
う
が
、『
小
序
』
を
尊
重
し
て
い
た
時
代
の
朱
熹
は
本
詩
を
男
性
の
詠
っ
た
詩
だ
と
讀
み
取
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

本
詩
が
は
た
し
て
男
女
い
ず
れ
の
詩
な
の
か
は
し
ば
ら
く
論
じ
な
い
と
し
て
、
朱
熹
個
人
に
と
っ
て
言
え
ば
、
小
序
を
解
釋
の
發
想
の

起
點
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
の
性
別
を
も
讀
み
誤
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
強
力
な
拘
束
力
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
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あ
る
い
は
、
別
の
見
方
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
詩
篇
を
解
釋
す
る
時
、
朱
熹
は
『
集
傳
』
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
詩
句
の
發

す
る
語
氣
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
朱
熹
が
語
氣
か
ら
讀
み
取
っ
た
詩
の
姿
と
は
一

定
不
變
の
も
の
で
は
な
く
、
彼
の
そ
の
時
々
の
學
術
的
背
景
に
よ
っ
て
大
き
く
姿
を
變
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朱
熹
が
「
其
の
辭
氣
を
考
ふ
る
に
」
と
あ
た
か
も
文
學
的
感
性
を
働
か
せ
て
下
し
た
斷
案
と
見
え
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
裏
に
い
か
な
る
學
的
文
脈
が
存
在
し
て
い
た
か
を
、
常
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
句
の
解
釋
に
つ
い
て
は
な
お
興
味
深
い
點
が
あ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、『
正
義
』
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

仁
人
が
心
に
深
く
憂
え
、
こ
れ
ら
の
群
れ
な
す
小
人
ど
も
が
君
側
で
の
さ
ば
っ
て
い
る
こ
と
を
怨
ん
で
い
る
と
言
う
（
言
仁
人

憂
心
悄
悄
然
、
而
怨
此
群
小
人
在
於
君
側
者
也
）

こ
れ
を
見
る
と
、『
正
義
』
は
怒
っ
て
い
る
の
は
詩
の
主
人
公
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
。
こ
れ
を
群
小
が
怒
っ
て
い
る
と
解
し
た

の
は
歐
陽
脩
『
詩
本
義（

（3
（

』
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
、
仁
人
が
群
小
に
憎
ま
れ
た
が
た
め
に
常
に
禍
を
恐
れ
て
心
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄭
玄
の
言
う
よ
う（

（3
（

に
「
德

が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
不
遇
を
託
っ
て
い
る
の
で
怒
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
う
な
ら
ば
、
仁
人
が
群
小
を
怒
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
詩
句
の
言
わ
ん
と
す
る
所
か
ら
考
え
れ
ば
、
群
小
が
仁
人
を
怒
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
（
本
謂
仁
人

爲
群
小
所
怒
、
故
常
懼
禍
而
憂
心
焉
。
如
鄭
氏
云
、
德
備
而
不
遇
、
所
以
慍
者
、
則
是
仁
人
慍
群
小
爾
。
以
文
理
考
之
、
當
是
群

小
慍
仁
人
也
）
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こ
れ
を
見
る
と
、
漢
唐
詩
經
學
で
は
、
詩
の
主
人
公
で
あ
る
仁
人
が
群
小
を
怒
る
と
解
し
て
い
た
の
だ
が
、
歐
陽
脩
が
主
體
と
客
體

を
轉
換
し
て
、
群
小
が
仁
人
を
怒
る
と
解
釋
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
は
、
自
己
の
不
遇
に
對
す
る
憤
懣
を
表
現
す

る
の
が
仁
人
ら
し
く
な
い
と
い
う
判
斷
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
安
石
は
歐
陽
脩
の
解
釋
を
繼
承
し
、
朱
熹
も
當
初
は
そ
れ

を
踏
襲
し
た
が
、
後
に
本
詩
を
女
性
の
詩
と
解
釋
し
直
し
た
、
た
だ
し
、「
怒
る
」
主
體
に
つ
い
て
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
歐
陽
脩

―
王
安
石
の
說
を
踏
襲
し
、
主
人
公
が
相
手
の
怒
り
を
受
け
る
と
解
釋
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
宋
代
詩
經
學
に
お
け

る
說
の
繼
承
と
改
變
の
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。

王
安
石
『
詩
經
新
義
』
は
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
學
術
的
・
政
治
的
に
巨
大
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
著
述
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
後
に
亡
佚
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
が
當
時
の
詩
經
學
に
具
體
的
に
與
え
た

影
響
も
知
る
手
掛
か
り
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、『
正
義
』
の
後
に
國
家
公
認
の
詩
經
解
釋
と
な
っ
た
『
新
義
』
と

『
集
傳
』
と
の
學
的
關
係
、
す
な
わ
ち
朱
熹
は
王
安
石
の
詩
經
學
の
何
を
受
け
繼
ぎ
何
に
反
撥
し
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
詩
經
學

史
の
學
術
的
發
展
の
實
態
を
知
る
た
め
に
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
王
安
石
の
學
說
に
對
す
る
朱
熹
の
反
應
を

今
に
傳
え
る
本
小
節
の
例
は
貴
重
な
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

6　
『
段
解
』
所
引
『
詩
集
解
』
佚
文
か
ら
見
え
て
く
る
も
の　

そ
の
二	

　
　
　
　
　
　
　

―
朱
熹
の
詩
經
に
對
す
る
認
識
の
變
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

―

『
段
解
』
に
引
用
さ
れ
た
『
詩
集
解
』
の
佚
文
に
は
、
朱
熹
の
詩
經
お
よ
び
詩
經
學
に
對
す
る
認
識
に
い
か
な
る
變
化
が
起
こ
っ
た

か
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
當
た
る
例
を
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
見
て
い
こ
う
。
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（
1
）
泛
言
說
か
ら
歷
史
的
觀
點
に
立
っ
た
說
へ（

（4
（

召
南
「
鵲
巢
」
序

「
鵲
巢
」
は
、
夫
人
の
德
を
詠
っ
た
詩
で
あ
る
。
國
君
が
行
い
を
積
み
上
げ
功
を
累
ね
、
そ
う
し
て
爵
位
を
與
え
ら
れ
る
ま
で

に
な
る
。
夫
人
は
實
家
か
ら
嫁
ぎ
婚
家
に
居
住
し
家
を
維
持
す
る
。
そ
の
德
が
ま
る
で
外
か
ら
や
っ
て
來
て
巢
に
住
み
着
く
鳲
鳩

の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
夫
人
と
し
て
娶
る
に
相
應
し
い
（
鵲
巢
夫
人
之
德
也
。
國
君
積
行
累
功
、
以
致
爵
位
。
夫
人
起
家
而
居

有
之
。
德
如
鳲
鳩
、
乃
可
以
配
）

『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
文
王
の
時
、「
關
雎
」「
麟
趾
」
の
德
に
よ
る
教
化
が
國
内
に
行
わ
れ
、
諸
侯
は
そ
の
教
化
の
お
か
げ
を
被
り
、
そ
の

道
德
を
ま
ず
自
分
の
家
人
に
對
し
て
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
夫
人
は
こ
の
よ
う
な
德
を
身
に
つ
け
た
。
當
時
の
人
々
は
詩
に
詠
っ

て
そ
の
こ
と
を
襃
め
稱
え
た
。
必
ず
や
特
定
の
個
人
を
歌
う
對
象
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
周
公
は
本

詩
を
人
々
の
規
範
と
し
て
採
用
し
、
夫
人
た
る
も
の
そ
の
德
は
み
な
か
く
の
ご
と
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

で
あ
る
か
ら
は
、
本
詩
に
込
め
ら
れ
た
意
義
は
、
そ
こ
で
指
定
さ
れ
た
人
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
小
序

は
わ
ざ
わ
ざ
「
夫
人
の
德
」
と
斷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
の
詩
で
「
大
夫
の
妻
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
も
み
な
こ
れ
に
倣
う

（
朱
曰
、
文
王
之
時
、
關
雎
麟
趾
之
化
行
于
內
、
諸
侯
蒙
化
以
成
其
德
而
其
道
亦
始
于
家
人
。
故
其
夫
人
之
德
如
是
、
當
是
時
之
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人
歌
詠
以
美
之
、
當
必
爲
一
人
而
作
。
然
周
公
取
以
爲
法
、
明
夫
人
之
德
皆
當
如
是
、
則
其
義
不
主
于
所
指
之
人
。
故
序
詩
者
特

曰
夫
人
之
德
而
已
。
後
言
大
夫
妻
者
倣
此
）

朱
熹
は
、
本
詩
は
本
來
實
在
し
た
一
人
の
女
性
を
襃
め
稱
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
は
ず
な
の
に
、
小
序
が
實
名
を
擧
げ
ず
「
夫
人
」

を
詠
っ
た
歌
だ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
說
明
し
、
そ
の
理
由
を
作
者
が
本
來
抱
い
て
い
た
意
圖
と
、
本
詩
を
人
々
の
教
化
に
役
立
て
る

た
め
に
取
り
上
げ
た
周
公
の
意
圖
の
違
い
に
歸
し
て
い
る
。
作
者
が
實
際
に
そ
の
人
柄
に
觸
れ
た
特
定
の
個
人
に
對
す
る
稱
讚
の
氣
持

を
吐
露
し
た
、
そ
の
意
味
で
個
人
的
な
詩
を
、
萬
人
に
對
す
る
道
德
的
教
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
詩
中
の
人
物

の
實
在
性
・
特
定
性
を
捨
象
し
て
、
抽
象
的
な
人
格
に
讀
み
替
え
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
作
詩
の
意
と
編
詩
の
意
と
を
分
別
し
、

詩
篇
を
經
典
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
編
者
の
意
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
が
朱
熹
の
當
時
の
小
序
尊
重
の
認
識
に
據

る
も
の
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
作
詩
の
意
と
編
詩
の
意
、
詩
篇
に
詠
わ
れ
た
人
物
や
事
柄
の
歷
史

的
實
在
性
を
重
ん
じ
る
か
、
そ
の
抽
象
化
・
一
般
化
を
重
視
す
る
か
と
い
う
問
題
に
關
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、「
詩
序
辨
說
」
で
は
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

文
王
の
時
、「
關
雎
」
の
教
化
が
夫
人
た
ち
の
間
に
廣
ま
り
、
諸
侯
は
教
化
を
被
っ
て
德
を
身
に
つ
け
る
と
、
そ
の
道
を
ま
ず

自
分
の
家
人
に
施
し
た
。
故
に
夫
人
は
か
く
の
ご
と
き
德
を
身
に
つ
け
、
詩
人
は
そ
れ
を
襃
め
稱
え
た
の
で
あ
る
。
讚
美
の
對
象

を
言
わ
な
い
の
は
、
時
が
遠
く
隔
た
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
後
の
詩
は
み
な
こ
れ
に
倣
う
（
文
王
之

時
、
關
雎
之
化
行
于
閨
門
之
內
而
諸
侯
蒙
化
以
成
德
者
、
其
道
亦
始
於
家
人
。
故
其
夫
人
之
德
如
是
而
詩
人
美
之
也
。
不
言
所
美

之
人
者
、
世
遠
而
不
可
知
也
。
後
皆
放
此
）
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小
序
を
尊
重
し
た
解
釋
を
否
定
し
、
自
分
の
目
で
詩
の
本
來
の
意
味
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
の
時
期
の
朱
熹
の
詩
說
に
、
詩
人
の
本

來
の
意
圖
と
は
異
な
る
い
か
な
る
役
割
を
與
え
ら
れ
て
『
詩
經
』
に
編
入
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
、
編
詩
の
意
に
對
す
る
考
察
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
は
當
然
の
歸
結
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
小
序
が
「
夫
人
」
の
名
前
を
舉
げ
な
い
の
は
、
單
に
不
明

だ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
詩
が
抽
象
的
・
一
般
論
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
作
者
の
實
際
に
目
に

し
た
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
前
面
に
出
し
て
解
釋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
樣
の
現
象
は
、「
關
雎
」
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。

大
序
「
關
雎
后
妃
之
德
也
」

『
段
解
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
周
公
は
後
世
に
教
え
を
垂
れ
る
た
め
に
、
本
詩
を
『
詩
經
』
の
首
篇
と
し
て
採
用
し
た
。
お
よ
そ
、
后
妃
た
る
者
そ

の
德
は
み
な
「
關
雎
」
の
ご
と
く
で
あ
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
小
序
で
「
大
姒
を
美ほ

む
」
と
は
言
わ
ず
に
わ

ざ
と
「
后
妃
の
德
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
思
う
に
周
公
の
殘
し
た
お
考
え
を
表
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
王
は

「
關
雎
」
に
歌
わ
れ
た
時
期
に
は
ま
だ
王
と
は
稱
し
て
い
な
い
か
ら
太
姒
も
ま
だ
后
妃
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
小
序
に
「
后

妃
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
後
世
の
詩
人
が
追
想
し
て
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
朱
曰
、
周
公
取
以
爲
首
篇
以
教
後
世
、
凡
爲
后
妃

者
其
德
當
皆
如
是
也
。
故
序
者
不
言
美
大
姒
而
特
言
后
妃
之
德
、
蓋
周
公
之
遺
意
歟
。
然
文
王
未
嘗
稱
王
則
大
姒
未
嘗
后
妃
。
此

特
追
稱
之
耳
）
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「
序
に
『
太
姒
を
美
む
』
と
言
わ
ず
し
て
特た

だ
『
后
妃
の
德
』
と
言
ふ
は
、
蓋
し
周
公
の
遺
意
か
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

右
の
注
を
執
筆
當
時
の
朱
熹
が
、
本
詩
は
本
來
太
姒
を
詠
っ
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
太
姒
と
い
う
歷
史
上
の
一
個

人
を
詠
っ
た
詩
を
、
そ
の
本
來
有
し
て
い
た
歷
史
性
・
個
別
性
を
捨
象
し
て
、
周
公
が
一
般
的
道
德
的
價
値
を
教
え
る
詩
に
轉
換
し
た

と
考
え
て
い
る
。

一
方
、『
集
傳
』
は
、「『
后
妃
』
は
、
文
王
の
妃
大
姒
な
り
。
天
子
の
妃
を
『
后
』
と
曰
ふ
」
と
の
み
言
い
、
あ
く
ま
で
歷
史
上
の

個
別
の
事
象
を
詠
っ
た
詩
と
い
う
次
元
で
解
釋
を
行
っ
て
い
る
。
舊
注
と
新
注
に
見
ら
れ
る
認
識
の
構
造
は
、「
鵲
巢
」
と
同
じ
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
本
詩
に
つ
い
て
『
段
解
』
は
程
頤
の
說
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

程
曰
く
、
詩
經
の
詩
篇
で
「
后
妃
」「
夫
人
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
文
王
の
妻
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、「
后
妃
夫
人
の
行
い
は
か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
古
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う

な
道
德
に
よ
っ
て
身
を
持
し
た
の
は
文
王
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
當
時
の
事
を
詩
篇
に
當
て
は
め
た
の
で
あ
る
（
程
曰
、
詩
言
后
妃

夫
人
者
非
必
謂
文
王
之
妻
也
。
特
陳
后
妃
夫
人
之
事
如
斯
而
已
。
古
人
由
是
道
者
文
王
也
。
故
以
當
時
之
事
繫
其
後（

（4
（

）

詩
篇
が
『
詩
經
』
の
中
の
一
篇
と
し
て
あ
る
時
、
そ
の
主
人
公
は
實
在
し
た
特
定
の
個
人
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
人
格
で
あ
り
、
踏

み
行
う
べ
き
普
遍
的
な
道
德
を
讀
者
に
教
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
點
は
、
程
頤
の
說
と
朱
熹
の
舊
と
は
同
じ
で

あ
る
が
、
兩
者
の
說
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
朱
熹
は
本
來
は
特
定
の
人
物
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
詩
篇
を
、
周
公
が
解
釋
に
よ

っ
て
一
般
的
教
訓
詩
に
轉
換
さ
せ
た
と
考
え
る
の
に
對
し
、
程
頤
は
詩
篇
は
本
來
的
に
教
訓
詩
と
し
て
作
ら
れ
特
定
の
對
象
を
持
っ
て
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い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
朱
熹
が
詩
篇
の
意
味
を
作
詩
の
意
と
編
詩
の
意
と
い
う
二
層
に
辨
別
し
て
い
る
の
に
對
し
、
程
頤
は
一

元
的
に
意
味
を
捉
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
朱
熹
は
「
后
妃
」「
夫
人
」
の
解
釋
・
お
よ
び
そ
れ
が
抽
象
的
人
格
を
主
人
公
に
据
え
て
一
般
性
の
あ
る
道

德
を
詠
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
程
頤
か
ら
受
け
繼
ぎ
つ
つ
も
、
同
時
に
、
作
者
の
意
と
編
者
の
意
と
の
意
味
的
複
層
性
と
い
う
考
え

方
を
導
入
し
て
、
本
來
は
詩
人
が
實
見
し
た
特
定
個
人
を
褒
め
稱
え
る
た
め
に
詠
っ
た
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
加
え
つ
つ
改
變
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
『
集
傳
』
の
段
階
に
至
っ
て
一
般
的
な
道
德
を
詠
っ
た
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
を
棄
て
、
作
詩
の
時
點
に

焦
点
を
當
て
解
釋
を
變
え
た
の
で
あ
る
。
程
頤

―
朱
熹
舊
說

―
朱
熹
新
說
と
い
う
視
点
で
見
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
宋
代

詩
經
學
史
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
認
識
の
変
遷
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
例
の
意
義
は
こ
れ
ば
か
り
に
止
ま
ら
な
い
。
本
例
は
、
宋
代
詩
經
學
と
淸
朝
考
證
學
の
詩
經
學
と
の
學
的
關
係
を
考
え
る
上
で
も

參
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
程
頤
が
示
し
た
說
は
、
淸
・
戴
震
の
詩
經
學
の
中
に
そ
の
反
映
が
見
出
さ
れ
る
。
戴
震
は
『
杲
溪
詩
經

補
注（

（4
（

』
で
小
序
に
替
え
て
、
自
ら
が
讀
み
取
っ
た
詩
篇
の
趣
旨
を
詩
題
の
下
に
示
し
た
が
、
そ
の
卷
一
「
關
雎
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

周
南
「
關
雎
」「
葛
覃
」「
卷
耳
」・
召
南
「
鵲
巢
」「
采
蘩
」「
采
蘋
」・
豳
風
・
雅
・
頌
に
は
、
專
ら
樂
章
の
た
め
に
作
ら
れ
、

時
事
を
詠
じ
た
の
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
周
の
家
は
世
代
每
に
賢
い
妃
の
助
け
を
得
て
い
た
。
だ
か
ら
周
南
は
「
關
雎
」
を
始

め
に
置
き
、
召
南
は
「
鵲
巢
」
を
始
め
に
置
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
庭
内
の
道
德
を
正
す
べ
き
こ
と
、
婚
姻
の
際
に
愼
重
で
あ
る

べ
き
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
（
周
南
關
雎
葛
覃
卷
耳
、
召
南
鵲
巢
采
蘩
采
蘋
南
豳
雅
頌
有
專
爲
樂
章
、
非
詠
時
事
者
。
周
家
歷

世
有
賢
妃
之
助
、
故
周
南
首
關
雎
、
召
南
首
鵲
巢
、
所
以
正
內
德
愼
昏
姻
之
際
）
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同
卷
二
「
鵲
巢
」
に
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

夫
人
が
家
を
治
め
始
め
る
時
の
禮
を
言
う
。
婚
禮
は
統
治
教
化
の
源
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
禮
は
盛
ん
な
の
で
あ
る
。
禮
が
盛

ん
で
あ
る
の
は
、
人
々
に
夫
婦
の
正
し
き
道
を
教
え
る
よ
す
が
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
人
々
に
家
庭
内
の
道
德
を
修
め
て

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。「
鵲
巢
」
の
詩
も
や
は
り
周
の
初
め
に
、
夫
婦
の
居
室
で
演
奏
さ
れ
る
樂
曲

と
し
て
作
ら
れ
た
。
お
よ
そ
樂
章
で
「
德
」
と
言
っ
た
り
「
禮
」
と
言
っ
た
り
す
る
の
は
、
教
え
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
う
る
わ
し
い
事
柄
を
褒
め
稱
え
て
こ
れ
を
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
心
が
惡
に
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
、
樂

の
道
で
あ
る
（
言
夫
人
始
家
之
禮
也
。
昏
禮
治
化
之
原
也
。
故
其
禮
盛
。
禮
盛
所
以
使
人
知
夫
婦
之
正
也
。
所
以
使
人
修
其
內
德

而
不
敢
苟
也
。
鵲
巢
之
詩
、
亦
周
初
作
之
、
以
爲
房
中
之
樂
。
凡
樂
章
或
言
德
焉
或
言
禮
焉
、
彰
教
也
。
稱
美
以
樂
之
而
人
心
將

不
移
於
惡
、
樂
之
道
也
）

こ
こ
に
は
、
周
南
・
召
南
・
豳
風
・
小
雅
の
中
の
あ
る
詩
篇
が
、「
專
ら
樂
章
の
爲
に
し
て
、
時
事
を
詠
ず
る
者
に
非
ざ
」
る
も
の

で
、
純
粋
な
儀
禮
歌
と
し
て
作
ら
れ
、
特
定
の
歷
史
的
事
柄
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
舊
說
で

朱
熹
が
參
考
に
し
た
程
頤
の
認
識
と
同
趣
旨
の
も
の
で
あ
る（

（4
（

。

た
だ
、
程
頤
と
戴
震
の
認
識
に
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
程
頤
が
「
小
序
」
の
規
定
を
詩
經
解
釋
の
起
點
と
し
て
い
た

の
に
對
し
、
戴
震
は
「
小
序
」
を
子
夏
以
來
の
由
來
正
し
い
師
承
を
有
し
な
が
ら
も
誤
り
も
含
む
も
の
と
相
對
的
に
捉
え（

（4
（

、
自
身
の
解

釋
の
絶
對
的
な
依
據
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。
程
頤
に
せ
よ
朱
熹
舊
說
に
せ
よ
、
詩
篇
が
歷
史
的
に
實
在
し
た
人
物
と
出

來
事
を
詠
っ
て
い
る
か
、
抽
象
化
さ
れ
た
人
格
を
虛
構
し
て
詠
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
、「
小
序
」
に
見
え
る
「
后
妃
」「
夫
人
」
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と
い
う
語
を
い
か
に
解
釋
す
る
か
と
い
う
問
題
と
連
動
さ
せ
て
考
察
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
小
序
」
は
信
ず
る
に
足
ら
ず
と
し

た
朱
熹
新
說
に
お
け
る
が
ご
と
く
、「
小
序
」
を
詩
經
解
釋
の
場
か
ら
排
斥
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
問
題
も
解

釋
の
場
か
ら
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
は
こ
の
問
題
を
他
律
的
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、
戴
震
は
詩
經
解
釋
に
お
い
て
「
小
序
」
に
頼
る
こ
と
な
く
、
孔
子
の
「
詩
三
百　

一
言
以
て
之
を
蔽
へ
ば
曰
く
、

思
ひ
邪
無
し
」（『
論
語
』「
爲
政
」）
の
言
葉
に
則
っ
て
、
自
分
自
身
で
各
詩
篇
の
作
詩
の
意
を
讀
み
取
っ
た（

（4
（

。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

儀
式
歌
と
い
う
視
點
か
ら
詩
篇
の
内
容
の
實
在
・
虛
構
の
問
題
を
取
り
上
げ
直
し
た
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
、「
小
序
」
解
釋
の

副
次
的
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
し
た
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

純
然
た
る
儀
禮
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
程
頤
の
說
か
ら
、
元
來
は
歷
史
上
の
特
定
の
人
物
を
詠
っ
た
も
の
を
後
に
儀
禮
歌
と
し

て
抽
象
化
し
て
讀
み
替
え
た
と
い
う
朱
熹
舊
說
の
折
衷
的
解
釋
、
太
姒
と
い
う
個
人
を
歌
っ
た
も
の
と
い
う
朱
熹
新
說
の
歷
史
的
解
釋

を
經
て
、
戴
震
に
至
っ
て
、
小
序
解
釋
か
ら
獨
立
し
た
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
を
變
え
つ
つ
、
歷
史
的
解
釋
か
ら
儀
禮
歌
と
し
て
の
解

釋
へ
復
歸
す
る
と
い
う
、
詩
經
學
史
上
の
大
き
な
流
れ
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。

（
2
）
主
君
に
對
す
る
美
刺
に
つ
い
て

大
雅
「
抑
」
小
序

「
抑
」
は
、
衛
の
武
公
が
厲
王
を
刺
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
警
め
た
詩
で
あ
る
（
抑
、
衛
武
公
刺
厲
王
、
亦
以
自
警
也
）
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に
つ
い
て
、『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
年
齡
と
い
う
見
地
か
ら
考
え
る
と
、
武
公
は
周
の
宣
王
三
六
年
に
即
位
し
た
の
で
、
厲
王
に
仕

え
る
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
こ
の
上
な
い
。
小
序
で
「
厲
王
を
刺
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
思
う
に
厲
王
の
事

件
を
傷
み
、
そ
れ
に
因
ん
で
自
ら
警
戒
し
反
省
し
て
本
詩
を
作
り
、
人
に
こ
れ
を
朗
唱
さ
せ
て
自
ら
の
戒
め
と
し
た
の
で
あ
る
。

詩
中
で
「
爾
」
と
か
「
汝
」
と
か
「
小
子
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
武
公
の
お
付
き
で
朗
唱
を
行
っ
た
者
が
武
公
を
指
し
て

言
っ
た
の
で
あ
る
（
朱
曰
…
…
然
以
年
考
之
、
武
公
即
位
於
宣
王
之
三
十
六
年
、
不
逮
事
厲
王
明
甚
。
此
云
刺
厲
王
者
蓋
傷
厲
王

之
事
、
因
自
警
省
而
作
此
詩
、
使
人
誦
之
以
自
戒
云
爾
。
詩
之
所
謂
爾
汝
小
子
者
、
從
誦
者
而
指
武
公
也
）

漢
唐
詩
經
學
で
は
、
暗
君
厲
王
を
後
の
世
の
賢
者
武
公
が
追
想
し
批
判
し
た
詩
と
解
釋
す
る（

（4
（

の
で
あ
る
が
、
朱
熹
舊
說
は
小
序
に
從

う
立
場
を
取
り
な
が
ら
、「『
厲
王
を
刺
る
』
と
は
蓋
し
厲
王
の
事
を
傷
む
」
と
言
い
、
小
序
の
厲
王
批
判
と
い
う
規
定
を
和
ら
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
從
來
は
武
公
が
厲
王
あ
る
い
は
彼
の
取
り
巻
き
の
臣
下
を
名
指
し
し
た
と
解
釋
さ
れ
て
い
た
「
爾
」「
汝
」「
小

子（
（5
（

」
も
、
武
公
自
ら
を
指
し
た
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る（

（5
（

の
も
、
詩
人
に
は
先
君
へ
の
は
ば
か
り
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

基
盤
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
先
王
批
判
に
對
す
る
懷
疑
は
、
新
說
に
至
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。「
詩
序
辨
說
」
に
、

詩
か
ら
考
え
る
と
、
詩
序
に
「
厲
王
を
刺
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、「
自
ら
警
む
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
正
鵠

を
得
て
い
る
（
以
詩
考
之
、
則
其
曰
刺
厲
王
者
失
之
、
而
曰
自
警
者
得
知
也
）
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と
言
い
、
首
章
の
『
集
傳
』
で
、

衛
の
武
公
は
こ
の
詩
を
作
り
、
人
に
毎
日
自
分
の
か
た
わ
ら
で
朗
誦
さ
せ
、
自
ら
を
警
め
た
（
衛
武
公
作
此
詩
、
使
人
日
誦
於

其
側
、
以
自
警
）

と
言
う
の
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
說
で
は
「
抑
」
を
厲
王
を
詠
っ
た
詩
だ
と
取
ら
ず
、
先
王
批
判
の
要
素
が
完
全
に
拂
拭

さ
れ
て
い
る
。
朱
熹
は
、
あ
く
ま
で
詩
句
を
平
心
に
讀
ん
だ
結
果
、
捉
え
た
意
味
だ
と
言
っ
て
い
る
（「
詩
を
以
て
之
を
考
ふ
る
に
」）

が
、
漢
唐
詩
經
學
の
解
釋
か
ら
朱
熹
舊
說
へ
の
認
識
の
變
化
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
新
說
を
置
く
な
ら
ば
、
詩
篇
か
ら
、
從

來
の
解
釋
に
お
け
る
先
王
批
判
の
要
素
を
弱
化
し
排
除
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
朱
熹
の
一
貫
し
た
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
他
の
詩
の
解
釋
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
雅
「
板
」
小
序

「
板
」
は
、
凡
伯
が
厲
王
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
（
板
、
凡
伯
刺
厲
王
）

に
つ
い
て
、『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
本
詩
は
、
詩
人
が
自
分
の
同
僚
で
政
に
携
わ
っ
て
い
る
人
を
切
實
に
指
彈
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
心
は
厲
王
を
刺
る
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氣
持
に
歸
着
す
る
（
朱
曰
、
此
詩
切
責
其
寮
友
用
事
之
人
而
義
歸
於
刺
王
也
）

詩
句
は
自
分
の
同
僚
で
當
時
權
勢
を
握
っ
て
い
た
者
を
直
接
の
批
判
の
對
象
と
す
る
が
、
そ
の
裏
に
は
そ
の
よ
う
な
小
人
を
厚
遇
し

政
治
を
ま
か
せ
た
王
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
批
判
の
射
程
の
中
に
王
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

小
序
の
「
厲
王
を
刺
る
」
に
沿
っ
た
解
釋
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
集
傳
』
の
本
詩
首
章
章
句
で
は
、
朱
熹
は
次
の
よ

う
に
言
う
。

今
こ
の
詩
の
意
味
を
考
え
る
と
、
や
は
り
前
詩
と
相
似
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
責
め
る
氣
持
が
ま
す
ま
す
深
く
切
實
に
な
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
今
考
其
意
、
亦
與
前
篇
相
類
、
但
責
之
益
深
切
耳
）

本
詩
の
前
の
詩
と
は
「
民
勞
」
で
あ
る
が
、
そ
の
首
章
の
『
集
傳
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
こ
れ
を
考
え
る
と
、
同
僚
同
士
が
互
い
に
警
め
合
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
を
專
ら
王
を
刺
る
た
め
に
發
せ
ら
れ
た
言
葉
と

考
え
る
必
要
は
な
い
（
以
今
考
之
、
乃
同
列
相
戒
之
詞
耳
。
未
必
專
爲
刺
王
而
發
）

こ
れ
を
見
る
と
、
朱
熹
の
新
說
で
は
「
民
勞
」
お
よ
び
「
板
」
の
詩
か
ら
作
者
の
王
に
對
す
る
批
判
を
讀
み
取
ろ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
『
集
傳
』
の
段
階
で
は
朱
熹
が
小
序
の
規
定
に
束
縛
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
端
小
序
の
規

定
を
離
れ
る
と
、
主
君
へ
の
批
判
を
詩
か
ら
讀
み
取
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い（

（5
（

。
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た
だ
に
批
判
ば
か
り
で
は
な
い
。
讚
美
の
詩
に
お
い
て
も
、
天
子
へ
の
は
ば
か
り
を
朱
熹
が
讀
み
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
例

が
舊
説
に
あ
る
。

小
雅
「
車
攻
」
三
章

小
序
は
本
詩
を
、
周
王
朝
中
興
の
祖
で
あ
る
宣
王
を
讚
美
し
た
詩
と
す
る（

（5
（

が
、
そ
の
中
の
、

之
子
于
苗　
　

之
の
子　

苗か
り

に
于ゆ

く
（
之
の
子　

苗か
り

せ
よ
と
于い

ふ
）

選
徒
囂
囂　
　

徒
を
選か
ぞ

ふ
る
こ
と
囂ご
う

囂ご
う

た
り

に
つ
い
て
、『
段
解
』
に
、

朱
曰
く
、
王
を
名
指
し
す
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
た
め
に
、
役
人
に
こ
と
寄
せ
て
王
の
行
動
を
言
っ
た
の
で
あ
る
（
朱
曰
、
不

敢
斥
王
、
故
以
有
司
言
之
）

と
あ
り
、
直
接
宣
王
を
名
指
し
す
る
こ
と
を
は
ば
か
り
、
そ
の
近
臣
に
か
こ
つ
け
て
言
う
と
い
う
形
を
取
っ
た
と
す
る
。

こ
れ
は
、
漢
唐
の
詩
經
學
の
解
釋
と
は
對
照
的
で
あ
る
。『
毛
傳
』
は
「『
之
の
子
』
と
は
役
人
の
こ
と
で
あ
る
（
之
子
有
司
也
）」

と
言
う
が
、
朱
熹
の
ご
と
く
實
際
の
職
務
を
行
う
者
を
表
面
的
な
對
象
と
し
な
が
ら
も
、
實
は
そ
の
裏
に
王
の
行
い
を
暗
示
し
よ
う
と
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し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
一
方
、『
鄭
箋
』
に
は
「
之
子
」
が
誰
を
指
す
か
は
言
わ
ず
、「
于
、
曰
な
り
（
于
曰
也
）」
と
あ
り
、

『
正
義
』
は
こ
れ
に
基
づ
き
、「
鄭
箋
は
『
于
』
を
『
曰
』
と
訓
じ
た
、
と
い
う
こ
と
は
『
之
の
子
』
を
宣
王
を
指
す
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
（
鄭
以
于
爲
曰
、
則
之
子
斥
宣
王
）」
と
言
い
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
解
說
す
る
。

「
之
の
子
曰
く
」
と
言
っ
て
い
る
と
考
え
た
場
合
、「
曰
く
」
の
内
容
は
〔
狩
り
に
行
け
と
い
う
〕
命
令
の
言
葉
に
な
る
の
で
、

そ
れ
を
言
っ
た
「
之
の
子
」
は
當
然
宣
王
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
役
人
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
あ
る
（
言
之
子
曰
、
曰
則
是
命
事
之
辭
、
之
子
當
斥
宣
王
、
不
得
爲
有
司
也
）

毛
亨
、
鄭
玄
、
疏
家
い
ず
れ
に
も
、
詩
人
が
天
子
を
直
接
指
す
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
と
い
う
發
想
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
る

と
、
こ
の
句
の
措
辞
に
天
子
に
對
す
る
遠
慮
を
讀
み
取
っ
て
い
る
朱
熹
の
解
釋
は
、
批
判
で
な
く
と
も
、
天
子
に
對
す
る
忌
避
が
強
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
彼
が
「
刺
」「
追
刺
」
と
い
う
視
點
か
ら
の
解
釋
を
忌
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ

と
の
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
の
『
集
傳
』
は
、「『
之
の
子
』
と
は
役
人
の
こ
と
で
あ
る
（
之
子
有
司
也
）」
と
『
毛
傳
』
と
同
文
で
、
詩
句

の
内
に
隱
さ
れ
た
詩
人
の
王
に
對
す
る
氣
持
に
つ
い
て
の
說
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漢
唐
詩
經
學
か
ら
認
識
が
變
化
し
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
て
し
ま
う
。『
段
解
』
の
佚
文
は
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
天
子
に
對
す
る
態
度
に
つ
い
て
の
朱
熹
の
認

識
が
漢
唐
の
そ
れ
か
ら
變
化
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
い
う
意
味
で
貴
重
で
あ
る
。
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（
3
）
教
化
に
差
等
あ
り

召
南
「
行
露
」
序

「
行
露
」
は
、
召
伯
が
訴
訟
を
聽
く
こ
と
を
詠
っ
た
詩
で
あ
る
。
衰
え
亂
れ
た
風
俗
が
下
火
に
な
り
、
操
正
し
く
誠
実
な
教
え

が
盛
ん
と
な
り
、
強
く
荒
々
し
い
男
も
貞
女
を
虐
げ
犯
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
行
露
、
召
伯
聽
訟
也
。
衰
亂
之
俗
微
、
貞

信
之
教
興
、
強
暴
之
男
、
不
能
侵
陵
貞
女
也
）

『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
、
召
南
に
收
め
ら
れ
て
い
る
國く
に
う
た歌
は
一
國
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
詠
わ
れ
た
教
化
の
度
合
い

も
深
淺
相
異
な
る
。
こ
の
「
行
露
」
の
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
、
被
っ
た
教
化
が
い
ま
だ
純
粹
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
時
は
文
王
と
紂
王
が
と
も
に
世
に
あ
っ
た
時
代
で
、
文
王
の
教
え
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
紂
王
の
古
い

風
俗
が
衰
え
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
本
詩
の
女
子
も
操
正
し
く
自
ら
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
は
い
る
が
、
し
か

し
そ
れ
が
ま
だ
純
粹
な
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
な
お
、
荒
々
し
い
暴
力
に
襲
わ
れ
犯
さ
れ
る
心
配
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
お
り
、
公
明
な
裁
判
を
經
て
よ
う
や
く
そ
の
正
し
さ
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
が
か
の
〔
野
で
遊
ん
で

い
る
女
性
が
あ
ま
り
に
清
純
な
の
で
、
そ
れ
を
見
て
い
る
男
性
も
邪
心
を
起
こ
す
こ
と
も
な
い
樣
子
を
詠
っ
た
〕
周
南
「
漢
廣
」

と
異
な
っ
て
い
る
點
で
あ
る
（
朱
曰
、
召
南
之
風
非
一
國
、
其
被
化
必
有
淺
深
。
此
詩
之
作
、
其
被
化
之
未
純
者
歟
。
是
時
當
文
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王
與
紂
之
事
。
文
王
之
教
既
興
、
則
紂
之
舊
俗
微
矣
。
故
其
女
子
能
有
正（

（5
（

信
自
愛
之
心
、
然
以
其
未
純
也
。
故
猶
未
免
有
強
暴
侵

陵
之
患
、
必
待
獄
訟
之
明
而
後
察
。
與
夫
漢
廣
異
矣
）

朱
熹
舊
說
は
、
詩
中
の
女
性
の
操
の
正
し
さ
を
認
め
な
が
ら
そ
れ
が
な
お
完
全
の
境
地
に
達
し
て
い
な
い
た
め
に
、
邪
な
男
性
に
汚

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
、
周
南
「
漢
廣
」
の
女
性
に
は
及
ば
な
い
と
言
い
、『
詩
經
』
の
正
經
た
る
周
南
と
召
南
と
の
間
に

優
劣
の
差
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、『
集
傳
』
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

南
國
の
人
々
は
召
公
の
教
え
に
從
い
、
文
王
の
德
化
に
服
し
、
彼
ら
の
以
前
の
淫
亂
な
風
俗
を
改
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
故

に
女
子
も
よ
く
禮
に
よ
っ
て
自
ら
を
守
り
、
暴
力
に
汚
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
己
の
意
思
を
自
ら
述
べ
本
詩
を
作
り
、
對
象
の
男
性

を
拒
絶
し
た
（
南
國
之
人
遵
召
伯
之
教
、
服
文
王
之
化
、
有
以
革
其
前
日
淫
亂
之
俗
。
故
女
子
有
能
以
禮
自
守
、
而
不
爲
強
暴
所

污
者
、
自
述
己
志
、
作
此
詩
以
絕
其
人
）

舊
說
に
あ
っ
た
教
化
に
差
等
が
あ
る
と
い
う
考
え
が
見
ら
れ
ず
、
留
保
條
件
な
し
で
女
性
を
稱
讚
し
た
詩
と
い
う
認
識
に
變
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

召
南
「
摽
有
梅
」
序

『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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朱
曰
く
、
女
子
の
、
適
齡
の
時
に
間
に
合
う
よ
う
に
結
婚
し
た
い
と
い
う
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
境
地
は
周
南
「
桃
夭
」

に
比
べ
る
と
や
や
劣
る
。
こ
れ
は
、
召
南
の
「
行
露
」「
野
有
死
麕
」
が
周
南
「
漢
廣
」
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
の
も
ま
た
、
本

詩
と
同
様
で
あ
る
（
朱
曰
、
述
女
子
之
情
、
欲
昏
姻
之
及
時
也
。
視
桃
夭
則
少
貶
矣
。
行
露
死
麕
於
漢
廣
亦
然
）

一
方
、『
集
傳
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

南
國
は
文
王
の
德
化
に
化
し
、
女
子
は
操
の
正
し
さ
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
持
し
、
嫁
ぐ
の
が
間
に
合
わ
な
く
て
荒
々
し
い
暴

力
に
辱
め
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
（
南
國
被
文
王
之
化
、
女
子
知
以
貞
信
自
守
、
懼
其
嫁
不
及
時
而
有
強
暴
之
辱
也
）

新
說
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、
女
性
が
「
強
暴
の
辱
め
有
ら
ん
こ
と
を
…
…
懼
る
」
る
こ
と
に
つ
い
て
の
評
價
で
あ
る
。「
行
露
」

舊
說
で
は
「
猶
ほ
未
だ
強
暴
侵
陵
の
患
ひ
有
る
を
免
が
れ
ざ
」
る
こ
と
を
理
由
に
、
女
性
の
道
德
が
い
ま
だ
に
完
全
の
域
に
達
し
て
い

な
い
と
し
て
い
た
。
荒
く
れ
男
に
辱
め
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
自
体
が
、
彼
女
の
道
德
が
未
純
で
あ
る
こ
と
の
證
左
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
摽
有
梅
」
新
說
で
は
、
や
は
り
女
性
が
男
性
か
ら
の
辱
め
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
女
性
が
周
南
の
女
性
に
及
ば
な
い
と
は
考
え
な
い
。
外
部
か
ら
の
い
か
な
る
扱
い
を
受
け
る
か
と
い

う
こ
と
が
、
女
性
の
道
德
性
の
レ
ベ
ル
を
表
し
て
い
る
と
す
る
舊
說
か
ら
、
女
性
自
身
の
心
の
持
ち
方
の
み
を
評
價
の
對
象
に
し
、
外

部
か
ら
の
働
き
か
け
は
無
視
す
る
と
い
う
考
え
方
に
變
わ
っ
て
い
る（

（5
（

。
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召
南
「
野
有
死
麕
」

第
4
節
附
2
で
取
り
上
げ
た
「
野
有
死
麕
」
卒
章
の
『
段
解
』
に
も
同
樣
の
例
が
見
ら
れ
る
。
當
該
の
注
を
も
う
一
度
掲
げ
る
。

朱
曰
く
、
こ
れ
は
女
子
が
男
性
の
無
禮
な
振
る
舞
い
を
憎
む
言
葉
で
あ
る
。「
あ
な
た
は
し
ば
ら
く
ゆ
っ
く
り
と
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
私
の
腰
に
下
げ
た
手
ぬ
ぐ
い
を
い
た
ず
ら
に
搖
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
私
の
飼
い
犬
を
い
た
ず
ら
に
驚
か
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
言
う
の
は
、
自
分
の
心
が
動
か
ず
、
そ
の
身
を
相
手
に
許
し
な
ど
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

［
雙
行
注
］
朱
曰
く
、「
我
の
帨
を
動
か
す
こ
と
毋
か
れ
、
我
の
犬
を
驚
か
す
こ
と
毋
か
れ
」
と
言
う
の
は
、
相
手
の
男
性
が
私
に

手
出
し
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
極
端
な
例
を
擧
げ
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
女
の
凜
然
と
し
て
犯
す
べ

か
ら
ざ
る
心
が
、
自
ず
か
ら
詩
句
の
背
後
か
ら
現
れ
出
で
て
い
る
。

先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
單
行
注
は
舊
說
、
雙
行
注
は
『
集
傳
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
兩
說
は
ほ
と
ん
ど
同
樣
の
議
論
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
新
說
中
の
「
凜
然
と
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
の
意
」
に
當
た
る
言
葉
が
舊
說
に
は
な
い
と
い
う
點
が
異
な
っ
て
い

る
。「
摽
有
梅
」
序
の
『
段
解
』
所
引
朱
說
で
「
野
有
死
麕
」
は
「
行
露
」
と
同
樣
、
周
南
「
漢
廣
」
の
境
地
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
淫
亂
の
風
俗
か
ら
脱
却
し
貞
淑
な
生
き
方
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
を
詠
っ
た
三
詩
で
あ
る
が
、
周
南

と
召
南
と
で
道
德
的
境
地
に
差
等
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
集
傳
』
で
は
「
野
有
死
麕
」
の
女
性
に
「
凜
然
と
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
の
意
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
漢

廣
」
の
女
性
に
對
し
て
『
集
傳
』
が
、
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だ
か
ら
、
外
に
遊
び
に
出
て
き
た
女
性
を
人
が
眺
め
て
見
る
と
、
彼
女
が
端
正
で
嚴
か
で
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
て
、
も
は
や

以
前
の
ご
と
く
た
や
す
く
我
が
物
に
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
（
故
其
出
游
之
女
、
人
望
見
之
、
而
知
其
端
莊
静
一
、

非
復
前
日
之
可
求
矣
）

と
言
う
の
と
同
樣
の
評
價
を
與
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
そ
れ
を
言
わ
な
い
舊
注
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
を
も
參

考
に
す
る
な
ら
ば
、
道
德
性
に
目
覺
め
な
が
ら
も
い
ま
だ
完
き
境
地
に
達
し
て
は
い
な
い
と
解
釋
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
段
昌
武

は
こ
の
點
の
相
違
に
着
目
し
て
兩
說
を
引
用
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
段
解
』
所
引
の
『
詩
集
解
』
佚
文
は
、
朱
熹
の
『
詩
經
』
に
對
す
る
認
識
の
變
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料

と
な
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
右
に
取
り
上
げ
た
ト
ピ
ッ
ク
の
内
の
い
く
つ
か
は
、
漢
唐
詩
經
學
か
ら
宋
代
詩
經
學
へ
の
、
あ

る
い
は
宋
代
内
部
に
お
い
て
の
學
術
的
變
化
を
考
え
る
た
め
の
視
點
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
採
り
上
げ
て
き
た
問
題
で
あ
っ
た
。

朱
熹
個
人
の
舊
說
か
ら
新
說
へ
の
變
化
が
、
あ
た
か
も
詩
經
學
全
体
の
變
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
朱
熹
の
學
說
の
變
化
が
宋
代
詩
經
學
の
志
向
性
を
反
映
し
、
宋
代
詩
經
學
に
共
通
す
る
學
術
的
認
識
・
思
想
的
傾
向
を
背
景
に
し

て
な
さ
れ
た
こ
と
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
、
朱
熹
詩
經
學
の
舊
說
と
新
說
と
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
は
、
單
に
朱
熹
個
人
に
對
す
る
關

心
に
止
ま
ら
ず
、
宋
代
詩
經
學
の
全
體
的
潮
流
を
把
握
す
る
た
め
に
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
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7　
『
段
解
』
の
性
格
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と

『
段
解
』
は
、
四
庫
全
書
に
著
録
さ
れ
な
が
ら
、
朱
熹
舊
說
の
集
佚
の
來
源
と
い
う
以
外
に
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
著
述

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
注
釋
書
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
も
、「『
呂
記
』
に
基
づ
き
、
朱
熹
『
詩
傳
』
を
參
照
し
た
（
本
之
東
萊

詩
說
、
參
以
晦
庵
詩
傳
）」（『
經
義
考
』）、「
お
お
む
ね
『
呂
記
』
を
眞
似
な
が
ら
、
字
義
は
よ
り
わ
か
り
や
す
い
（
大
致
仿
呂
祖
謙
讀

詩
記
、
而
詞
義
較
淺
顯
）」（『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』）
と
い
う
評
が
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
本
調
査
か
ら
、『
段
解
』
の
特
徴
に
つ
い

て
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
知
り
得
た
の
で
そ
れ
を
述
べ
た
い
。

（
1
）『
段
解
』
の
『
呂
記
』
へ
の
依
存
度
の
高
さ

嚴
粲
に
比
較
し
て
、
段
昌
武
の
詩
經
解
釋
に
お
け
る
『
呂
記
』
へ
の
依
存
度
は
は
る
か
に
高
く
、『
段
解
』
の
中
に
は
『
呂
記
』
か

ら
引
き
寫
し
た
と
お
ぼ
し
き
部
分
を
多
數
發
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
も
甚
だ
し
い
例
と
し
て
、
鄭
風
「
大
叔
于
田
」
で
は
、

詩
序
お
よ
び
詩
三
章
の
注
釋
に
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
引
用
文
獻
の
配
列
に
至
る
ま
で
『
呂
記
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
違
い

と
言
え
ば
、『
呂
記
』
が
出
典
を
「
蘇
氏
曰
」「
范
氏
曰
」
と
表
記
し
て
い
る
の
を
、『
段
解
』
は
自
ら
の
體
例
に
從
っ
て
「
蘇
曰
」「
范

曰
」
と
改
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
首
章
雙
行
注
で
『
呂
記
』
が
「
永
嘉
鄭
氏
曰
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る（

（5
（

の
を
『
段
解
』
は
「
鄭
曰
」
と

略
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
で
あ
る
（『
段
解
』
の
表
記
で
は
鄭
箋
か
ら
の
引
用
と
區
別
が
付
か
な
い
の
で
問
題
が
あ
る
）。
こ
の
他
、

魏
風
「
葛
屨
」
も
、
右
に
述
べ
た
出
典
表
記
の
表
記
改
變
に
加
え
、
そ
の
首
章
に
『
呂
記
』
で
は
雙
行
注
と
し
て
「
范
氏
曰
」
と
引
用
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す
る
の
を
『
段
解
』
で
は
單
行
注
に
昇
格
さ
せ
て
い
る
他
は
、
詩
序
・
經
文
の
文
字
に
附
さ
れ
る
音
注
に
至
る
ま
で
『
呂
記
』
を
そ
の

ま
ま
襲
っ
て
い
る
。

『
呂
記
』
の
注
を
よ
り
簡
捷
な
形
に
提
示
し
直
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
小
雅
「
四
牡
」
三
章
の
『
段
解
』
に
「
孔
穎
達

曰
く
、
孫
炎
が
『
物
が
叢
が
り
生
い
茂
っ
て
い
る
の
を
〈
苞
〉
と
言
う
﹄（
孔
曰
、
孫
炎
曰
物
叢
生
曰
苞
）」
と
い
う
注
が
あ
る
。
こ
の

部
分
の
『
呂
記
』
に
は
「『
苞
栩
』
の
字
義
解
釋
は
﹃
鴇
羽
﹄
を
參
照
の
こ
と
（
苞
栩
解
見
鴇
羽
）」
と
あ
り
、
そ
れ
に
從
い
、
唐
風

「
鴇
羽
」
首
章
を
見
る
と
、
ま
さ
し
く
『
段
解
』
と
同
じ
く
「
孔
氏
曰
、
孫
炎
曰
物
叢
生
曰
苞
」
と
い
う
注
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
段
昌
武
は
「
四
牡
」
で
『
呂
記
』
の
注
釋
を
引
用
す
る
際
、
重
複
を
厭
わ
ず
「
鴇
羽
」
の
注
文
を
複
寫
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
讀
者
の
檢
索
の
勞
を
省
い
て
『
呂
記
』
の
注
釋
に
觸
れ
さ
せ
よ
う
と
い
う
配
慮
で
あ
ろ
う（

（5
（

。

『
呂
記
』
の
注
釋
に
基
本
的
に
據
り
な
が
ら
、
段
昌
武
獨
自
の
引
用
を
追
加
す
る
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
鄭
風
「
羔
裘
」
を
例
に
し

よ
う
。『
呂
記
』
で
は
首
章
に
次
の
よ
う
な
注
を
附
し
て
い
る
。

毛
氏
羔
裘
傳
曰
…
…
毛
氏
曰
…
…
歐
陽
氏
曰
…
…
韓
詩
曰
…
…
朱
曰
…
…
鄭
氏
曰
…
…
毛
氏
曰
…
…
鄭
氏
曰
…
…
董
氏
曰

一
方
、『
段
解
』
の
注
は
以
下
の
よ
う
な
配
列
で
あ
る
。
内
、『
呂
記
』
と
同
文
に
○
を
、『
呂
記
』
に
見
え
な
い
も
の
に
×
を
附
す
。

×
朱
曰
…
…
○
毛
氏
羔
裘
傳
曰
…
…
○
毛
曰
…
…
○
歐
陽
曰
…
…
×
朱
曰
…
…
○
韓
詩
…
…
○
朱
曰
…
…
○
鄭
曰
…
…
○
毛
曰

…
…
×
朱
曰
…
…
○
鄭
曰
…
…
○
董
曰
…
…
×
蘇
曰
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同
詩
二
章
に
つ
い
て
も
見
る
と
、『
呂
記
』
の
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

毛
氏
曰
…
…
孔
子
曰
…
…
毛
氏
曰

一
方
、『
段
解
』
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
毛
曰
…
…
○
孔
曰
…
…
×
朱
曰
…
…
○
毛
曰
…
…
×
曹
曰

『
呂
記
』
の
解
釋
を
基
板
に
し
、
そ
の
不
足
を
補
い
自
ら
の
創
見
を
加
え
る
と
い
う
の
が
、
段
昌
武
の
執
筆
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
段
昌
武
が
增
補
の
來
源
と
し
て
多
く
用
い
る
の
が
他
な
ら
ぬ
朱
熹
の
說
で
あ
る
こ
と
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
段
昌
武

が
朱
熹
の
詩
經
解
釋
に
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
も
う
一
つ
の
主
要
な
增
補
の
來
源
が
「
曹
曰
」
と
し
て
引
か
れ
る
、
今
で
は
失
わ
れ
た
『
放
齋
詩
說
』
の
著
者
曹そ
う

粹す
い

中ち
ゆ
う

の（
（5
（

說
で
あ
る
。
南
宋
末
の
學
者
、
王
應
麟
が
曹
粹
中
の
詩
說
を
高
く
評
価
し
、『
困
學
紀
聞
』『
詩
地
理
考
』
で
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る

こ
と
、
劉
毓
慶
氏
の
『
歷
代
詩
經
著
述
考
（
宋
―
元
）』
に
詳
し
い((5

(

。
と
こ
ろ
で
、『
段
解
』
巻
首
「
詩
之
序
」
に
曹
粹
中
の
詩
說
を
引

き
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

要
す
る
に
、『
毛
傳
』
が
世
に
出
た
當
初
は
、
い
ま
だ
『
詩
序
』
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
思
う
に
、
毛
公
が

〔
自
ら
の
詩
說
を
〕
子
夏
の
執
筆
と
假
託
し
、
そ
の
後
の
門
人
た
ち
が
互
い
に
傳
授
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
師
の
說
を
記
録
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し
、
衛
宏
に
至
っ
て
そ
れ
を
書
物
と
し
て
著
し
、
後
人
が
さ
ら
に
そ
れ
に
增
補
を
加
え
た
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
一
人
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、〔
詩
序
の
著
者
を
〕
子
夏
と
言
う
人
も
い
れ
ば
、
毛
公
と
言
う
も
の
も
お
り
、

衛
宏
と
言
う
者
も
い
る
と
い
う
の
は
當
然
の
流
れ
な
の
で
あ
る
（
要
知
毛
傳
初
行
之
時
、
猶
未
有
序
也
。
意
毛
公
既
託
之
子
夏
、

其
後
門
人
互
相
傳
授
、
各
記
其
師
說
、
至
宏
而
遂
著
之
、
後
人
又
復
增
加
、
殆
非
成
於
一
人
之
手
。
則
或
以
爲
子
夏
、
或
以
爲
毛

公
、
或
以
爲
衛
宏
、
其
勢
然
也（

（6
（

）

こ
れ
に
據
れ
ば
、
曹
粹
中
は
詩
序
は
孔
子
の
弟
子
子
夏
が
撰
述
し
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
尊
序
派
の
段
昌

武
と
は
相
反
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
曹
粹
中
の
詩
說
を
重
視
し
引
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
段
昌

武
が
詩
序
の
作
者
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
を
曹
粹
中
の
詩
經
學
全
体
を
評
價
す
る
絶
對
的
根
據
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と

を
表
す
。
詩
經
學
史
に
お
い
て
、
尊
序
派
か
反
序
派
か
で
宋
代
の
詩
經
學
者
の
學
問
を
色
分
け
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
分
類
法
が
實
情
に
即
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
愼
重
に
再
考
す
べ
き

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
段
昌
武
所
見
『
詩
集
解
』
が
呂
祖
謙
が
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
は
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る

『
段
解
』
が
引
用
す
る
朱
說
の
中
に
は
、
同
趣
旨
の
注
が
『
呂
記
』『
集
傳
』
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
る
が
、
相
互
に
繁
簡
の
差
が
見
ら

れ
た
り
、
單
な
る
誤
寫
と
は
考
え
に
く
い
異
同
が
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
。
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大
雅
「
抑
」
七
章

朱
曰
、
言
視
爾
友
於
君
子
之
時
、
和
樂◇
Ａ

爾
之
顏
色
、
其
戒
懼
之
意
、
常
若
自
省
。
曰
豈
不
至
於
有
過
乎
。
此
言
其
修
於
顯
也◇
Ｂ

。

然
視
爾
獨
居
於
室
中
之
時
、
亦
當◆

◆

庶
幾
不
愧
于
屋
漏
、
然
後
可
爾◆

◆

。
無
曰
此
非
顯
明
之
處
而
莫
予
見
也
。
當
鬼◆

◆

神◇
Ｃ

之
妙◆

◆

、
無
物
不

體
、
其
至
於
是
有
不
可
得
而
測
者◆

◆

、
不
顯
亦
臨
、
猶
懼
有
失
。
況◆

◆

可
厭
射◆

◆

而
不
敬
乎
。
此
言
不
但
修
之
於
外
、
又
當
戒
謹◆

◆

乎
其
所

不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞◇
Ｄ

、
而
謹
其
獨◆

◆

也
。
是
則
修
之
至
也◇
Ｅ

當
該
箇
所
の
『
呂
記
』
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

朱
氏
曰
、
視
爾
獨
居
於
室
中
之
時
、
當
庶
幾
不
媿
于
屋
漏
、
然
後
可
。
無
曰
此
非
顯
明
之
處
而
莫
予
見
也
。
當
知
鬼
神
之
至
也
、

不
可
得
而
測
度
、
又
豈
可
厭
倦
而
不
敬
乎
。
此
言
當
戒
懼
乎
其
所
不
覩
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
、
而
愼
其
獨
也
。
是
則
修
之
至
也

兩
者
を
比
較
す
る
と
、『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
朱
說
が
節
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

も
細
か
く
校
合
す
る
と
兩
書
の
引
用
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

◆
1
亦
當

―
『
呂
記
』
無
「
亦
」
字
。

◆
2
可
爾

―
『
呂
記
』
無
「
爾
」
字
。

◆
3
當
鬼
神

―
「
當
」
下
『
呂
記
』
有
「
知
」
字
。
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◆
4
鬼
神
之
妙

―
「
妙
」『
呂
記
』
作
「
至
」。

◆
5
測
者

―
『
呂
記
』
作
「
測
度
者
」。

◆
6
況

―
『
呂
記
』
作
「
豈
」。

◆
7
厭
射

―
『
呂
記
』
作
「
厭
倦
」。

◆
8
戒
謹

―
『
呂
記
』
作
「
戒
懼
」。

◆
9
謹
其
獨

―
『
呂
記
』
作
「
愼
其
獨
」。

呂
祖
謙
、
段
昌
武
い
ず
れ
か
に
よ
る
引
用
時
に
お
け
る
轉
寫
の
誤
り
（
あ
る
い
は
後
人
に
よ
る
筆
寫
の
際
の
誤
り
）
と
い
う
こ
と
で

說
明
可
能
な
も
の
も
あ
る
が
、
◆
6
・
◆
8
・
◆
9
な
ど
、
そ
う
と
斷
定
す
る
こ
と
を
は
ば
か
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
集
傳
』
を
比
較
の
對
象
に
加
え
る
と
、
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
。『
集
傳
』
の
當
該
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

言
視
爾
友
於
君
子
之
時
、
和
柔
爾
之
顏
色
、
其
戒
懼
之
意
、
常
若
自
省
。
曰
豈
不
至
於
有
過
乎
。
蓋
常
人
之
情
、
其
脩
於
顯
者
、

無
不
如
此
。
然
視
爾
獨
居
於
室
之
時
、
亦
當
庶
幾
不
愧
于
屋
漏
、
然
後
可
爾
。
無
曰
此
非
顯
明
之
處
而
莫
予
見
也
。
當
知
鬼
神
之

妙
、
無
物
不
體
、
其
至
於
是
有
不
可
得
而
測
者
、
不
顯
亦
臨
、
猶
懼
有
失
。
況
可
厭
射
而
不
敬
乎
。
此
言
不
但
脩
之
於
外
、
又
當

戒
謹
恐
懼
乎
其
所
不
睹
不
聞
也
。
子
思
子
曰
、
君
子
不
動
而
敬
、
不
言
而
信
。
又
曰
、
夫
微
之
顯
誠
之
不
可
揜
如
此
。
此
正
心
誠

意
之
極
功
、
而
武
公
及
之
、
則
亦
聖
賢
之
徒
矣

右
に
列
擧
し
た
、『
呂
記
』
と
『
段
解
』
と
の
文
字
の
異
同
箇
所
を
見
る
と
、『
集
傳
』
で
は
◆
3
以
外
は
『
段
解
』
と
同
じ
字
と
な
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っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
異
動
の
理
由
を
少
な
く
と
も
段
昌
武
の
轉
寫
時
の
誤
り
に
歸
す
る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
ま
た
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
『
段
解
』
は
『
集
傳
』
か
ら
引
用
し
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
兩
書
の
間
に
も
次
の
よ
う

な
文
字
の
異
同
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

◇
Ａ　

和
樂

―
『
集
傳
』
作
「
和
柔
」。

◇
Ｂ　

此
言
其
修
於
顯
也

―
『
集
傳
』
作
「
蓋
常
人
之
情
其
脩
於
顯
者
無
不
如
此
」。

◇
Ｃ　

當
鬼
神

―
「
當
」
下
『
集
傳
』
有
「
知
」
字
。

◇
Ｄ　

又
當
戒
謹
乎
其
所
不
睹
恐
懼
乎
其
所
不
聞

―
『
集
傳
』
作
「
又
當
戒
謹
恐
懼
乎
其
所
不
睹
不
聞
也
」。

◇
Ｅ　

而
謹
其
獨
也
是
則
修
之
至
也

―
『
集
傳
』
作
「
子
思
子
…
…
」。

◇
Ｃ
の
「
當
鬼
神
」
が
、『
呂
記
』
所
引
朱
說
・『
集
傳
』
と
も
「
當
知
鬼
神
」
と
な
っ
て
い
て
段
昌
武
の
誤
寫
が
疑
わ
れ
る
の
を
除

い
て
、
他
の
異
同
箇
所
は
『
呂
記
』
と
の
異
同
と
共
通
す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
も
、
◇
Ｄ
と
◇
Ｅ
で
は
『
段
解
』
の
引
用
文
字
は

『
集
傳
』
よ
り
も
『
呂
記
』
に
近
く
、
段
昌
武
が
單
純
に
『
集
傳
』
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
箇
所
の
注
は
『
呂
記
』『
集
傳
』
ど
ち
ら
か
一
本
に
據
っ
た
も
の
で
は
な
く
、『
詩
集
解
』
原
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
か
つ
、『
呂
記
』
と
の
異
同
點
の
多
く
が
『
集
傳
』
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
の
見
た
『
詩
集
解
』
原
本
は
、

呂
祖
謙
が
引
用
し
た
も
の
と
同
じ
で
は
な
く
、
後
に
朱
熹
が
改
訂
し
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
も
う
一
つ

の
可
能
性
と
し
て
、
呂
祖
謙
が
『
詩
集
解
』
か
ら
節
略
し
つ
つ
引
用
す
る
際
、
文
字
を
自
分
な
り
に
改
め
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

結
論
を
出
す
に
は
、
さ
ら
な
る
例
証
の
檢
討
が
必
要
で
あ
る
。
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（
3
）
段
昌
武
は
『
呂
記
』
の
朱
說
を
別
テ
キ
ス
ト
に
據
っ
て
對
校
し
て
い
て
引
用
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

第
3
節
で
取
り
上
げ
た
小
雅
「
常
棣
」（
お
よ
び
注
（
13
）
で
取
り
上
げ
た
邶
風
「
匏
有
苦
葉
」）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
章
、
は

な
は
だ
し
く
は
一
詩
の
注
釋
は
全
面
的
に
『
呂
記
』
に
依
據
し
た
と
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
の
朱
說
に
つ
い
て
は
『
呂

記
』
と
細
か
い
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
は
、『
段
解
』
所
引
の
方
が
よ
り
正
確
に
朱
說
を
傳
え
て
い
る
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
段
昌
武
が
『
呂
記
』
の
注
釋
を
自
著
に
引
き
寫
す
際
に
改
め
て
『
詩
集

解
』
に
基
づ
い
て
朱
說
を
確
認
し
『
呂
記
』
の
引
用
の
不
備
を
改
め
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。『
呂
記
』
を
參
照
す
る
に
お
い
て

は
安
易
と
評
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
手
法
を
と
り
な
が
ら
、
引
用
文
獻
を
原
本
に
よ
っ
て
確
認
し
て
『
呂
記
』
の
不
備
を
正
す
と
い
う
、

あ
る
意
味
で
不
思
議
な
態
度
は
、『
呂
記
』
の
注
釋
を
よ
り
信
頼
性
の
高
い
形
に
仕
立
て
直
し
て
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
點
で
、

（
1
）
に
通
じ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
段
昌
武
に
と
っ
て
朱
熹
の
詩
說
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
言
う
こ
と
も
表
し
て
い

る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
の
解
釋
の
仕
方
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
段
昌
武
の
見
た
『
呂
記
』
が
、
現
在

我
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
三
種
の
宋
刊
本
と
は
異
な
る
版
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
段
昌
武
が
『
詩
集
解
』
原
本
に
基
づ
い
た
可
能
性
は
消
え
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、『
段
解
』
所
引
の
朱
說
の
方
が
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
彼
が
見
た
の
は
呂
祖
謙
の
原
本
に
よ
り
忠
實
な
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
呂
記
』
の
校
勘
の
た
め

の
資
料
と
し
て
『
段
解
』
を
利
用
で
き
る
可
能
性
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、『
呂
記
』
と
『
段
解
』
と
を
全

面
的
に
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
の
力
の
及
ぶ
範
圍
で
は
な
い
の
で
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
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以
上
、
前
稿
に
引
き
續
い
て
、
朱
熹
の
後
輩
の
詩
經
學
者
の
著
述
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
詩
說
の
時
期
を
判
別
す
る
調
査
の
結
果
を
報

告
し
た
。
こ
の
作
業
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、『
詩
緝
』『
段
解
』
所
引
の
朱
熹
詩
說
は
、『
呂
記
』
に
引
か
れ
な
い
『
詩
集

解
』
佚
文
の
み
に
價
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
朱
說
の
中
に
も
『
呂
記
』
お
よ
び
『
集
傳
』
と
比
較

す
る
こ
と
で
、
朱
熹
の
詩
經
學
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
か
ら
嚴
粲
・
段
昌
武
の
詩

經
學
の
性
格
、
そ
の
解
釋
態
度
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
朱
熹
の
詩
說
が
南
宋
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
か
を
考

え
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
ひ
い
て
は
、
南
宋
期
に
お
い
て
、
經
學
の
著
述
が
ど
の
よ
う
に
傳
播
し
享
受
さ
れ
た
か
と
い
う
問

題
を
考
え
る
上
で
も
有
用
で
あ
る
。
學
者
間
の
經
說
の
繼
承
關
係
の
考
證
と
い
う
研
究
方
法
は
、
思
い
の
外
、
實
り
多
い
成
果
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
研
究
』
第
七
號
、
二
〇
一
四
）
所
收
。

（
2
）
テ
キ
ス
ト
は
、『
朱
氏
全
書　

修
訂
本
』（
朱
傑
人
・
嚴
佐
之
・
劉
永
翔
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）

第
一
冊
所
收
本
を
用
い
、
必
要
に
應
じ
て
景
印
静
嘉
堂
文
庫
藏
宋
刊
本
（
四
部
叢
刊
廣
編
04
）
に
據
っ
て
確
認
し
た
。

（
3
）
以
下
、
宋
人
の
生
卒
年
お
よ
び
略
傳
に
つ
い
て
は
、
特
に
斷
ら
な
い
限
り
、
昌
彼
特
等
編
『
宋
人
傳
記
資
料
索
引
』（
增
訂
三
版
、
臺
灣
、

鼎
文
、
二
〇
〇
一
）
に
據
っ
た
。

（
4
）
本
稿
で
言
う
『
詩
集
解
』
と
は
假
想
的
な
性
格
を
多
分
に
持
つ
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
朱
熹
詩
經
學
の
變
化
を
考
え
る
た
め

に
は
、
舊
說
と
新
說
に
二
分
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
考
え
、『
詩
集
傳
』
以
前
の
詩
說
を
、
い
ま
だ
尊
序
の
立
場
に
立
っ

て
い
た
時
期
の
も
の
と
い
う
觀
點
か
ら
『
詩
集
解
』
の
書
名
の
も
と
に
集
約
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
七
頁

を
參
照
さ
れ
た
い
。
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（
5
）
テ
キ
ス
ト
は
、
景
印
常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
宋
刊
本
（
四
部
叢
刊
廣
編
04
）
を
用
い
た
。

（
6
）
テ
キ
ス
ト
は
、
影
印
清
抄
本
（
田
國
福
編
、
歷
代
詩
經
版
本
叢
刊
08
、
齊
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
）
を
用
い
た
。

（
7
）
三
書
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
詩
說
は
、
束
景
南
氏
に
よ
っ
て
集
佚
さ
れ
、『
朱
熹
佚
文
輯
考
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
、
未
見
）

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
後
に
增
補
改
訂
さ
れ
『
朱
熹
佚
詩
佚
文
全
考
』
と
し
て
、『
朱
氏
全
書　

修
訂
本
』
第
二
六
册
に
收
錄
さ
れ

る
。
な
お
、
先
ご
ろ
公
刊
さ
れ
た
夏
傳
才
主
編
『
詩
經
學
大
辭
典
』（
河
北
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
の
「
歷
代
詩
經
學
史
卷
」「
朱
熹

舊
稿
《
詩
集
解
》」
の
項
に
據
れ
ば
、
臺
灣
・
潘
重
規
氏
が
『
呂
記
』『
詩
緝
』
所
引
の
『
詩
集
解
』
說
解
六
五
條
を
收
集
し
『
詩
序
舊

說
』
一
卷
に
ま
と
め
て
い
る
と
い
う
（
三
九
六
頁
）。
筆
者
は
い
ま
だ
同
書
を
探
し
當
て
て
い
な
い
が
、
今
後
披
見
が
叶
っ
た
場
合
、
前

稿
の
論
を
大
幅
に
改
訂
す
る
必
要
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
、
こ
こ
に
補
記
す
る
。

（
8
）『
段
解
』
卷
首
、
段
維
清
「
請
給
授
狀
」。

（
9
）
本
例
は
、
長
文
の
引
用
で
あ
り
、
か
つ
内
容
に
踏
み
込
ま
な
く
と
も
考
察
可
能
で
あ
る
た
め
、
譯
文
は
略
し
た
。

（
10
）
本
詩
お
よ
び
齊
風
「
載
驅
」
の
當
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
愼
重
を
期
し
、
注
（
5
）
で
擧
げ
た
四
部
叢
刊
本
の
他
、『
宮
内
廳
書

陵
部
收
藏
漢
籍
集
覧
書
誌
書
影
・
全
文
影
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
に
收
め
る
二
種
の
宋
刊
本
と
對
校
を
行
い
、
異
同
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
11
）
詩
篇
の
訓
讀
は
、
清
原
氏
批
點
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
『
毛
詩
鄭
箋
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）
を
參
考
に
し
つ
つ
、
本
論
で
考
察
の

對
象
と
す
る
學
者
の
說
を
反
映
す
る
よ
う
、
適
宜
改
變
を
加
え
つ
つ
行
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
12
）
舊
說
と
新
說
と
で
は
「
子
」
の
指
す
對
象
が
異
な
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
本
詩
が
誰
が
誰
に
向
け
て
詠
っ
た
の
か
と
い
う
認
識
が
異
な

っ
て
い
る
。
本
詩
は
衛
國
の
家
臣
の
大
夫
が
美
々
し
い
出
で
立
ち
で
隱
君
子
を
招
聘
し
に
や
っ
て
來
た
の
を
詠
う
詩
で
あ
る
が
、
舊
說
で

は
「
子
」
と
は
出
迎
え
る
隱
君
子
が
大
夫
を
褒
め
稱
え
て
言
っ
た
も
の
と
と
る
の
に
對
し
、
新
說
で
は
大
夫
が
自
分
を
出
迎
え
て
く
れ
た

隱
君
子
を
褒
め
稱
え
て
言
っ
た
も
の
と
と
る
。『
集
傳
』
に
「
彼
其
所
見
之
賢
者
、
將
何
以
畀
之
而
答
其
禮
意
之
勤
乎
」
と
あ
る
。

（
13
）
こ
れ
に
關
し
て
は
、
今
ひ
と
つ
別
種
の
引
用
に
も
參
考
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
段
解
』
所
引
の
朱
說
と
同
文
、
あ
る
い
は

ほ
と
ん
ど
同
文
が
『
呂
記
』『
集
傳
』
い
ず
れ
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
引
用
情
況
か
ら
、『
詩
集
解
』
原
本
に
基
づ
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
（
表
1
で
は
、
便
宜
上
③
に
分
類
さ
れ
て
い
る
）。
邶
風
「
匏
有
苦
葉
」
四
章
の
『
段
解
』
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
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朱
曰
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
男
女
が
必
ず
連
れ
合
い
が
現
れ
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
か
ら
相
手
に
從
う
の
に
喩
え
る
（
朱
曰
、
以
比0

男
女
必
待
配
耦
而
相
從
）

『
呂
記
』
の
當
該
箇
所
に
は
、「
朱
氏
曰
、
以
配0

男
女
必
待
配
耦
而
相
從
」
と
あ
り
、『
段
解
』
で
「
比
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

「
配
」
の
字
に
作
る
。
一
方
、『
集
傳
』
は
『
段
解
』
と
同
じ
く
「
比
」
の
字
に
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
の
み
を
見
る
と
、
段
昌
武
が
こ
の
部
分
を
『
集
傳
』
か
ら
引
用
し
た
か
、
あ
る
い
は
『
詩
集
解
』
原
本
は
「
比
」
に
作
っ
て
お
り
、

段
昌
武
は
そ
れ
を
見
て
『
呂
記
』
の
引
用
を
正
し
た
と
い
う
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
を
根
據
に
し
て
、
段
昌
武

が
本
注
全
體
を
『
呂
記
』
で
は
な
く
『
集
傳
』、
あ
る
い
は
『
詩
集
解
』
原
本
に
據
っ
た
と
は
卽
斷
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
段
解
』

の
こ
の
章
の
注
は
、「
毛
・〔
孔
〕・
毛
（
続
）・
朱
・
呂
（
祖
謙
）」
で
あ
る
が
、『
呂
記
』
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
・
配
列
だ
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
段
昌
武
は
『
呂
記
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
呂
記
の
引
用

を
『
詩
集
解
』
あ
る
い
は
『
集
傳
』
に
よ
っ
て
改
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
段
昌
武
が
注
の
内
容
上
は
『
呂
記
』
に
甚
だ
し
く
依
存
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
を
引
き
寫
し
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
に
據
っ
て
確
認
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
表
す
。

（
14
）
前
掲
拙
稿
、
五
～
六
頁
。

（
15
）『
說
文
解
字
』
第
十
一
、
沝
部
に
、「
𣹳
」（「
流
」
の
本
字
）
を
解
し
て
、「
水
行
也
」
と
言
う
。

（
16
）
漢
文
大
系
13
『
七
書
』
所
收
『
司
馬
法
』（
增
補
三
版
、
冨
山
房
、
一
九
七
八
）
に
は
、
こ
の
文
は
見
え
な
い
。

（
17
）「
鄉
遂
」
と
は
、
周
の
制
度
上
の
地
域
區
分
。
都
の
郊
内
に
六
鄉
、
郊
外
に
六
遂
が
置
か
れ
た
（『
漢
語
大
詞
典
』）。

（
18
）『
正
義
』
に
、「
當
是
於
時
、
出
軍
之
數
有
三
千
耳
。
或
出
於
公
邑
不
必
皆
鄉
遂
也
」
と
言
う
。

（
19
）
鄭
元
敏
氏
に
據
れ
ば
、
こ
の
王
安
石
の
說
は
他
に
、『
李
黃
解
』『
詩
緝
』『
會
通
』『
詩
經
世
本
古
義
』『
讀
詩
略
記
』
に
も
見
え
る
と
い

う
（『
三
經
新
義
輯
考
彙
評
（
二
）

―
詩
經
』
一
四
八
頁
、
臺
灣
、
國
立
編
譯
館
、
一
九
八
六
）。

（
20
）「
亂
」
を
「
わ
た
る
こ
と
を
」
と
訓
じ
た
の
は
、
清
原
氏
批
點
本
に
據
っ
た
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
『
毛
詩
鄭
箋
』（
三
）、
一
二
二
頁
）。

該
書
で
は
振
り
仮
名
が
「
ネ
タ
ル
コ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
川
環
樹
・
木
田
章
義
校
訂
『
毛
詩
抄

―
詩
經
』（
四
）（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
、
一
四
四
頁
）
が
「
わ
た
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
の
に
倣
い
、「
わ
」
の
片
仮
名
「
禾
」
が
「
ネ
」
に
誤
っ
た
と
解
し
た
。
た
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だ
し
、『
毛
詩
抄
』
が
「
わ
た
る
こ
と
を
」
を
「
渉
」
の
右
側
に
振
っ
て
い
る
の
は
、
位
置
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）
訓
讀
は
朱
熹
の
說
を
反
映
さ
せ
た
。
毛
傳
が
「
爲
兄
亦
宜
、
爲
弟
亦
宜
」
と
言
う
の
に
據
れ
ば
、
清
原
氏
批
點
本
の
ご
と
く
、「
兄
こ
の
か
み

た

る
に
宜
し
、
弟お
と
と

た
る
に
宜
し
」
と
訓
じ
る
こ
と
に
な
る
（『
毛
詩
鄭
箋
』（
二
）、
六
六
頁
）。

（
22
）
歐
陽
脩
『
詩
本
義
』・
程
頤
「
詩
說
」
は
「
蓼
蕭
」
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

（
23
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
傳
箋
正
義
お
よ
び
北
宋
の
諸
家
・
呂
祖
謙
な
ど
、
主
立
っ
た
學
者
は
み
な
朱
熹
と
同
說
で
あ
る
。
下
の
「
莫
不
令

德
」
の
句
に
よ
り
「
君
子
」
が
複
数
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
て
な
す
側
の
「
天
子
」
を
指
す
可
能
性
が
あ
ら
か
じ
め
塞

が
れ
て
い
た
た
め
、
說
の
分
岐
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
24
）『
正
義
』
の
說
に
據
る
な
ら
ば
、「
湛
露
」
で
詠
わ
れ
る
の
が
天
子
の
ご
く
近
親
を
招
い
た
宴
會
で
あ
る
の
と
は
、「
蓼
蕭
」
の
宴
會
は
同

じ
天
子
の
催
す
宴
席
と
は
い
っ
て
も
、
規
模
も
性
格
も
異
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
詩
の
内
容
の
關
連
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

（
25
）
王
安
石
『
詩
經
新
義
』
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
說
は
殘
ら
な
い
。

（
26
）
テ
キ
ス
ト
は
、『
朱
氏
全
書　

修
訂
本
』
第
一
卷
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
を
用
い
た
。

（
27
）
鄭
風
「
野
有
蔓
草
」
の
序
に
、「
野
有
蔓
草
、
思
遇
時
也
。
君
之
澤
不
下
流
、
民
窮
於
兵
革
、
男
女
失
時
、
思
不
期
而
會
焉
」
と
い
う
の

に
對
し
て
、「
詩
序
辯
説
」
で
は
「
東
萊
呂
氏
曰
、
君
之
澤
不
下
流
、
迺
講
師
見
零
露
之
語
、
從
而
附
益
之
」
と
言
う
。

（
28
）「
雙
行
注
」
と
區
別
す
る
た
め
に
、
本
文
と
文
字
の
大
き
さ
と
行
格
が
同
じ
注
を
便
宜
的
に
「
單
行
注
」
と
稱
す
る
。

（
29
）「
倉
兄
塡
矣
」
は
、
毛
傳
に
よ
る
訓
と
朱
熹
舊
說
に
よ
る
訓
と
を
併
記
し
た
。
た
だ
し
、「
倉
兄
」
の
『
段
解
』
の
「
朱
曰
、
倉
兄
與
愴

怳
同
・
悲
閔
之
意
」
は
、『
集
傳
』
に
同
文
が
あ
る
が
『
呂
記
』
に
は
見
え
な
い
た
め
、
朱
熹
舊
說
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
便
宜

上
こ
れ
に
よ
っ
て
訓
じ
た
。

（
30
）
本
文
で
引
用
し
た
毛
傳
に
つ
い
て
、『
正
義
』
に
、

『
爾
雅
』「
釋
言
」
に
、「『
烝
』
は
『
塵
』
と
同
義
で
あ
る
」
と
言
う
。
孫
炎
の
注
に
、「『
烝
』
と
は
、
物
が
時
間
を
經
れ
ば
そ
の

上
に
塵
が
積
も
る
、
だ
か
ら
『
塵
』
と
は
「
久
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
言
う
。
古
は
「
塵
」
と
「
塡
」
の
字
は
同
じ
で
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あ
っ
た
か
ら
、
故
に
「
塡
」
も
「
久
し
い
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
（
釋
言
云
、
烝
、
塵
也
。
孫
炎
曰
、
烝
、
物
久

之
塵
、
則
塵
爲
久
義
。
古
者
塵
、
塡
字
同
、
故
塡
得
爲
久
）」
と
言
う
。

「
陳
」
が
「
久
し
い
」
と
い
う
字
訓
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
史
記
』「
平
準
書
」
の
、「
於
是
大
農
陳
藏
錢
經
耗
」
の
裴
駰
『
集
解
』

に
引
か
れ
た
韋
昭
の
訓
詁
が
あ
る
（
宗
福
邦
等
主
編
『
故
訓
匯
纂
』
商
務
院
書
館
、
二
〇
〇
七
、
に
據
る
）。

（
31
）『
集
傳
』
に
「
瘨
、
病
」
と
言
う
。

（
32
）
同
様
の
例
と
し
て
、
邶
風
巻
首
の
『
段
解
』
の
「
邶
鄘
地
既
入
衛
、
其
詩
皆
主
衛
事
、
而
必
存
其
舊
號
者
、
豈
其
聲
之
異
歟
。
非
特
衛

事
然
也
」
が
擧
げ
ら
れ
る
（「
非
特
衛
事
然
也
」
の
六
字
は
『
呂
記
』
に
見
え
ず
『
詩
集
解
』
佚
文
で
あ
る
）。
こ
こ
で
朱
熹
は
衛
國
の
歌

謠
が
『
詩
經
』
の
中
で
そ
の
故
國
に
よ
っ
て
三
篇
に
分
か
れ
て
い
る
理
由
を
、
詩
を
載
せ
て
歌
う
音
楽
の
違
い
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
し
て

い
る
。
し
か
し
、『
集
傳
』
で
は
、「
但
邶
鄘
地
既
入
衛
、
其
詩
皆
爲
衛
事
、
而
猶
繫
其
故
國
之
名
、
則
不
可
曉
」
と
不
詳
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
舊
說
に
は
確
た
る
根
據
が
な
か
っ
た
た
め
撤
回
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
朱
熹
の
學
問
的
判
斷
に
際
し
て
の
愼
重
さ
を
示
し
て

い
る
。

（
33
）『
鄭
箋
』
に
、「
こ
れ
は
天
子
の
乗
る
車
の
飾
り
を
言
う
。
諸
侯
が
天
子
に
私
的
に
謁
見
す
る
時
は
、
天
子
は
必
ず
車
に
乘
っ
て
門
ま
で

迎
え
に
出
る
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
（
此
說
天
子
之
車
飾
者
。
諸
侯
燕
見
天
子
、
天
子
必
乘
車
迎
于
門
。
是
以
云
然
）」

と
言
う
。
王
安
石
の
注
は
、
こ
の
鄭
玄
の
說
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
乘
馬
路
車
」
は
、
大
雅
「
韓
奕
」
に
、「
其
の
贈

お
く
り
も
の

は

維
れ
何
ぞ
や
、
乘
馬
路
車
な
り
（
其
贈
維
何
、
乘
馬
路
車
）」
と
言
い
、
そ
の
『
鄭
箋
』
に
「
大
功
の
あ
っ
た
韓
侯
を
も
て
な
す
た
め
宣

王
は
公
卿
の
顯
父
に
命
じ
て
韓
侯
を
馬
車
で
送
ら
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
厚
い
眞
心
を
送
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
又
使
送
以
車

馬
、
所
以
贈
厚
意
也
）」
と
言
う
。
王
安
石
が
、「
乘
馬
路
車
、
天
子
所
以
好
諸
侯
也
」
と
言
う
の
は
、
恐
ら
く
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
34
）
鄭
元
敏
氏
は
、
王
安
石
の
說
に
對
す
る
評
語
の
中
に
、
こ
の
朱
說
を
載
せ
て
い
な
い
（
前
掲
書
一
四
〇
頁
）。

（
35
）『
呂
記
』
は
王
安
石
の
注
を
引
用
し
て
い
る
が
、
雙
行
注
の
朱
熹
の
說
は
載
せ
て
い
な
い
。

（
36
）
鄭
元
敏
氏
も
、
朱
熹
の
言
葉
を
王
安
石
の
說
に
對
す
る
評
語
と
取
っ
て
い
る
（
前
掲
書
三
一
頁
）。

（
37
）
テ
キ
ス
ト
は
、
景
印
呉
縣
潘
氏
滂
憙
齋
藏
宋
刊
本
（
四
部
叢
刊
廣
編
03
）
に
據
っ
た
。
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（
38
）『
鄭
箋
』
は
「
慍
」
に
つ
い
て
は
特
に
解
釋
を
示
し
て
お
ら
ず
、「
仁
人
が
怒
る
」
と
解
し
た
の
は
正
確
に
は
『
正
義
』
で
あ
る
。

（
39
）
毛
傳
の
「
慍
、
怒
也
」
に
つ
い
て
、『
毛
詩
校
勘
記
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

案
ず
る
に
、『
經
典
釋
文
』
は
本
詩
の
「
慍
」
の
下
に
「
怒
也
」
と
言
う
。
こ
れ
は
『
釋
文
』
が
據
っ
た
『
毛
詩
』
の
テ
キ
ス
ト

の
『
毛
傳
』
が
「
怒
」
に
作
っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
。『
正
義
』
に
、「
言
仁
人
憂
心
悄
悄
然
、
而
怨
此
群
小
人
在
於
君
側
者
也
」

と
言
う
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、『
正
義
』
の
據
っ
た
『
毛
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
の
『
毛
傳
』
は
、「
怒
」
で
は
な
く
「
怨
」
に
作
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
雅
「
緜
」
の
『
毛
傳
』
に
、「『
慍
』
は
恚い
か

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
言
い
、『
正
義
』
に
、「『
說
文
』
に

『
慍
、
怨
也
』
と
あ
り
、『
恚
、
怒
也
』
と
あ
る
。
怨
み
が
あ
れ
ば
必
ず
怒
る
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
『
說

文
』
に
「
慍
、
怨
也
」
と
あ
る
の
も
、〔『
正
義
』
の
見
た
「
柏
舟
」
の
『
毛
傳
』
が
「
慍
、
怨
也
」
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い

う
推
測
を
裏
付
け
る
〕
ま
た
一
つ
の
證
據
で
あ
る
（
案
釋
文
慍
下
云
怒
也
、
是
釋
文
本
此
傳
作
怒
也
。
正
義
云
、
言
仁
人
憂
心
悄

悄
然
、
而
怨
此
群
小
人
在
於
君
側
者
也
。
正
義
本
怒
字
當
是
怨
字
。
綿
傳
云
、
慍
恚
。
正
義
云
、
說
文
慍
、
怨
也
。
恚
、
怒
也
。

有
怨
必
怒
之
。
所
引
說
文
慍
、
怨
也
、
亦
其
一
證
）

と
言
う
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
疏
家
が
「
怨
む
こ
と
有
れ
ば
必
ず
之
を
怒
る
」
と
言
っ
て
、「
怨

み
」
と
「
怒
り
」
を
一
體
的
に
說
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、『
毛
傳
』
の
「
慍
、
怒
也
」
を
「
怨
み
」
の
感
情
に
讀
み
替
え
よ
う
と

し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
虐
待
さ
れ
た
仁
人
の
表
す
感
情
と
し
て
は
あ
か
ら
さ
ま
な
怒
り
よ
り
、
心
の
う
ち
に

込
め
た
怨
み
の
方
が
似
つ
か
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
文
で
見
た
よ
う
に
唐
宋
に
お
い
て
「
慍
」
の
主
體
に
つ
い
て
の
說
の
變
化
が

あ
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
毛
公
は
群
小
が
怒
る
と
解
し
て
い
た
の
を
、『
正
義
』
が
「
慍
」
の
主
體
を
主
人
公
と
捉
え
、
そ
れ
に

合
う
よ
う
に
あ
え
て
『
毛
傳
』
の
「
怒
る
」
と
い
う
訓
詁
を
「
怨
む
」
に
擴
大
解
釋
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
40
）
王
安
石
と
朱
熹
の
詩
經
學
の
關
係
を
考
察
し
た
も
の
に
、
伊
澤
耕
一
「
王
安
石
『
詩
義
』
に
關
す
る
一
考
察

―
朱
熹
『
詩
』
學
と
の

關
わ
り
に
お
い
て

―
」（『
詩
經
研
究
』
第
二
九
號
、
二
〇
〇
四
）
が
あ
り
、
本
稿
第
四
章
で
取
り
上
げ
た
小
雅
「
采
芑
」
舊
新
注
に
つ

い
て
も
分
析
さ
れ
て
い
る
の
を
參
照
の
こ
と
。

（
41
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
一
般
論
と
し
て
…
…

―
歴
史
主
義
的
解
釋
か
ら
の
脱
却
に
か
か
わ
る
方
法
的
概
念
に
つ
い
て

―
」（
慶
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應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
第
四
〇
號
、
二
〇
〇
八
）、「
そ
れ
は
本
當
に
あ
っ
た
こ
と
か
？

―

詩
經
解
釋
學
史
に
お
け
る
歷
史
主
義
的
解
釋
の
諸
相

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
研
究
』
第
二
號
、
二
〇
〇
九
）
を
參
照

の
こ
と
。

（
42
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
詩
人
の
ま
な
ざ
し
、
詩
人
へ
の
ま
な
ざ
し

―
『
詩
經
』
に
お
け
る
詩
中
の
語
り
手
と
作
者
と
の
關
係
に
つ

い
て
の
認
識
の
變
化

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
研
究
』
第
五
號
、
二
〇
一
二
）
も
參
照
の
こ
と
。

（
43
）
こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
程
頤
の
詩
說
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
下
「
二
先
生
語
二
上
・
元
豐
己
未
呂
與
叔
東
見
二
先
生
語
」・
同
卷
二

四
「
伊
川
先
生
語
十
・
鄒
德
久
本
」
に
見
え
る
も
の
を
合
體
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
理
學
叢
書
『
二
程
集
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
、

上
冊
四
〇
頁
・
三
一
一
頁
）。

（
44
）
テ
キ
ス
ト
は
、『
戴
東
原
先
生
全
集
』（
大
化
書
局
景
印
、
一
九
七
八
）
所
收
、
曲
阜
孔
氏
微
波
榭
本
を
用
い
た
。

（
45
）
拙
稿
「
戴
震
の
詩
經
學
─
─
『
杲
溪
詩
經
補
注
』
の
立
場
と
方
法
─
─
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
四
號
、
一
九
九
二
）
參
照
。

（
46
）
戴
震
『
經
攷
附
録
』
卷
三
「
毛
詩
序
」（『
戴
東
原
先
生
全
集
』、
歙
縣
許
氏
藏
汪
氏
不
疏
園
所
寫
本
）
に
、「
毛
詩
序
傳
自
毛
公
、
以
爲

子
夏
之
學
、
雖
不
子
夏
所
爲
、
要
之
師
承
、
當
不
誣
…
…
是
先
師
相
傳
、
固
已
不
能
無
失
矣
」
と
言
う
。

（
47
）
戴
震
『
戴
東
原
集
』
卷
十
「
毛
詩
補
傳
序
」（『
戴
東
原
先
生
全
集
』、
鎭
海
張
氏
校
本
）
に
、「
作
詩
者
之
志
愈
不
可
知
矣
。
斷
之
以
思

無
邪
之
一
言
則
可
以
通
乎
其
志
」
と
言
い
、「
姑
以
夫
子
之
斷
夫
三
百
者
、
各
推
而
論
之
、
用
附
於
篇
題
後
」
と
言
う
。

（
48
）
本
問
題
に
關
連
し
て
、「
設
言
」
か
「
自
述
」
と
い
う
認
識
も
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
小
雅
「
采
薇
」
首
章
の
朱
熹
の

舊
新
の
解
釋
に
、
認
識
の
變
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。「
設
言
」「
自
述
」
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
い
か
に
し
て
詩
を
作
り
事
と
捉
え
る
か
？

―
『
毛
詩
正
義
』
に
見
ら
れ
る
假
構
認
識
と
宋
代
に
お
け
る
そ
の
發
展

―
」（
宋

代
詩
文
研
究
會
會
誌
『
橄
欖
』
第
十
六
號
、
二
〇
〇
九
）、「
詩
を
道
德
の
鑑
と
す
る
者

―
陳
古
刺
今
説
と
淫
詩
的
解
釋
か
ら
見
た
歐
陽

脩
と
朱
熹
の
詩
經
學
の
關
係

―
」（
宋
代
詩
文
研
究
會
會
誌
『
橄
欖
』
第
十
七
號
、
二
〇
一
〇
）
を
參
照
の
こ
と
。

（
49
）
漢
唐
詩
經
學
の
「
抑
」
解
釋
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
二
〇
〇
八
を
參
照
の
こ
と
。

（
50
）『
箋
』『
正
義
』
に
據
れ
ば
、「
女
雖
湛
樂
從
」（
三
章
）・「
脩
爾
車
馬
」（
四
章
）「
質
爾
人
民
」（
五
章
）
な
ど
は
臣
下
を
、「
視
爾
友
君
子
」
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（
七
章
）・「
辟
爾
爲
德
」（
八
章
）・「
於
乎
小
子
」（
十
章
・
十
二
章
）・「
誨
爾
諄
諄
」（
十
一
章
）
な
ど
は
王
を
指
す
と
解
し
て
い
る
。

（
51
）『
集
傳
』
で
は
「
女
雖
湛
樂
」（
二
章
）
に
つ
い
て
、「
女
武
公
使
人
誦
詩
而
命
己
之
辭
也
。
後
凡
言
女
言
爾
言
小
子
者
放
此
」
と
言
う
。

（
52
）
天
子
や
主
君
の
惡
事
へ
の
批
判
に
對
す
る
忌
避
の
問
題
と
關
連
し
て
、
追
刺
に
つ
い
て
の
朱
說
の
變
遷
も
參
考
に
な
る
。
拙
稿
「
な
ぜ

過
去
の
君
主
を
刺
っ
た
詩
と
解
釋
し
て
は
な
ら
な
い
か
？

―
宋
代
詩
經
學
者
の
追
刺
説
批
判

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中

國
研
究
』
第
三
號
、
二
〇
一
〇
）
に
お
い
て
、
宋
代
に
は
、
追
刺

―
亡
く
な
っ
た
王
の
失
政
を
後
世
の
詩
人
が
批
判
す
る
こ
と

―
と

い
う
觀
點
か
ら
の
解
釋
を
否
定
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。『
呂
記
』
に
す
で
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

朱
熹
の
舊
新
の
學
說
の
變
遷
の
中
に
こ
れ
に
對
應
す
る
例
が
あ
る
。
陳
風
「
墓
門
」
の
、

『
墓
門
』
は
陳
佗
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
。
陳
佗
に
は
立
派
な
守
り
役
が
付
け
ら
れ
ず
、
正
し
か
ら
ざ
る
行
い
を
す
る
に
至
り
、
そ

の
害
惡
は
萬
民
の
上
に
加
わ
っ
た
（
墓
門
、
刺
陳
佗
也
。
陳
佗
無
良
師
傅
、
以
至
於
不
義
、
惡
加
於
萬
民
焉
）

と
い
う
本
詩
小
序
の
『
段
解
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

朱
曰
く
…
…
本
詩
は
陳
佗
を
刺
っ
て
先
代
の
主
君
が
陳
佗
の
た
め
に
立
派
な
守
り
役
を
付
け
て
や
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
う
い

う
結
果
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
追
咎
し
て
い
る
（
朱
曰
…
…
此
詩
刺
佗
而
追
咎
先
君
不
能
爲
佗
置
良
師
傅
以
致
於
此
矣
）

陳
の
桓
公
の
異
母
弟
陳
佗
は
、
桓
公
の
太
子
を
殺
害
し
て
そ
の
座
を
奪
い
、
桓
公
の
死
後
陳
君
と
な
っ
た
が
、
後
に
殺
さ
れ
た
。
陳
佗

が
こ
の
よ
う
な
行
爲
に
走
っ
た
の
は
、
彼
を
よ
く
教
導
し
戒
め
る
守
り
役
が
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
小
序
は
言
う
の
で
あ
る
が
、
朱

熹
舊
注
は
さ
ら
に
進
め
て
、
詩
人
は
よ
い
守
り
役
を
付
け
な
か
っ
た
先
君
に
責
任
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
の
だ
と
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
呂
記
』
の
引
用
に
據
れ
ば
（『
段
解
』
も
同
じ
引
用
を
す
る
）、
北
宋
の
程
頤
、
蘇
轍
、
陳
氏
な
ど
の
說
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、『
集
傳
』
は
、
詩
句
の
「
夫
也
不
良
」
に
つ
い
て
、「
詩
に
『
不
良
』
と
言
わ
れ
て
い
る
人
が
誰
を
指
す
の
か
は
や
は
り
わ
か
ら
な

い
（
所
謂
不
良
之
人
亦
不
知
其
何
所
指
也
）」
と
言
い
、
本
詩
の
批
判
の
對
象
を
不
明
と
し
、
追
咎
の
詩
と
は
と
っ
て
は
い
な
い
。
い
っ

た
ん
、
小
序
の
規
定
の
枷
が
外
れ
る
と
、
亂
世
に
對
す
る
先
君
の
責
任
を
問
う
姿
勢
を
詩
篇
か
ら
読
み
取
ら
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、
本

文
で
檢
討
し
た
「
抑
」「
板
」
と
同
樣
の
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
53
）「
車
攻
」
小
序
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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宣
王
復
古
也
。
宣
王
能
内
脩
政
事
、
外
攘
夷
狄
、
復
文
武
之
竟
土
、
脩
車
馬
、
備
器
械
、
復
會
諸
侯
於
東
都
、
因
田
獵
而
選
車

徒
焉
。

（
54
）
仁
宗
禎
の
避
諱
に
よ
り
、「
小
序
」
中
の
「
貞
信
之
教
」
の
「
貞
」
を
「
正
」
に
改
め
た
も
の
。

（
55
）「
野
有
死
麕
」
首
章
の
『
集
傳
』
に
も
、「
南
國
被
文
王
之
化
、
女
子
有
貞
潔
自
守
、
不
爲
強
暴
所
汚
者
、
故
詩
人
因
所
見
以
興
其
事
而

美
之
」
と
言
う
。

（
56
）「
永
嘉
の
鄭
氏
曰
く
」
と
は
、
鄭
伯
熊
（
一
一
二
七
？
～
一
一
八
一
）、
字
は
景
望
の
『
六
經
口
義
拾
遺
』
と
思
わ
れ
る
。
錢
志
熙
「
永

嘉
學
派
《
詩
經
》
學
思
想
述
論
」
參
照
（
北
京
大
學
『
國
學
研
究
』、
第
一
八
卷
、
二
〇
〇
六
、
北
京
大
學
出
版
社
。
後
に
『
温
州
文
史

論
叢
』、
上
海
三
聯
書
店
、
二
〇
一
三
、
に
收
錄
さ
れ
る
。
ま
た
、「
永
嘉
學
派
の
詩
經
學
の
思
想
に
つ
い
て
」
の
題
で
拙
譯
が
『
橄
欖
』

第
十
四
・
十
五
號
、
宋
代
詩
文
研
究
會
、
二
〇
〇
七
・
二
〇
〇
八
に
掲
載
さ
れ
る
。
譯
文
で
は
第
十
四
號
一
八
六
頁
）。

（
57
）
同
様
の
例
は
、
小
雅
「
信
南
山
」
に
も
見
ら
れ
る
。
本
詩
首
章
の
『
段
解
』
に
、「
毛
曰
、
高
平
曰
原
、
下
濕
曰
隰
」
と
言
う
。『
呂

記
』
の
當
該
箇
所
に
は
、「
原
隰
解
見
皇
皇
者
華
」
と
あ
り
、
指
示
に
從
い
『
呂
記
』「
皇
皇
者
華
」
を
見
る
と
、「
毛
氏
曰
」
と
し
て
『
段

解
』
と
同
文
の
注
が
載
っ
て
い
る
。

（
58
）
曹
粹
中
、
生
卒
年
不
詳
。
宣
和
六
年
、
一
一
二
四
の
進
士
。
劉
安
世
の
弟
子
で
高
宗
朝
で
參
知
政
事
に
昇
っ
た
李
光
（
一
〇
七
八
～
一

一
五
九
）
の
女
婿
。
彼
の
詩
經
注
釋
は
、
劉
毓
慶
『
歷
代
詩
經
著
述
考
（
宋
―
元
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
）
に
、「
放
齋
詩
説
三
十
巻
、

曹
粹
中
撰
、
佚
」
と
し
て
著
録
さ
れ
（
一
七
七
頁
）、「
粹
中
字
純
老
、
定
海
人
、
李
光
之
婿
、
宣
和
六
年
進
士
、
釋
褐
黃
州
教
授
。
秦
檜

欲
因
李
光
見
之
、
粹
中
辭
不
見
。
隱
居
、
終
秦
之
世
、
未
嘗
求
仕
。
自
號
放
齋
」
と
い
う
小
傳
が
載
る
。

（
59
）
同
一
七
八
頁
。

（
60
）
こ
の
曹
粹
中
の
詩
說
は
、
劉
氏
前
掲
書
（
一
七
八
頁
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

＊
本
稿
は
平
成
26
年
度
慶
應
義
塾
大
學
學
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

＊
訂
正　

本
稿
校
正
稿
提
出
の
後
、
第
3
節
で
擧
げ
た
齊
風
「
載
驅
」
小
序
に
關
す
る
議
論
は
、
筆
者
の
草
卒
に
よ
る
誤
認
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
こ

に
深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
本
例
を
論
據
か
ら
外
し
た
い
。
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段昌武毛詩集解所引朱熹詩說考

⑧末尾の「亦追咎之詞也」が『集傳』に無い。それによって新舊の説が変化。
⑨ほとんどが『集傳』にも有るが、冒頭の「忒差忒也」のみ無い。
⑩後半の「周公託為鳥言以自比」無し。
⑪『集傳』、始めの「翹翹成而未定也」のみ無し。
⑫『集傳』、後半の「從管蔡之亂者」無し。
⑬『集傳』、末尾の「有諸侯之使焉」無し。
⑭『集傳』、「既見君子心」無し。
⑮『集傳』、前半無し。
⑯『集傳』、「其毒大苦謂憂之甚」無し。
⑰「泛言」、『呂記』に無し (『集傳』には有り )。
⑱『呂記』所引朱熹說より、文字が多い（「猶如此」の下に「田野之人皆有可用之才」十

字有り）。
⑲『呂記』、「何此君子獨去此而不敢少暇乎」無し。
⑳『呂記』、「會齊侯于禚四年春」無し。
�「蓋自可以見於不言之表矣」、『集傳』、「蓋可見矣」に作る。
�「詩序辯說」の文。
�ほとんど『呂記』にもあるが、末尾の「言好之無已也」のみ無し。
�後半3分の1程度、『呂記』に無し。
�「由庚」の『呂記』に、「朱氏曰意篇題之下必有譜焉如投壺魯鼓薛鼓之節而亡之耳」と

本注の一部と同文有り。
�段從詩集解。朱熹が詩集解から詩集傳へと書き換えた過程がよくわかる。
�「將使爾有子孫者先」、『呂記』に無し。
�「自以為徳」、『呂記』に無し。
�「燕安譽樂也」、『呂記』に無し。
�恣意的な引用。朱熹は實數と取らないのに段は取っている。
�章に分散して見えるものの、「事蓋蠶事也」のみ見えず。これは、首章の「公侯之事」

に對する注か。待考。
�ほとんど『呂記』に見えるが、途中の「既入衛其詩」と最後の「非特衛詩然也」だけが

見えない。
�『集傳』では、「褻之上」の下の「說文紲褻字同」が無い。
�『集傳』では、「褻之上」の下の「説文紲褻字同」が無い。
�後半部分、『呂記』『集傳』ともに無し。
�「下同」、『呂記』『集傳』ともに無し。
�『集傳』はほとんど有るが、「譖」を「讒」に作り、また「則文之盛也」無し。
�『集傳』はほとんど有るが、「或曰安也」のみ無し。
�「如雲衆而美也」、『集傳』、「如雲衆多」に作る。

（82）
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	 召南	 鵲巢0-1w	 采蘩3-4㉛	 采蘋3-2w	 行露0-1	 行露2-1w
	 	 摽有梅0-1	 摽有梅1-2	 摽有梅2-1	 摽有梅3-1	 小星1-3w
	 	 江有汜3-1w	 野有死𪊽3-1	 騶虞1-4w
	 邶	 題下注4w	 題下注5w㉜	 柏舟3-1w	 柏舟4-1w	 柏舟4-2w
	 	 擊鼓2-1w	 凱風0-1	 簡兮2-2w
	 鄘	 君子偕老3-1w㉝	定之方中0-1	 蝃蝀0-1	 干旄0-1	 干旄0-2w
	 	 干旄1-1w	 干旄1-2w	 干旄1-3	 干旄1-4	 干旄3-2w
	 王	 君子陽陽0-1
	 鄭	 緇衣0-1	 緇衣0-2w
	 魏	 伐檀1-1w	 伐檀1-2w	 伐檀3-1
	 秦	 車鄰1-1w	 小戎1-1w	 終南1-3
	 檜	 題下注2w	 匪風3-1㉞
	 曹	 鳲鳩4-1w	 下泉1-1w
	 豳	 七月0-2	 七月0-3w	 七月1-1w	 七月1-8w	 七月3-1w
	 	 鴟鴞1-2w	 東山4-1w	 伐柯1-2w
小雅	 鹿鳴	 采薇3-1	 出車3-4	 杕杜0-1	 魚麗1-1
	 南有嘉魚	南有嘉魚4-1w	 蓼蕭4-1w	 彤弓1-1w	 菁菁者莪1-1w	吉日0-1w
	 鴻鴈	 祈父1-1w	 黃鳥0-1
	 節南山	 正月0-1	 十月之交6-2w	十月之交7-3w	 巧言5-2w	 巷伯1-1
	 谷風	 楚茨1-2w
	 甫田	 大田3-1
大雅	 生民	 生民1-4w	 生民1-5w	 既醉0-1	 假樂1-1w	 公劉4-2w
	 	 板0-1
	 蕩	 抑0-1	 抑4-3㉟	 抑5-1	 抑6-4w	 抑6-5
	 	 抑7-3	 抑9-2	 桑柔1-2w	 桑柔3-2w	 桑柔8-3w
	 	 桑柔10-1㊱	 桑柔13-2w㊲	 雲漢0-1	 雲漢1-2㊳	 雲漢5-3
	 	 崧高2-2	 烝民6-3w	 韓奕1-4	 韓奕4-1㊴	 江漢4-6
	 	 常武0-1	 召旻3-3

⑤　『呂記』所引朱説と『集傳』とが混在しているもの
　　……『詩集解』原本からの引用、あるいは段昌武が組み合わせたもの…… 3例
國風	 鄘 　	 干旄1-3
大雅	 生民	 卷阿7-1	
　　　　　蕩	 韓奕2-1

� 『毛詩集解』 所引朱熹説合計……1123例

【注】
①「祭之日」、『呂記』『集傳』作「祭義曰」。
②冒頭「言厚哉」、『呂記』無し。
③「由此善背之人」、『『集傳』、「專由此人」に作る。
④ほとんどが『呂記』に見えるが、最後の「于其下也」が『呂記』では「也」に省略され

ている。
⑤『集傳』もほとんど同じだが、始めの「君子棄絶之」がなく、「不念」の下に「昔者」

が有る。
⑥ほとんどが『集傳』にも有るが、末尾の「亦勸戒之辭」が無い。
⑦ほとんどが『集傳』にも有るが、末尾の「此詩其當之矣」のみ無し。

（81）
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段昌武毛詩集解所引朱熹詩說考

大雅	 生民	 生民0-1	 生民1-2w	 生民3-3	 生民4-2w	 生民7-1
	 	 生民8-3w	 行葦1-4w	 行葦5-2w	 既醉3-4w	 既醉7-1㉗
	 	 公劉2-3w	 公劉4-1	 公劉4-3w	 公劉5-1	 公劉5-2w
	 	 卷阿2-2	 卷阿3-1w	 卷阿5-1	 卷阿6-1w	 卷阿6-2
	 	 卷阿10-1w	 民勞1-1	 民勞1-2w	 民勞5-1	 板2-1w
	 	 板5-2w	 板6-1w	 板6-2w	 板6-3	 板6-4w
	 	 板6-5	 板7-1	 板8-1w	 板8-2w	 板8-3
	 蕩	 蕩3-2	 蕩4-1㉘	 抑2-1	 抑2-2	 抑3-1
	 	 抑3-2	 抑4-2	 抑4-4w	 抑6-1	 抑6-3
	 	 抑7-1	 抑7-2	 抑9-1	 抑11-1	 抑11-2
	 	 抑12-1	 抑12-2	 抑12-3w	 桑柔1-1w	 桑柔2-1
	 	 桑柔3-1	 桑柔3-3	 桑柔3-4	 桑柔4-1	 桑柔4-2
	 	 桑柔4-3	 桑柔7-3	 桑柔8-1	 桑柔9-1	 桑柔11-1
	 	 桑柔11-2	 桑柔12-1	 桑柔12-2w	 桑柔12-3w	 桑柔13-1
	 	 桑柔13-3	 桑柔14-1w	 桑柔14-2w	 雲漢1-1	 雲漢1-4
	 	 雲漢2-1	 雲漢2-2	 雲漢2-3	 雲漢2-4w	 雲漢3-1
	 	 雲漢4-1	 雲漢4-2	 雲漢5-1	 雲漢5-2	 雲漢6-1
	 	 雲漢7-1	 雲漢7-2	 雲漢7-3w	 雲漢8-1w	 雲漢8-2
	 	 崧高0-1	 崧高1-1	 崧高1-2	 崧高2-1	 崧高2-3
	 	 崧高2-4w	 崧高2-5w	 崧高3-1w	 崧高6-1w	 崧高6-2
	 	 崧高7-2	 崧高8-1	 烝民0-1	 烝民1-1	 烝民1-2
	 	 烝民1-3	 烝民1-4	 烝民3-2w	 烝民4-1	 烝民4-2
	 	 烝民4-3	 烝民5-1	 烝民5-2	 烝民6-2	 烝民7-1
	 	 韓奕1-1	 韓奕1-2	 韓奕1-3	 韓奕1-5	 韓奕1-6
	 	 韓奕6-1w	 韓奕6-2w	 韓奕6-3㉙	 韓奕6-4	 江漢1-1
	 	 江漢2-1	 江漢3-1	 江漢3-2	 江漢3-4w	 江漢4-2
	 	 江漢4-3w	 江漢4-5w	 江漢5-1	 江漢6-1w	 江漢6-2
	 	 常武1-1	 常武1-2	 常武1-3	 常武3-1	 常武3-2w
	 	 常武5-1w	 常武6-2	 瞻卬4-1	 召旻1-1	 召旻2-2
	 	 召旻2-3	 召旻3-1	 召旻3-2	 召旻3-4	 召旻4-1
	 	 召旻5-1w	 召旻5-2	 召旻5-3w	 召旻5-5w	 召旻6-1
	 	 召旻6-2	 召旻7-1

イ　『呂記』引用とは明らかに異説であり、『集傳』に據ったと判斷できるもの……（ 4例）
國風	 周南	 關雎2-2w
小雅	南有嘉魚	采芑1-2w㉚
大雅	 生民	 公劉6-3	 板1-1w

④　『呂記』『集傳』兩者とも対応する文章なし……113例
學詩總説		 讀詩之法1
國風	 	 「周南」 3w
	 	 大序1w	 大序2	 大序5w	 大序6w	 大序7
	 	 大序15
	 周南	 關雎1-8	 關雎3-1w	 葛覃2-1w	 卷耳4-1	 桃夭2-2
	 	 芣苢1-1	 麟趾0-1

（80）
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	 	 葛覃2-2w	 葛覃3-1w	 卷耳2-1w	 卷耳3-1w	 樛木1-1
	 	 螽斯2-1w	 桃夭1-1w	 桃夭1-2	 桃夭2-1w	 兔罝2-1
	 	 漢廣0-1	 漢廣1-1w	 漢廣2-1	 漢廣2-2	 漢廣3-1w
	 	 汝墳3-1	 麟趾1-1w	 麟趾3-1
	 召南	 題下注1	 甘棠1-1	 甘棠2-1	 甘棠2-2	 行露1-1
	 	 行露2-2	 行露3-1	 小星1-2w	 小星1-4	 江有汜0-1
	 	 江有汜1-1w	 野有死𪊽1-1w	野有死𪊽3-2w㉑	何彼穠矣3-1	 騶虞0-1
	 	 騶虞0-2	 騶虞1-1w	 騶虞1-2w	 騶虞1-3w	 騶虞1-5w
	 邶	 題下注1	 題下注2w	 題下注3w	 柏舟1-2	 柏舟1-3w
	 	 柏舟1-4	 柏舟5-1	 凱風1-1	 凱風1-2	 凱風2-1
	 	 凱風3-1	 凱風4-1w	 雄雉4-1	 旄丘3-1	 旄丘3-2w
	 	 旄丘3-3w	 簡兮2-1	 泉水4-1
	 鄘	 君子偕老3-2w	 桑中0-1㉒	 定之方中1-1	 定之方中1-2w	定之方中1-3
	 	 定之方中1-4	 定之方中2-2	 定之方中2-3w	 定之方中2-6	 定之方中3-2
	 	 干旄2-1w	 干旄3-1
	 王	 題下注1	 君子陽陽1-1w	大車0-1w	 大車1-1	 大車1-2
	 	 丘中有麻1-1	 丘中有麻3-1
	 鄭	 題下注1	 緇衣1-2㉓	 羔裘1-1	 羔裘1-2	 羔裘1-4
	 	 羔裘2-1	 羔裘4-1	 女曰鷄鳴1-1	 女曰鷄鳴1-2	 女曰鷄鳴1-3㉔	
	 	 女曰鷄鳴3-1	 女曰鷄鳴3-2w	女曰鷄鳴3-3w	 女曰鷄鳴3-4
	 齊	 題下注1	 鷄鳴1-1	 鷄鳴2-1	 鷄鳴2-2	 鷄鳴3-1
	 	 鷄鳴3-2	 盧令1-1	 盧令1-2w	 盧令2-1	 盧令3-1w
	 魏	 題下注1	 伐檀2-1
	 秦	 題下注1	 車鄰1-2	 車鄰3-1	 駟驖1-1	 駟驖2-1
	 	 駟驖2-2	 小戎1-4	 小戎2-1	 小戎3-1	 小戎3-2
	 	 小戎3-3	 小戎3-4	 小戎3-5	 蒹葭3-1	 終南1-1w
	 	 無衣1-1w
	 檜	 題下注1w	 匪風1-1	 匪風1-2	 匪風2-1
	 曹	 題下注1w
	 豳	 題下注1w	 七月0-1	 七月1-3w	 七月1-4	 七月1-5
	 	 七月1-6w	 七月2-2w	 七月2-3w	 七月3-2w	 七月3-3
	 	 七月3-5	 七月4-1	 七月4-2	 七月5-3w	 七月5-4
	 	 七月6-4	 七月7-1w	 七月8-1w	 七月8-2w	 狼跋1-2
小雅	 鹿鳴	 鹿鳴0-1	 鹿鳴1-4	 四牡5-2w	 皇皇者華2-2	 伐木2-2w
	 	 天保5-1w	 采薇1-2w	 出車2-1w	 出車5-1	 杕杜3-2w
	 	 華黍0-1㉕	 華黍0-2
	 南有嘉魚	南有嘉魚3-1	 蓼蕭3-1㉖	 湛露3-2w	 彤弓0-1	 六月1-1
	 	 六月6-1w	 車攻7-4	 吉日2-2w	 吉日2-3w
	 鴻鴈	 鴻鴈3-1w	 庭燎1-1w	 鶴鳴1-1	 鶴鳴1-2	 白駒1-2w
	 	 白駒3-1	 斯干1-2w	 斯干4-1
	 節南山	 十月之交7-1	 十月之交7-2w
	 小旻	 何人斯5-1	 何人斯7-2w
	 谷風	 蓼莪3-1	 蓼莪5-1	 小明3-2w	 小明4-2w
	 	 小明5-1	 鼓鐘1-1w	 楚茨6-1w
	 甫田	 甫田2-3w	 大田2-1	 大田2-2	 瞻彼洛矣1-1w	頍弁1-2w
	 	 頍弁3-1w
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	 	 黃鳥0-1	 黃鳥1-2	 無衣0-1	 無衣2-1w	 權輿0-1⑦
	 陳	 衡門1-1	 東門之楊1-1	 墓門0-1	 墓門2-1⑧	 防有鵲巢1-1w
	 	 防有鵲巢1-2	 月出1-2
	 檜	 羔裘1-1w	 羔裘3-1	 素冠0-1
	 曹	 蜉蝣1-1w	 鳲鳩3-1⑨
	 豳	 七月0-4w	 七月1-2w	 七月1-7w	 七月6-2w	 七月6-3w
	 	 鴟鴞0-1	 鴟鴞1-1⑩	 鴟鴞4-1w⑪	 東山2-1w	 破斧0-1⑫
	 	 破斧1-1	 伐柯2-1
小雅	 鹿鳴	 小雅総論1	 鹿鳴0-2⑬	 鹿鳴1-3w	 四牡2-1w	 四牡2-2w
	 	 四牡5-1w	 皇皇者華0-1	 皇皇者華1-3w	 皇皇者華1-4	 常棣之華0-1
	 	 伐木2-3w	 伐木3-2w	 天保1-3	 天保4-2	 天保6-1
	 	 采薇0-1	 采薇1-1	 采薇2-1	 出車2-2w	 出車3-1w
	 	 出車3-2w	 出車3-3	 出車5-2w	 杕杜3-1
	 南有嘉魚	南有嘉魚4-2w	 菁菁者莪0-1	 菁菁者莪4-1⑭	 六月0-1	 采芑2-2w
	 	 采芑4-2w	 車攻0-1	 車攻3-1w	 吉日1-2	 吉日4-1
	 鴻鴈	 庭燎3-1
	 節南山	 節南山5-2	 正月5-1w	 十月之交1-1	 十月之交5-3w	雨無正2-2w⑮
	 	 雨無正3-2w	 雨無正5-2w
	 小旻	 小旻0-1	 小旻1-2	 巧言1-1	 巧言4-1	 巧言6-1
	 	 何人斯1-1	 何人斯1-2
	 谷風	 大東6-1w	 大東7-1	 大東7-2	 北山1-2	 小明1-2⑯
	 	 小明3-1	 小明3-3	 楚茨1-1	 楚茨2-1	 楚茨2-3
	 	 楚茨3-1	 信南山1-1
	 甫田	 甫田1-1	 甫田2-2	 瞻彼洛矣1-2w	 裳裳者華0-1	 裳裳者華4-1
	 	 桑扈4-1	 車舝3-1	 賓之初筵1-3	 賓之初筵2-1
大雅	 生民	 生民1-3w	 生民1-6w	 生民2-1w	 生民7-3⑰	 行葦0-1w
	 	 行葦6-1w	 行葦6-2w	 既醉1-1	 既醉3-3w	 假樂1-2
	 	 假樂3-1w	 公劉2-5	 公劉5-3	 板7-2w
	 蕩	 蕩3-1	 桑柔3-5w	 桑柔8-4	 桑柔16-1	 江漢3-3
	 	 江漢6-3w	 常武2-1	 常武2-2w	 常武4-1	 常武6-1

イ　段が『詩集解』原本から引用した可能性があるもの……（ 4例）
國風	 周南	 兔罝1-1⑱
	 召南	 殷其靁1-2⑲
	 齊風	 載驅0-1⑳
小雅	 	 常棣之華4-3

③　『呂記』に引用なし、『集傳』にあり……375例
ア　『詩集解』になかったと即斷することはできないもの……（371例）
學詩總説		 作詩之理1
國風	 	 「國風」 下1	 「周南」 1w	 「周南」 4w
	 	 大序8w	 大序9w	 大序10w	 大序11w	 大序12w
	 	 大序14w	 大序16
	 周南	 關雎1-1w	 關雎1-2w	 關雎1-3w	 關雎1-4	 關雎1-5w
	 	 關雎1-6	 關雎1-7	 關雎2-1w	 關雎2-3w	 關雎2-4
	 	 關雎2-5	 關雎3-2w	 關雎3-3	 關雎3-4w	 葛覃1-1
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	 	 裳裳者華3-1	 桑扈4-2	 頍弁1-1	 車舝1-1w	 車舝1-2
	 	 車舝2-1	 車舝5-1	 青蠅3-1	 賓之初筵1-1	 賓之初筵1-2
	 	 賓之初筵2-2	 賓之初筵2-3	 賓之初筵2-4w	 賓之初筵4-1	 賓之初筵5-1
	 	 賓之初筵5-2
大雅	 生民	 生民1-1	 生民2-2	 生民2-3	 生民2-4	 生民3-1
	 	 生民3-2	 生民4-1	 生民5-1	 生民6-1w	 生民7-2
	 	 生民8-1	 生民8-2w	 行葦1-1	 行葦1-2	 行葦1-3w
	 	 行葦4-1	 行葦5-1	 既醉1-2	 既醉2-1w	 既醉3-1
	 	 既醉3-2w	 既醉4-1	 既醉5-1	 既醉6-1	 鳧鷖1-1
	 	 假樂4-1	 公劉1-1w	 公劉1-2	 公劉1-3②	 公劉2-1
	 	 公劉2-2w	 公劉2-4	 公劉3-1	 公劉6-1w	 公劉6-2
	 	 泂酌1-1w	 泂酌1-2	 卷阿1-1	 卷阿2-1	 卷阿9-1
	 	 民勞0-1w	 板1-2w	 板5-1
	 蕩	 蕩1-1	 蕩1-2	 蕩5-1	 蕩7-1	 抑4-1
	 	 抑5-2	 抑6-2	 抑10-1	 桑柔5-1w	 桑柔7-1w
	 	 桑柔7-2	 桑柔8-2	 桑柔10-2	 桑柔15-1	 桑柔15-2
	 	 桑柔15-3③	 雲漢1-3	 雲漢3-2	 雲漢6-2	 崧高7-1
	 	 烝民3-1	 烝民6-1	 烝民8-1w	 烝民8-2w	 烝民8-3
	 	 江漢1-2	 江漢4-1	 江漢4-4	 常武2-3	 常武3-3
	 	 常武4-1	 瞻卬1-1w	 瞻卬3-1	 瞻卬5-1	 召旻2-1
	 	 召旻5-4

②　『呂記』に引用あり、『集傳』になし
　　（これは、段昌武が朱熹の舊説に據ったことを表す）……204例
ア　『呂記』からの再引用か、『詩集解』原本からの引用か不明なもの……（200例）
國風	 	 「周南」 下2w
	 	 大序13w
	 周南	 卷耳1-2w	 螽斯0-1	 漢廣1-2
	 召南	 草蟲1-1	 草蟲2-1	 采蘋3-1w	 甘棠1-2w④	 行露3-2
	 	 羔羊0-1	 摽有梅1-1	 江有汜3-2w
	 邶	 柏舟2-1	 燕燕4-1	 燕燕4-3	 燕燕4-4w	 日月4-1
	 	 終風2-1	 擊鼓0-1	 擊鼓3-1w	 擊鼓4-2w	 雄雉0-1
	 	 雄雉3-1	 匏有苦葉1-1	 匏有苦葉2-1w	 谷風0-1	 谷風3-1
	 	 谷風6-1⑤	 北門1-1w	 北風1-1	 靜女2-1	 新臺1-1w
	 	 二子乘舟2-1w
	 鄘	 柏舟1-1w	 柏舟1-2	 柏舟2-1w	 君子偕老1-1	 定之方中2-5
	 	 定之方中3-1w	 干旄2-2w	 載馳0-1	 載馳0-2w
	 王	 揚之水0-1	 揚之水1-1	 兔爰0-1	 葛藟1-1w	 丘中有麻1-2w
	 鄭	 緇衣1-1w	 將仲子1-1	 大叔于田1-2	 大叔于田2-1w	大叔于田2-2
	 	 清人1-1	 遵大路1-1	 有女同車2-1	 山有扶蘇0-1	 狡童2-1
	 	 褰裳1-1	 丰3-1w	 東門之墠2-1	 風雨1-1	 揚之水2-1
	 	 出其東門0-1
	 齊	 東方未明2-1	 南山3-1	 敝笱0-1	 敝笱3-1w	 載驅1-1
	 	 猗嗟3-1w
	 魏	 碩鼠1-1	 碩鼠1-2
	 秦	 題下注2	 小戎1-2w	 小戎1-3	 終南0-1w	 終南2-4⑥
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	 檜	 素冠1-1w	 素冠2-1	 素冠3-1	 隰有萇楚3-1
	 曹	 鳲鳩2-1	 下泉3-1	 下泉4-1
	 豳	 七月2-1	 七月3-4	 七月5-1w	 七月5-2w	 七月6-1
	 	 鴟鴞2-1w	 鴟鴞2-2	 鴟鴞2-3w	 鴟鴞3-1	 鴟鴞3-2w
	 	 鴟鴞3-3w	 東山0-1	 東山1-1	 東山1-2	 東山2-2
	 	 東山3-1	 東山4-2w	 東山4-3w	 破斧1-1	 破斧3-1
	 	 伐柯1-1	 狼跋1-1w
小雅	 鹿鳴	 鹿鳴1-1	 鹿鳴1-2w	 鹿鳴2-1w	 鹿鳴2-2w	 四牡1-1
	 	 皇皇者華1-1	 皇皇者華1-2	 皇皇者華2-1w	 皇皇者華4-1	 常棣之華3-1w
	 	 常棣之華4-1	 常棣之華4-2w	常棣之華4-3	 常棣之華7-1w	伐木1-1
	 	 伐木2-1	 伐木2-4	 伐木2-5	 伐木3-1	 伐木3-3w
	 	 天保1-1	 天保1-2w	 天保2-1	 天保2-2w	 天保3-1w
	 	 天保4-1w	 天保5-2	 采薇3-1	 采薇5-1	 采薇6-1
	 	 出車4-1w	 出車4-2	 杕杜1-1	 杕杜4-1	 杕杜4-2w
	 南有嘉魚	南有嘉魚1-1	 南有嘉魚1-2w	南山有臺4-1w	 湛露2-1w	 湛露3-1
	 	 六月1-2	 六月2-1	 六月3-1	 六月4-1	 六月5-1
	 	 采芑1-1w	 采芑1-3w	 采芑2-1w	 采芑4-1	 采芑4-3
	 	 車攻3-2w	 車攻4-1	 車攻4-2	 車攻5-1	 車攻6-1
	 	 車攻7-1	 車攻7-2w	 車攻7-3	 車攻8-1	 吉日1-1w
	 	 吉日2-1	 吉日3-1
	 鴻鴈	 鴻鴈1-1	 鴻鴈2-1	 庭燎2-1	 白駒1-1	 白駒4-1w
	 	 黃鳥1-1	 我行其野3-1	 斯干1-1w	 斯干3-1	 斯干5-1
	 節南山	 節南山1-1	 節南山3-1	 節南山3-2	 節南山4-1	 節南山4-2
	 	 節南山5-1	 節南山8-1	 節南山8-2	 節南山9-1	 節南山10-1w
	 	 正月3-1	 正月4-1	 正月6-1	 正月6-2	 正月7-1
	 	 正月7-2	 正月8-1w	 正月9-1	 正月13-1	 十月之交3-1
	 	 十月之交3-2	 十月之交5-1	 十月之交5-2	 十月之交6-1	 雨無正2-1
	 	 雨無正3-1	 雨無正4-1	 雨無正5-1
	 小旻	 小旻1-1	 小旻1-3	 小旻2-1	 小旻4-1	 小旻4-2
	 	 小旻5-1w	 小旻5-2	 小宛2-1	 小宛5-1	 小弁1-1
	 	 小弁2-1	 小弁3-1	 小弁3-2	 小弁3-3	 小弁3-4w
	 	 小弁3-5	 小弁4-1	 小弁6-1	 小弁7-1	 小弁7-2
	 	 小弁8-1	 小弁8-2	 巧言2-1	 巧言2-2w	 巧言2-3
	 	 巧言3-1w	 巧言3-2	 巧言4-2	 巧言4-3	 巧言5-1
	 	 何人斯3-1w	 何人斯5-2w	 何人斯6-1	 何人斯6-2	 何人斯7-1
	 	 巷伯6-1
	 谷風	 谷風3-1	 蓼莪0-1	 蓼莪4-1	 蓼莪4-2	 大東2-1w
	 	 大東2-2	 大東2-3	 大東3-1	 大東4-1	 大東4-2w
	 	 大東4-3	 大東5-1	 大東5-2	 大東6-2	 大東7-3
	 	 四月1-1	 四月1-2	 四月3-1	 四月5-1	 四月5-2
	 	 四月6-1	 北山1-1	 北山2-1	 北山3-1	 無將大車2-1
	 	 小明1-1	 小明4-1	 鼓鐘3-1w	 鼓鐘4-1	 鼓鐘4-2
	 	 楚茨2-2	 楚茨3-2	 楚茨6-2	 信南山2-1	 信南山6-1w
	 甫田	 甫田1-2	 甫田1-3	 甫田1-4	 甫田1-5	 甫田2-1
	 	 甫田3-1	 甫田3-2	 甫田4-1	 大田1-1	 大田2-3
	 	 大田3-2	 大田4-1w	 瞻彼洛矣3-1	 裳裳者華1-1	 裳裳者華2-1
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附表：『毛詩集解』所引朱熹詩說一覧

凡例：
○本表は、『毛詩集解（以下、「段解」と略稱）』に引用された朱熹の詩說の有無を『呂記』『集傳』

兩書について確認した結果を、分類して示したものである。
○引用の所在は、詩題および章次に據って示した。例えば、「關雎1」は「關雎」首章の注釋に朱熹

詩說の引用が見えることを示す。章次の「0」は當該詩の小序の注釋に引用されていることを示す。
○詩篇の編目への分屬および章の分け方については、『段解』に據る。
○一章の注釋の中で朱熹の詩說が複数引用されている場合、「- 数字」で示した。例えば「氓3-2」は
「氓」第三章に引かれた朱說の二番目のものであることを表す。

○『段解』の注釋は單行注と雙行注とからなるが、朱熹の詩說からの引用はその雙方に見られる。
兩者を區別するため、雙行注に引用されているものについては數字の末尾に「w」をつけて示した。

○本表では、朱說の引用元を考察するためにいくつかのパターンに分類したが、『呂記』所引朱說・
『集傳』とどの程度差異があれば兩書からの引用と見なすか『詩集解』佚文と認めるかなど、分類
の境界上に位置する例もあり、筆者の主觀的な判斷が混じっている場合があることをお斷りする。

①　『呂記』『集傳』、兩書に対応する文章あり……428例
國風	 	 大序3w	 大序4w
	 周南	 葛覃3-2	 卷耳1-1	 螽斯2-2	 兔罝3-1	 芣苢2-1w
	 	 芣苢3-1w
	 召南	 鵲巢3-1	 采蘩3-1	 采蘩3-2①	 羔羊1-1	 殷其靁1-1
	 	 小星1-1
	 邶	 柏舟1-1w	 燕燕1-1	 燕燕4-2	 日月1-1	 日月3-1
	 	 終風1-1w	 終風4-1w	 擊鼓4-1	 雄雉1-1	 雄雉1-2
	 	 匏有苦葉4-1	 谷風2-1	 谷風3-2w	 谷風4-1	 谷風4-2w
	 	 谷風5-1	 旄丘2-1	 旄丘4-1w	 旄丘4-2	 泉水1-1
	 	 泉水2-1	 泉水3-1	 北門2-1
	 鄘	 牆有茨2-1	 牆有茨3-1	 君子偕老1-2	 君子偕老1-3w	君子偕老2-1
	 	 君子偕老2-2	 定之方中2-1w	定之方中2-4w	 相鼠1-1	 載馳1-1w
	 	 載馳1-2	 載馳4-1	 載馳5-1	 載馳5-2
	 王	 君子于役1-1	 君子于役2-1	 君子陽陽1-2	 揚之水2-1w	 兔爰1-1
	 	 大車3-1	 丘中有麻2-1	 丘中有麻3-2
	 鄭	 大叔于田1-1	 大叔于田3-1w	大叔于田3-2w	 大叔于田3-3w	羔裘1-3
	 	 女曰鷄鳴2-1	 女曰鷄鳴2-2	 東門之墠1-1	 風雨2-1	 出其東門2-1w
	 	 野有蔓草1-1	 野有蔓草2-1	 溱洧1-1
	 齊	 還3-1	 東方之日1-1	 東方之日1-2	 東方之日2-1	 東方未明3-1
	 	 南山2-1w	 南山2-2	 南山4-1	 載驅4-1	 猗嗟1-1
	 	 猗嗟1-2	 猗嗟2-1	 猗嗟2-2	 猗嗟2-3
	 魏	 葛屨1-1w	 葛屨1-2	 葛屨2-1w	 葛屨2-2	 汾沮洳1-1w
	 	 汾沮洳1-2	 汾沮洳2-1	 汾沮洳3-1	 園有桃1-1	 陟岵1-1
	 唐
	 秦	 駟驖3-1	 駟驖3-2	 小戎1-5	 小戎2-2	 小戎2-3
	 	 蒹葭1-1	 終南1-2	 終南2-1w	 終南2-2w	 終南2-3w
	 	 黃鳥1-1	 晨風2-1	 晨風3-1	 渭陽1-1	 權輿2-1
	 陳	 宛丘1-1	 宛丘2-1	 宛丘2-2	 月出1-1	 月出2-1
	 	 月出3-1	 澤陂3-1
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